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プロローグ


現在確認されている中では最大規模を誇る大陸は、王国、帝国、公国、聖国、魔国の五つの国で構成されており、その内の一つ、帝国に彼女たちは居た。


ピュンッ！　と、鋭く風を切る華美な装飾が施された片手剣が流麗な軌跡きせきを描く。


豪奢ごうしゃな館を擁ようする庭園で、まるで流れ踊るような剣舞を披露するのは背中に届きかけるほどの赤髪をポニーテールにしている一人の令嬢。


帝国の最東部から近い地に領土を持つレグナード侯爵こうしゃく家の娘、ルミリアナは十七歳という若輩にして女性には珍しい皇女直属の騎士を務める強者だ。


見るからに気が強そうな赤いツリ目は男を遠ざけそうな雰囲気を醸かもし出しているが、幼さを残しつつも整った貌かおとは不思議と調和している。


「お嬢様、御飲み物をお持ちしました」


「ん。ありがとう」


一人の侍女じじょがトレイに載せて持ってきたコップには冷たい水で満たされており、ルミリアナは一気に胃の中へと流し込む。


水分を補給すると同時に訓練で熱された体が冷えていく感覚に心地よさを感じながら、家宝にして魔術的効果をエンチャントされた魔武器でもある剣を鞘さやに納め、首筋を伝う汗をタオルで拭った。


「殿下は今どうされているの？」


「資料室でお勉強中でございます。先ほどお飲み物をお持ちしましたら、机の上に数十冊ほど資料を置いておりましたので、読み終わるにはまだ時間が掛かるかと」


「そう。わかったわ」


帝国は今、渦中かちゅうにある。七年前に先帝の嫡男ちゃくなんである皇太子が当時二十三歳の若さで帝位を継いでからと言うもの、民を顧みない徴税搾取が徐々に広がりを見せている。


その全ての原因は現皇帝の妃であるアルグレイ公爵家の娘にあるとされ、彼女の欲求を叶えるために毎晩のように夜会が催され、国外の希少な宝石やドレスと言った高級品を、血税である国庫から払い出す暴君となってしまっていた。


ルミリアナの主君であり、同い年の親友である皇帝の妹は先細りつつある帝国の未来の為に、実の兄を討つ反乱も辞さないといった覚悟でレグナード領を拠点に自分の味方を秘密裏に、着々と集めている。


滅びに向かう国に巻き込まれる民を救う為なら、皇室が失墜しても構わないと決意を決めた姫君は、これから多くの者に命を狙われる事だろう。


そんな気高き主君を守るため、最後の瞬間まで傍を離れず身を挺ていしてお守りする。まさに騎士の本懐ともいえる決意を固めた令嬢剣士は時間の許す限り訓練に励もうとした矢先、侍女の世間話に耳を傾けることとなる。


「そういえばお嬢様、聞きましたか？　王国で活躍している冒険者の話」


「冒険者？」


ルミリアナは形の良い眉を歪めた。


かつて帝国貴族を苦しめた革命家、《白髪鬼はくはつき》の逸話には、冒険者ギルドの創設者である《黄金の魔女》が手助けしたという話が有名だ。


彼女自身は帝国貴族に珍しく、《白髪鬼》に対して思うところは無い。むしろ貴族が民を圧制で苦しめていた時代を終わらせてくれたものとして好意的に捉えている。


しかし《黄金の魔女》はどうしても好きになれない。直接会ったことは無いものの、莫大な財と最強の魔力をもってして今なお騒乱を起こし、愉悦ゆえつに浸っているという話は有名だからだ。


そして、そんな魔女が作り出した冒険者と言う存在もまた然しかり。帝国にも貴族の力が及ばないような、国外寄りの辺境に冒険者ギルドはあるが、ルミリアナからしてみれば冒険者など報酬を重要視する、武装した無頼の集まりでしかない。


格式と正道、救護心を備えた騎士の足元にも及ばない邪道の戦士。数ばかり多い魔物の対処を率先して引き受けるから需要があるのは認めるが、以前相見あいまみえた時の下品な態度に、彼女はどうしても拒否感が先立つようになった。


「王国を三方向から襲った竜王の内の一頭を単独で討伐した冒険者が居るのだとか」


「何ですって!?」


竜王と言えば、世界に八頭しか存在しない最強クラスのドラゴン。その内の三頭が王国を襲って、冒険者ギルドにより二頭が撃退、一頭が討伐されたという話は聞き及んでいる。


竜殺しドラゴンスレイは冒険者や騎士を問わずに称賛を浴びる武功。それを竜王相手に、たった一人で討伐した冒険者が居るという事にルミリアナは驚愕きょうがくを隠せずにいた。


「確か……《白の剣鬼けんき》という、白髪の女剣士が竜王を倒したのだとか」


「《剣姫けんき》ですって？」


ここに来て、盛大な文字の認識違いが発生する。


ルミリアナは、毎年帝都で開かれる伝統的な武術大会で優勝を収め、主君である姫を守る女騎士という意味を込めて《守護の剣姫》という異名で呼ばれている。


貴族令嬢が姫と呼ばれるのはどうかと思うが、彼女にとって《剣姫》と言う異名は誇りそのものだ。


それをただの冒険者が名乗っているというのは、同じ女だてらに活躍していると思うよりも先に、非常に面白くないという感情が湧き上がってきた。


「でも、それ程の剣士が居るのなら帝国に伝わっていてもよさそうなものだけど」


「仕方のない事です。彼女は冒険者ですから」


冒険者の評判は冒険者へ伝わり、その一部が民間へ流出するもの。必然的に冒険者の数が極端に少ない帝国では、冒険者に関する情報が伝わり難い。


これがＳランクと言った民間にも分かりやすい肩書があるのなら話は別だが、件くだんの剣士は昇格をせずにＢランクに留まっているというではないか。


「それはもう、非常にお美しい容姿をしているらしく、蒼あおと紅あかの二色の瞳をしているそうですよ」


オッドアイである所まで《白髪鬼》と一緒。付き合いの長い侍女に乗せられたのを自覚しつつも、ルミリアナはその女剣士に興味が湧いた。


帝国と王国、それぞれの国での最強の女剣士が剣を合わせればどちらが上に立つのか、この際相手が冒険者であることを度外視してでも競いたくなる。


「ねぇ……本当に白髪でオッドアイの美しい女性が王国に居るの……？」


「殿下？」


震える声に振り返ると、そこに立っていたのは陽光に煌く金髪を揺らし、空色の瞳を見開いた麗しの主君。


「もしかして、その人の名前は────」










所変わって、皇帝が居を構える帝都の中央、荘厳にして巨大な皇居とは別に建設された離宮では、三十路に差し掛かりつつあるピンクブロンドの髪の貴婦人が、実に機嫌悪そうにティーカップを口元に傾けていた。


現皇帝の正妃、アリス・ラグドール皇妃。元は帝国の名門貴族であるアルグレイ公爵家の次女であったが、十一年前に当時はまだ皇太子だった夫の婚約者である姉を排除し、皇帝の心を射止めた女怪の如ごとき女である。


かつては実に愛らしく妖精のようだと持て囃はやされた素顔は歳と共に瑞々しさを失っていき、薄い化粧で誤魔化しているものの、それが逆に寄る年波に勝てていないことを証明していた。


「どうしてこんな事に……途中まで、途中までは上手くいっていたというのに！」


ガチャリ！　とソーサーに叩きつけるようにカップを置くアリス。


労力を重ねて愛する皇帝の心を奪い、無事に皇妃の座に就いたのは良かった。本命以外にも自分に尽くす美男は大勢いるし、後ろ盾である実家も大きな力を得ている。


しかし、それら全ての栄光に綻ほころびが生まれたのは何時からだっただろうか？


「子供さえ……子供さえ身籠みごもれば私の地位は盤石ばんじゃくだというのに……！」


子を身籠れない先天的な病。それは、世継ぎを産むことを最も重要視される皇妃として致命的な欠陥に他ならなかった。


皇帝本人はアリスを一途に愛し、操みさおを立ててくれてはいるが、二十九の石女せきじょであるアリスに世継ぎを期待する臣下は今となっては殆どおらず、側室を娶めとる事や離婚を勧められている。


忌々いまいましい義妹に至っては、それを理由にアリスを排除しようと画策している節さえみられるのだからタチが悪い。


現に十一年前、姉を排除した時に彼女に味方していた人間の多くが、義妹側に付いている。


今となっては皇帝と義妹、どちらの味方が多いことやら。


「どうしたんだい、アリス。そんなに声を荒げて」


「アルベルト様」


そんな焦燥しょうそうに駆られる妻に心配そうな声を掛けるのは、アリスの夫にして皇帝の座に就いたアルベルト・ラグドールだった。


アリス同様年を取ると共に細かな皺しわを刻んでいっているが、男の特権と言うべきか、それがダンディズムな魅力となっている。


「……実は私、何時までも世継ぎを産めぬことに皇妃の資質をまたしても疑われていて……このまま世継ぎを産めぬのなら、これ以上アルベルト様に迷惑が掛かる前に身を引いた方が良いのではないかと……」


「あぁ、可哀そうなアリス。大丈夫、君を苦しめる者が居るのなら、私が排除してあげるから」


先程とは打って変わってしおらしい態度をとると、アルベルトは慰なぐさめるように優しく妻の体を抱き締めた。


夫は昔から変わらない。少し庇護欲ひごよくを煽あおればそれに応えようとする姿は変わらぬ安心感があり、実に扱いやすくもある。


こうして二人が気に入らない者を遠ざけることで、徐々に求心力を奪われていっていることに気付きもせずに、皇帝夫婦は政務も忘れて愛を確かめ合う。


やがて夜の帳とばりも下りた頃、ベッドの上のアルベルトは隣で寝転がるアリスに優しく告げる。

            





    
  
  




「アリス、子供の事ならば心配する必要はないよ」


「え？」


「実は先の王国に襲来した竜王の事件を帝国の方で独自に調査して偶然知ったんだが、驚いたことにシャーリィは生きていたらしい」


久々に聞いたその名前に、熱に浮かされた意識が一気に冷めていくことをアリスは自覚した。


陥おとしいれ、拷問にかけて見るに堪えない無残な姿になった忌々しい実姉。突然全ての傷が無くなったと拷問係が妄言もうげんを吐いていたが、その直後に脱獄して既に何処かで野垂のたれ死んだものと思っていたのに、どうやらしぶとく生き残って王国で暮らしているらしい。


「気になって調べて見たところ、どうやら今彼女には十歳になる双子の娘が居るらしい」


「十歳……もしかして」


「ああ。恐らく時期的に考えて、私の子供である可能性が高い」


アリスの胸の内から黒い靄もやのような感情が湧き上がってきた。


自分は子供を産めないのに、これまで散々見下してきた姉はアルベルトの子を産んで幸せそうに暮らしていると思うと、すぐにでもその幸せを壊したくなってくる。　


その心の根底にあるものが、自分には無いものを持っている姉への嫉妬であるという事から目を背けていると、アルベルトは妻の様子に気付かずに告げた。


「そこで考えたんだが……その娘を皇位継承者として帝国に連れてくれば、君がこれ以上後継者問題で苦しむ必要はないのではないかと思うのだが」










「それで？　先の竜王戦役の後始末は終わったのかのぅ？」


またまた所変わって、王国王城の執務室。足元に届く長い金髪を揺らす黒い双角の魔族、《黄金の魔女》の異名を持つ全冒険者ギルドのマスターであるカナリアは、国王が書類仕事に励む机の上に腰掛け、実に意地の悪い笑みを浮かべていた。


「あぁ。カナリアが余に押し付けた民への戦後報告は勝利の二文字、不必要な混乱は極力抑える事が出来た。……毎度毎度、地味で面倒な事ばかり余に押し付けおって」


「それが国王の仕事じゃろう？　元来王を始めとする政治家など国の裏方なのじゃからな」


違いないと苦笑する愛嬌の中に威厳を宿した獅子ししのような黒髪を持つ壮年の男は、王国の現国王であるエドワルド・ペンドラゴだ。


通称、《黒獅子王》。《黄金の魔女》の盟友である王国において、歴代類稀に見る賢王と名高い統治者である。


「それにしても、これまで何度か竜殺しの現場に兵を遣わせる過程で、ドラゴンを退治した冒険者の情報はある程度聞いていたが、まさか本当に彼女が《白の剣鬼》と呼ばれるようになっているとはな」


「そういえば、お主らは面識があったらしいのぅ」


「あぁ。その身に降りかかった不幸を聞いた時は耳を疑ったものだ」


名君足らしめる記憶力は、当時まだ交流を持っていた帝国で行われたパーティの様子を今でも鮮明に思い出させる。


この世のものとは思えぬほど美しい顔立ちに雪すら欺く白い髪。そして宝石を嵌はめ込んだかのような蒼と紅の二色の眼が特徴的な少女は、婚約者の隣で幸せそうに微笑んでいた。


エドワルドも妻を愛する身として当時の彼女の気持ちがよく理解できたが、それだけに皇太子の不義によってその愛が失われてしまったことを酷く惜しんだが、今彼女は冒険者という過酷な職に就いていながらも娘二人と幸せそうに暮らしているという。


国王としても、個人としても、実に喜ばしいことだ。


「それはそうとカナリア、今回竜王との戦いに活躍した冒険者たちへの受勲式なのだが、どれだけの冒険者が参加を表明している？」


「あぁ、それならこれを見ると良い」


カナリアが手渡したのは、三方向から迫る竜王との戦いに参加した冒険者のリストだった。


エドワルドは名前の隣にバツ印を記されている者とそうでない者を目を通し、軽く眉根を寄せる。


「思っていたよりも少ない……十人にも満たないではないか。これは余の威光が不足している証か？」


「冒険者など、元々堅苦しい規則を嫌っている者が多いからのぅ。むしろ参加を表明したものはギルドの中でも変わり者じゃ」


「国としても、何らかの形で彼らに報酬を渡したいところなのだが……一番分かりやすい金銭は既にカナリアが支払っているからな。どうしたものか」


「酒と食い物でも奢ってやればどうじゃ？　堅苦しい場で送られる栄誉よりも喜ばれると思うがのぅ」


呵々かかと笑うカナリアの言葉を割と本気で考慮する国王。栄誉を求める割には堅苦しい場を嫌う冒険者たちの絶妙な匙さじ加減に頭を悩ませていると、件の人物の名前の隣にはバツ印が記しており、それを見てエドワルドは嘆息する。


「やはり彼女は来ないか。妻も久々に彼女と会えることを楽しみにしていたのだが……竜王の撃退ではなく、討伐を成し遂げた者など何処の国に行っても重宝される人材。どうにかして勲章を受け取って欲しいのだが、どうにかならぬか？」


「いやぁ、無理じゃろ」


魔女はニヤリと嗤わらう。


「この予定してある勲章式の日、あ奴からは『娘にクッキーの焼き方を教える日』といって断られたからのぅ。無理に連れてくればどんな目に遭う事やら」

            





誰たが為ための幸福


後に、竜王戦役と呼ばれる王国に対する竜王三頭の襲来は、迎撃に出た冒険者たちの勝利で幕を下ろした。


重症者、死傷者を多数出しながらも、民間への犠牲は無し。配下の魔物を壊滅寸前に追いやり、竜王二頭を撃退、一頭を討伐したという功績は瞬く間に広がり、民衆から冒険者ギルドへ送られる信頼はより強固なものとなったと言える。


そして、並み居るＳランク冒険者たちを差し置いて、竜王を単独で討伐した剣士の名も世間に響き渡った。


雪をも欺く白い髪と肌。玲瓏れいろうな美貌を彩るのは蒼と紅の左右異なる色の瞳。冒険者ギルドが誇る竜王殺しの剣士、《白の剣鬼》シャーリィ。


一度剣を振るえば魅せられる内に命脈を断つとまで言われる美と武技を併せ持つ、人の理を超えた女は今────、


『リーシャ、チェルシーも！　おはよー！』


『『おいっすー』』


『おはよ……ふわぁ……んぅ』


『ティオちゃん、歩きながら寝たら危ないよ？』


『ミラ……教室までおんぶ……ぐぅ』


『えぇっ!?　ちょ……重っ……!?』


シャーリィと同じ白い髪と肌を持ち、それぞれ瞳の色が違う実の娘である双子を、建物越しにジッと見守っていた。


その視線の先に居るのは、母親の面影を強く受け継ぎ、髪を一房編み前に垂らした円つぶらな蒼い瞳を持つ姉のソフィーと、母や姉と比べて癖の強い髪に申し訳ない程度にヘアピンを付けた、眠たげな紅い瞳を持つ妹のティオだ。


正真正銘、何を隠そう血を分けた自慢の娘の登校姿だが、今シャーリィが居るのは身を隠すどころか視界を完全に遮さえぎる建物の裏側。


しかし、それでも彼女の目にはしっかりと娘の姿が捉えられていた。


精神の変質によって欠陥を抱えた肉体復元能力を得た怪物、半不死者イモータルの特性によってシャーリィに発現した異能、〝全て〟を視る眼は、障害物を透視して愛娘の姿を映し出す。


普通の職に就く者なら仕事をし始めるこの時間、しかし今日の剣鬼は休みオフだ。日頃の冒険の疲れを癒いやすため、気ままにゆっくりと過ごしている。


ソフィーとティオの移動に合わせて建物越しに移動する白髪の美女の図は非常に奇妙なもので、言うなればそれはちょっと危ない人物たちの総称がしっくりと当て嵌まる姿である。


「何か御用ですか？」


一見すると壁から、実際には娘から視線を外さずに背後に話しかけるシャーリィ。


「……いえ、何してるのかなぁって思いまして」


「あぁ……ユミナさんでしたか。先ほどから妙にこちらの後をつけて来ていると思ったら」


背後の物陰から出てきたのは亜麻色の髪を後ろで纏まとめたギルドの受付嬢、ユミナだった。　


「それで？　さっきから何してるんですか？　傍から見ていてすごく怪しいですよ？」


「…………」


咄嗟に反論できないシャーリィ。憮然ぶぜんとした表情を浮かべるが、客観的に考えても自分の行動が怪しいのは言い訳のしようがない。


「……娘の姿を見守っていました」


「……壁を凝視しているようにしか見えないんですけど」


「そこは異能で」


「世界一無駄な使い方していますね。ていうか、休日だっていうのに、異能まで使って娘さんのストーキングですか」


失敬な……と、シャーリィは内心で呟く。傍から見ればどう見られるかはさておき、彼女本人からすれば娘を慈しむように見守っているつもりなのだ。


それをストーキングなどと言う侮蔑ぶべつで表現されるのは甚はなはだ不本意である。


「もしかして休日って毎日こんな感じなんですか？」


「いえ、何時もなら娘の休日に合わせるのでこうする必要も余り無いのですが……」


《白の剣鬼》の脳裏に不安が去来する。それは以前、朝食の席での娘の言葉だった。


「どうも二人に色目を使って群がる男性ハエが居るようなので……教師の目が届かない登下校時にそういった輩が表れないかを見張っているのです」


「蠅はえって……あの年頃の男女なんですから、そう言うこともあるんじゃ……？」


「いいえ、まだ早いです」


ピシャリと、シャーリィは言い放つ。


男女七つにして席を同じゅうせず。貴族の政略結婚でもあるまいし、健全で清廉せいれんな友人関係であるのならともかく、今年で十歳になった平民の娘たちに男女関係などまだまだ早すぎる世界だと、母親としては断固として認める訳にはいかない。


「うーん、目に見えたストーカー犯罪行為じゃなくて壁を見ているだけですから明確な問題は無いんですけど、それでも怪しい行動は慎んでくださいね？　ギルドは信頼第一なんですから」

            





    
  
  




「大丈夫です。流石の私も学校内部を透視するつもりはありませんから。よほど怪しければ後で教会にでも行って《センスライ》の魔術も受けますよ」


往来ならともかく、プライバシーの塊かたまりである建物内部を私用で覗くつもりは毛頭ない。


現に今使っている透視も、建物を完全に透明化させている状態で瞳に映しているので、内部の様子など見てはいないのだ。


だから嘘発見の魔術を使っても問題無いと言い張るシャーリィにユミナは溜息が出る。間違いなく歴史に名を刻める偉業を成した冒険者だが、本人は全く栄誉に興味が無く、猛烈な親バカっぷり。せめてそれらしく振舞ってほしいと思うのは我が儘なのだろうか？　


「まぁ、いいです。実は見つけたついでに伝えておきたいことがあるんですよ」


「何です？」


「実は明日、Ｃランク冒険者のパーティが食人鬼オーガの討伐に挑戦したいと言っているんですけど、それにシャーリィさんにもしもの時の露つゆ払いについて来れないかという希望がありまして」


「Ｂランク相当の魔物をＣランク冒険者が……随分思い切ったことをしますね」


竜王戦役以降、シャーリィと冒険者たちの関係は少しだけ変わった。


これまで単独ソロ専門とまで言われるほど一人で魔物を討伐してきたシャーリィ。今でも殆どの依頼を一人で請け負っているが、報酬を振り分け次第ではパーティ要請に応じると公言したのだ。


彼女が何を想ってそうしたのかは誰も知る由の無い事だが、それから時々他の冒険者からの誘いでパーティを組むようになった。


今では強大な魔物を倒す時の助っ人や、ランク関係なしに依頼を受けれることを逆手にとって、強い魔物に挑戦してみたいという若手冒険者たちに露払いとして同行させる事が出来る最強の前衛と言うのが、今現在他の冒険者たちから見たシャーリィの認識だ。


「まぁ、支部長は軍や守衛隊にせっつかれてシャーリィさんにはＡランクに昇格して欲しそうにしてますけど、それは普通に断ってますしね。私も落としどころが付けられたから容赦なく支部長に反論できますし」


「非常時に義務が発生するＡランクやＳランクなど、なりたくもありませんね」


切り捨てるように鼻を鳴らすシャーリィの横顔を眺めながら、ユミナは苦笑を零す。


（そう言ってＢランクに留まっておきながら異名持ちになる冒険者なんて、シャーリィさんだけなんだけどね）


冒険者はランクが高ければ高いほど個人に当てられた依頼が届くが、その最低ラインは例外の如き少数を除いてＡランク以上である。


それよりも更に上のＳランクともなれば、キャッチコピーとして異名が付くようになるのだが、Ｂランクでありながら《白の剣鬼》という異名が付いているのは、他のギルドを探してもシャーリィだけなのだ。


「それで話を戻しますけど、どうですか？　シャーリィさん加えて四人パーティ、報酬はこの位なんですけど」


ユミナから渡された依頼書と簡単な報酬見積もりが記された書類を眺め、シャーリィはしばらく考える。


「目撃情報は王都と辺境の中間に位置する関所近辺の森。……兵士が大勢滞在する場所なのに冒険者を頼るのは、何時もの事ですか」


「そうですね。こういうところは王国ならではと言いますか」


冒険者業が盛んな王国では人口が密集する都に魔物が現れるなどと言った非常時を除き、軍と冒険者とは基本的に戦うべき相手が分かれている。


冒険者は人里から離れた地に拠点を構える盗賊やネクロマンサーを代表とする外道魔術師といった無法者アウトロー、そして主に魔物の討伐を目的とするなら、守備隊や軍隊……一言で纏めるなら王国兵……といった王国直属の戦闘職は治安維持や隣国に対する国防を目的としているのだ。


人の手が届いていない地で、開拓を兼ねた戦闘を請け負うのが冒険者なら、都市や町での犯罪を取り締まり、国外に威圧を示すのが王国兵の務め。


先の竜王戦役で、先んじて冒険者が戦い、王国兵の話題が上がらなかった理由がまさにコレである。


良くも悪くも派手な行動ばかりが目立つ冒険者に対して王国兵は裏方などと宣のたまう輩が居るが、いざという時に国民を守り避難誘導を行ってくれる者たちが居るというだけで、どれだけ多くの冒険者が安心して戦えただろうか？


（もっとも、王国兵が弱いわけではありませんが）


冒険者の活躍が目立ちやすいのは、魔物に困っている依頼主が大勢存在し、それらを恙つつがなく討伐している上に宣伝行為が盛んだから。


一方、王国兵の活躍が目立ち難いのは、有事の際以外はこれといった戦闘行為が存在しない上に、その内容も機密とされるからだ。


実戦経験や個々人の強さ、少人数での戦いならば間違いなく冒険者が上。しかし、王国兵は有事に備えて毎日のように地味で過酷な基礎鍛錬を積み、大人数での活動を目的とした訓練を行っている。


要は需要の違いなのだ。魔物か人か、冒険者と王国兵が相手取る敵が違うというだけの事である。


「それでも両者の関係が上手くいっているのは、カナリアのおかげと言うべきでしょうか？」


「うぅん……普段の様子からすれば信じられないんですけどねぇ」


傍若無人で自分勝手な人物像からは想像もできないが、冒険者ギルド創設以来、カナリアは各国の軍とギルドの折り合いに奔走して今の協力体制を敷いたという。


冒険者が倒したドラゴンが溜め込んだ財宝の一部を国庫に還元するというのもその一環で、特に王室関係者たちとは千年来の付き合いにならるらしい。


「まぁ良いでしょう。この要請、引き受けます」


「良いんですか？　正直、結構遠い上に依頼料も分割してしまう形になってますけど」


「構いません。竜退治が続いたおかげで懐にはかなり余裕がありますし、騎乗竜ランギッツで現地集合してしまえば時間もかかりませんから」


ギルドから貸し出される有料の移動手段なら即日で帰って来られるが、そこまでしてパーティ要請を引き受けるようになったシャーリィ。


その心情は、所謂〝寂しい冒険者業〟を改めるという考えから始まっていた。


心優しく育ってくれた娘二人が、いざ成人して手が掛からなくなった時、空虚で友人も居ない生活を送る母を見ては心配をかけてしまうだろう。


そうなれば母にかまけて自分の幸せを逃してしまう事もあり得る。それではいけない。母親としては、子供には自分の事だけを考えて幸せになって欲しいのだ。


（自身を疎かにしては、母親として娘に自分自身の〝幸福〟とは何たるかを明確に示す事が出来ませんからね）


ならば、ソフィーとティオに心配を掛けないくらいの充実した生活に交友関係を得てしまえば良い。


正直、個人的には実力の高い冒険者と言う保険付きで冒険に出ようとする気骨に思うところがない訳ではないが、そう言った小さなところから始まる交友もあるだろうし、何より最近は若手の冒険者を指導する事も増えて以前よりも冒険者業に彩りが出てきたと感じるようにもなったのも確かだ。


「では明日、ギルドに行ってこのパーティと面談するので」


「は、はい！　ありがとうございます！」


不愛想で鉄面皮なのは変わらないが、徐々に冒険者を筆頭とした他者に馴染もうと精力的に活動し始めた《白の剣鬼》。


たとえその動機が全て娘の為であったとしても……それはきっと、良い変化なのだろう。


「それでは私は、娘を見守る活動に戻らせてもらいます」


「……これさえ無ければなぁ」


普通にカッコいい冒険者なのに。そう思うと、何とも言えない微妙な気持ちになるユミナであった。


それに対してシャーリィは「責められる謂れはない」と言わんばかりに、少しムッとした声で答える。


「子供は居れば居るだけ用事が生まれるものです。もっとも、決して煩わしいという意味ではありませんが」


むしろこの忙しさが充足感を与えてくれるくらいだ。


「ただでさえ最近は依頼が多かったのですから……明日はそろそろ三人で一日のんびり過ごそうと、河に」


「河？　あぁ……そういえばもうそんな時期でしたね」










春が過ぎ去ろうとし、夏の空気が徐々に入り混じり始めた頃。


陽光が程よく降り注ぐ季節の境目、辺境の街には中心を貫くように河が流れているのだが、この季節になればその川沿いは人で賑わうことが多い。


元々は岩肌が目立つ殺風景な場所だったらしいが、今では観光地効果を狙って草花や花木が植えられ、春から夏の間には満開を迎えるのだ。


「ママー！　こっちー！」


「お母さん、早く」


先を急かすソフィーとティオの後を、バスケットを片手に持ったシャーリィが緩やかな歩調で追いかける。


そして花木が咲き誇るところには古来より人が集まる。


美しいもの見たさ。ただ酒と肴で騒ぎたい者。集団が慰労の為に開く宴。様々な理由があるが、この辺境の街ではこの季節になると、まるで幻想郷に辿り着いたかのように一変する河川敷に住民や冒険者は酒や菓子を持ち寄るのだ。


「そんなに急いでも花は逃げませんよ」


「でも、場所は取られるかもだし」


「問題ありません」


シャーリィは目前まで迫った、河川敷に並んだベンチの内の一つ周辺を指さす。


「前もって結界を張っておきましたから」


『おい、何だコレ!?　見えない壁みたいなのが張ってあるぞ!?』


『くそっ！　絶好のポイント取られた!!』


「よ、用意周到……でもそれ大丈夫なの？」


「大丈夫です。こんなの、前日にシート敷いておくのと大差ありませんから」


結界を発生させる魔武器、《守護宝剣ラドゥン》を、河川敷で最も人気の高い場所を取り囲むように幾本も突き刺し、シャーリィが認めた者以外は通ることの出来ない遮音効果のある結界を展開。酒を持って情緒の欠片もなく騒ごうとする冒険者たちを見事追い払っていた。


「シャーリィ！　お前の仕業か!?」


「オレたちの宴会場所、どうしてくれんだ!?」


「そんな事は知りません」


娘との花見の方が最優先だと言わんばかりに、飛び交う野次や喧騒を無視して結界の中に入るシャーリィたち母娘。そこは確かに、この花見の季節で一番人気の場所と言っても差し支えの無いポイントだ。


三人で並んで座ってもやや余裕のあるベンチの左右には、東方の国である商国から植樹された、サクラという淡い桃色の花弁を広げる花木が花吹雪を舞い、地面を見れば色取り取りの花が咲き乱れる。


そしてベンチに座れば正面にはサクラの花弁を浮かせる河が、涼やかなせせらぎを奏でながら下流へと流れゆくのだ。そして対岸には地平線まで並ぶサクラの花が見る者の目を癒す。


「んーっ。相変わらず、綺麗なところだねぇ」


「ん。理事長も良い仕事する」


シャーリィを挟んで座るソフィーとティオは口々にそんな事を呟く。

            





    
  
  




商国伝来のサクラの木を大陸に持ち帰ったのは、商国かぶれのカナリアだ。自分自身が故郷でも楽しみたいと思って持ち帰ったのは分かり切っているが、その行動の結果、サクラの木を近くに植えられた冒険者ギルドの冒険者たちの間では、この季節になれば花見をするのが恒例となっている。


「……これもカナリアの成果の結果であるというのは、微妙に複雑な気分ですね」


「もー、ママったら」


「それは流石に失礼」


「分かってはいるのですが……普段の彼女を知っていると、どうも」


バスケットの中に入ったケースを開ける。そこには色鮮やかな串菓子……これまた東方伝来の団子と呼ばれる甘味が、互いの色を引き立て合うように調和しながら収められていた。


カナリアが懇意にするタオレ荘には、よく頻繁に商国の食材が届けられる。保存の利く類のものも多いため、時折食堂のメニューにも記されるのだが、今回はシャーリィがその食材を買い取り、ソフィーとティオと共に女将に菓子の作り方を教えて貰ったのだ。


「どうかな？　ちゃんと出来てる？」


「ええ。マーサさんの見本と遜色ないくらいです」


「えへへ」


贔屓目抜きで見れば、少し歪な丸型の団子が三つ連なる串だが、素人の子供が作ったものと考えれば上等……そこにシャーリィの親バカフィルターを通せば、職人並みの出来上がりに見える事だろう。


「それじゃあ、お母さん」


「はい、あーん」


それぞれ自分で作った団子をシャーリィの口元に向けるソフィーとティオに、シャーリィは少し瞠目する。


「……良いのですか？　折角自分で作ったのに」


「ん、平気。まだ一杯あるし」


「それに二人で決めたの。一番最初に作ったのは、ママに上げようって」


「ソフィー……ティオ……」


不覚にも、少し泣きそうになった。こんないじらしいことを言うなんて、我が娘ながら卑怯だと。


シャーリィは零れそうになる涙を瞼で押さえてから、先端を向けて差し出された野草や果実で着色された二本の串に、小さな口に運ぶ。その様子を、左右に座る二人は身を乗り出しながら覗き込むように見つめていた。


「どう？　美味しい？」


「……はい。とても……」


多分、この場に誰も居なかったらシャーリィは泣いていただろう。味云々は関係なしに、そう確信させるものがあった。


「この前風邪引いた時してくれたから、お返し」


「私達も食べよ、ティオ。どれにするかちょっと迷っちゃうなぁ」


ティオは即決で、ソフィーは少し悩んでからバスケットから団子を取り出し、小さな口に含んでは至福の表情を浮かべる。


少し急いで食べたのか、ティオの鼻頭に団子のソースが付いているのを見ると、ソフィーはどこか楽しそうに苦笑した。


「ティオったら……ソース付いちゃってるよ？」


「ん」


左頬を無造作に拭う。


「いや、そっちじゃなくて」


「こっち？」


今度は左頬を拭うが、鼻に付いたソースが取れるわけもない。


「そこでもありませんよ」


「…………ん」


ついに自分で拭うのは煩わしくなったのか、目を瞑ってシャーリィに顔を向ける。言葉にしなくとも、その行動は「どこに付いているのか分からないから拭ってほしい」という意図を雄弁に語っていた。


「ほら、ここですよ」


シャーリィはハンカチを取り出すと、優しくソースを拭う。その無表情にはどこまでも深い慈愛が内に隠されていたものだった。


「もー、ティオったら。ハンカチ、忘れたでしょ？」


「……あ。ホントだ」


「手でソースを拭ったら汚れちゃうでしょ？　鼻にソースまで付けるなんて、ティオはまだまだ子供なんだから」


どこか優越感が溢れた上から目線。ここぞとばかりのお姉さんアピールだが、頬に付いている食べカスが色々と台無しにしていた。


「ソフィーも付いてるけどね」


「え!?　嘘!?」


「ほら、こっちを向いてください」


先ほどティオにしたのと同じように、ソフィーの頬を優しく拭う。当の本人はティオと違ってされるがままではなく、羞恥に染まった顔で渋々といった様子だったが、抵抗する様子はなくシャーリィに身を委ねている。


「うぅ……やっちゃったよぉ……今の私、すっごく恥ずかしい子じゃなかった？」


「大丈夫。何事も失敗は付き物。肝心なのは、失敗を繰り返さない事だと思う」


「むー……また妙に大物感のある事を─っ！」


周囲の喧騒から隔絶された結界の中で、母娘三人は穏やかに花と川を目で楽しみながら、時に騒がしく、時に穏やかなやり取りをしながら時を過ごしていく。


こんな時間を何時までも過ごしていたいと思うのは、きっとシャーリィの我儘だろう。何事も変わらない物などありはしないのだ。


ならばせめて、いつか遠い日に思い出せるようにと記憶深くに刻み込んでいく。確かにあった、何物にも代えがたいこの時間を忘れないように。


「そういえば知ってる？　降ってくる花木の花弁を空中で掴むと、小さな願い事が叶うんだって」


「……そうなの？」


それは魔術的には何の信憑性のない、いわゆるジンクスの類だ。恐らく学校か、ギルドの一部辺りで流行っているのだろう。シャーリィから言わせればやる必要性の感じない、無意味な行動でもある。


「よい、しょっ！……って、あれ？　もしかしてこれ……結構、難しい……!?」


「むぅ……あともうちょっとで掴めそうなんだけどな」


しかしそれをこの場で指摘するのは野暮だろう。ジンクス結構、今は遊びが大いに許される時間だ。


しかし僅かな空気の流れで大きく軌道がずれる花弁を取るのは、相応の苦労があるのだろう。ベンチから立ち上がり、舞い落ちる花弁を掴もうと飛び跳ねたり、上を向いてフラフラと歩きまわる愛娘たちを微笑ましそうに眺めるシャーリィの眼前を、一枚の薄桃色の花弁が横切った。


「……ふむ」


その行動に、意味はない。ただ何となく、シャーリィは舞い落ちる花弁を指二本で摘まんでみせた。


何かの力を発揮することのない、ほんの僅かな魔力の残滓が宿っただけの花弁。しかし、もしも本当に小さな願いを叶える力があるというのなら────


（……どうか家族三人、ずっと共に過ごせますよう────）


それは、狂おしいまでに純粋な、一度は全てを失った女の願い。

            





娘たちの行く先


魔術的効果が付加された武器────総称、魔武器のメンテナンスにはそれ相応の知識と技術を要する。


柄を外して血脂を洗い落とす程度ならば、普通の冒険者でも可能だろう。しかし、一点の刃毀はこぼれも見逃さない観察眼や切れ味を復元する研ぎ、武器の歪みの修正は鍛冶職人の領域。


ましてや魔鉱という希少金属の扱いや魔術知識までもが必要とされる魔武器のメンテナンスを可能とする鍛冶職人など、ドワーフ族を置いて他に居ないとされるほどだ。


「メンテナンスが終わったと聞いて来たのですが……私の愛刀は何処に？」


「おう、持っていけ」


シャーリィの問いかけに応えた胸を覆い隠すほどの立派な髭ひげを蓄えたドワーフ……辺境の鍛冶屋を取り仕切るディムロスは手に持つ剣身から目を離さず、ぶっきらぼうに答えながら壁に立てかけてある、それぞれ蒼と紅の刀身を持つ二振りの直刀を指差した。


かつて存在し、今では何時の頃かも分からぬ遠い昔。神代と呼ばれたその時代に君臨した暴君が治めた国の首都を支えた二本の柱、その原型から掘り出し生み出されたという一対の魔剣であり、辺境を竜王より守護したシャーリィが振るった《白の剣鬼》の愛刀は、鋼とは明らかに違う宝石じみた輝きを放っていた。


それぞれ国の守護を意味する《蒼の国壁イガリマ》、国の権威を象徴する《紅の神殿城シュルシャガナ》という銘を与えられた二刀を軽く振って感覚を確かめると、シャーリィは満足げに愛刀を異空間へ収納した。


「まったく、毎度毎度面倒な魔武器の手入ればっかり持ち込みやがって……おかげで他の作業をしている暇がねぇじゃねぇか」


「その分お金を支払っているのですからいいではないですか」


「だからそういう事じゃねぇんだよ！　分かれよ、作り手の浪漫ろまんをよ！」


鍛冶職人として上を目指すのなら、付加魔術は必須技能だ。昨今、〝武器が壊れない〟という性能のエンチャントが一般的となりつつある魔武器のメンテナンスには、まずその手の性能の取り外しと、終わった後の再エンチャントが必要となる。


それが出来て初めて魔武器の手入れが出来るのだが、中には複数の能力が付加された魔武器も存在し、研とぎや修正中にその能力に影響を与えないようにするという繊細な仕事が待っている。


ようは、武器としても魔術的な意味としても優秀な魔武器であるほどメンテナンスが難しく、それに応じて時間が掛かるのだ。


おかげでディムロスや他の鍛冶職人たちは新作の武器の制作を放り出して、延々とメンテナンスを繰り返していた。


武器は一度使えば逐一な手入れが必要なものだ。それは例え不壊の力を宿した魔武器であっても同じこと。


もし万が一、メンテナンスを怠って次の冒険に出て魔物と戦うその時、武器に不調が出てしまえば笑い話にもならない。


先の竜王戦役では大勢の冒険者たちが駆り出され、その分一斉にメンテナンスの仕事が殺到した鍛冶職人たちは、ディムロスのようなタフな職人などの極一部を除いて全員が部屋の隅で毛布に包まって鼾いびきをかいている。


「大体だなぁ、ただでさえオリハルコンとヒヒイロカネ製の武器は不壊のエンチャント要らずって言われるくれぇ頑丈だってのに、その上で更に不壊のエンチャントを施せなんて、仕事を増やしやがってよぉ」


通常、魔鉱と言うものは軽さと強度、魔力との親和性を兼ね備えたミスリルが一般的だが、世の中にはただでさえ希少なミスリルよりも更に希少……伝説に語り継がれる武器に使用される魔鉱が存在する。


強度を維持したまま、重量や形を自在に変える事が出来るという神珍鐵しんちんてつに、形の無いエネルギーを吸収するヒヒイロカネといった、ミスリルや鋼以上の強度を誇りながら特殊な性質を併せ持つ鉱石より造られた武器や防具は、手入れをするにしても、新しく作り出すにしても、超一流の職人でなければならない。


よって、この辺境でイガリマとシュルシャガナのメンテナンスや強化が出来るのは、必然的に街に一番の職人であるディムロスだけなのだ。


「もしもの時の為です。不備は無い事に越したことはありませんし、壊れないとも限らないではありませんか」


「んな事は分かってらぁ。俺が言いてぇのは、もっと大事に扱えってことだ。同じ武器で一日中ドラゴンと戦うなんて、幾ら武器が良くても潰れちまうぞ？」


付加魔術とて、万能ではない。敵の中にはエンチャントを解除する事が出来る者も居るのだ。


知恵ある怪物ならばそれが出来てもおかしくはない。シャーリィが戦ったベオウルフは高位のドラゴンには珍しく知性を失っていたが、他の竜王が相手ならば冒険者たちの被害はより甚大だった可能性もあり得る。


（やはり私も、まだまだ未熟ですね）


今度は災害をただ斬り裂くのではなく、二次被害が出ない斬撃を練習してみようと、冗談ではなく本気で考えるシャーリィ。


「それで……ティオは其処で何をしているのですか？」


「……バレたか」


やや癖のある髪を揺らしながら、少しだけ後ろめたそうに物陰からひょっこりと顔を出した愛娘の片割れに、シャーリィは溜息交じりに近づく。


当然の話ではあるが、普段は仲のいい姉妹であるソフィーとティオでも四六時中共に行動している訳ではない。


最近の彼女がこうして一人で出歩く時は、大抵冒険者が頻繁に行き来する場所であることを（遠くから観察して）知ったシャーリィは正直複雑な気持ちだ。


「ここは貴女に関係のある物は置いていませんし、仮にあったとしても貴女の所持金で買える品では無いと思いますが？」


壁や棚に飾られた、冒険者としては一般的な……一般人からすれば高額な武器や防具の類を見渡す。それでもティオは全く気にした素振りを見せなかった。


「ん。……でも見るだけならタダだし」


「まぁ確かにそうですが……ウインドウショッピングなら雑貨屋や装飾品店があると思いますが？」


「？」


素で首を傾げるティオ。どうやら年頃の少女らしい小物やアクセサリーにはまるで興味を示していないらしい。


代わりに興味を示すのは無骨な鍛冶屋に怪しげな道具屋。男の子ならそれでも良いかも知れないが、十歳にもなる娘がそれで良いのかと頭を抱えたくなる。


（このまま冒険者になりたいと言い出したらどうしましょう……？）


シャーリィが竜王を討伐してからと言うものの、ティオが冒険者と言う存在に憧れを抱き始めたのは良き変化か悪い変化か。


冒険者業は極めて危険かつ過酷だ。怪我で若くして引退ならまだマシな方……最悪の場合、ただ死ぬだけでは済まない場合もある事をシャーリィは知っている。


そう言った危険は、シャーリィたち母娘が住んでいる冒険者用の宿、タオレ荘在住の冒険者からの武勇伝を幼い頃から目を輝かせて聞いているティオなら知識として知っているはずだが、それでもその道を進みたくなる何かが冒険にはあるのか。


……非常に遺憾ながら、最近になってシャーリィもその事に反論できなくなっていた。


「それに、興味があるのはわたしだけじゃないし」


「っ！」


「あれ？　ママにティオ？」


それは数多の戦いで培われた第六感。その派生である母として娘の存在を捉えるセンサーが反応した先には、何故か普通に鍛冶屋に入ってきたソフィーの姿があった。


「ソフィー……やっぱり貴女までですか」


「ん。最近は魔術用の杖に興味があるっぽい」


「ちょっとティオ……!?　一応秘密って言ったじゃない!?」


「でも、もうバレてるし」


そして、もう一人の愛娘もまた然り。双子だから似たのか、おおよそ何処へ行っても優等生としての評価を与えられるソフィーもまた、冒険者への憧れがあることが最近となって如実に表れている。


ティオだけに限らず、ソフィーもまた冒険者たちの武勇を絵本代わりに育ってきた。故に、幾ら品行方正なソフィーも荒くれの多い冒険者ギルドに変な理想を寄せているかもしれない。


実際は無頼と変人の寄り合い所のような場所なのだが、それを言ったら自分まで無頼変人であると娘たちの中で一括りにされてしまいそうなので、口にはしたくないが。


「あのですね、二人とも。一応言っておきますが、冒険者と言うのはそう簡単になる事を決められる職業でもなければ、憧れるほど格好良いかと問われれば首を傾げざるを得ないと言いますか」


それでも諫いさめる言葉を掛けるのが母の務め。評価が下がっても取り返しのつかないことになる前に注意喚起に警告を呼びかけなければ死んでも死にきれない。


「うーん……確かにママの言いたいことは分かるよ？」


しかし、愛娘たちは母の言い分をあっけらかんに認める。


「だって、宿に居る冒険者も酔い潰れてたり小さなことで喧嘩してたりするし」


「この間の宴会騒ぎでも服脱いで踊り始めようとしてたら女の冒険者に殴られてたしね」


「あぁ……」


実際に冒険者と娘の会話に入ったことが無い不愛想なシャーリィは失念していたが、冒険者は良くも悪くも無駄に飾らない。


酒に酔う姿や喧嘩する姿を隠さないし、宴ともなれば男女問わず酒に酔って騒ぎ立てる親父衆と大差が無くなるのだ。


（とりあえず、娘の前で服を脱ごうとした変質者は必ず見つけ出して始末します）


心にそう決めたシャーリィ。


「それに実感はまだないけど、冒険者が危険だっていうのは分かってるつもり」


「ではなぜ？　少なくとも、街で働いている方がよっぽど安全だという事も分かるはずですが」


娘たちと視線の高さを合わせて問いかける母に、ソフィーとティオは幼いなりに真剣な眼差しで返した。


「だって……」


「……ん」


どこか恥ずかしそうに、少し言い難そうにしながらも彼女たちは答える。


「冒険者の人たちに、街の外には信じられないくらい綺麗な光景が数えきれないくらいあるって聞いて……そういうのをママと一緒に見れたら楽しいだろうなって思ったんだもん」


「う……っ」


思わずグラッときた。遥か南西に広がる砂漠の宝石の如き輝きを放つ泉を擁したオアシスに、天から地まで垂れる巨大な蔓つたを登った先にある雲上の廃都、更には神代の神官たちが作り出した水晶や宝石のみで構成された寺院など、遥か古から現代まで伝わる星や人の神秘の感動を共に味わいたいと言われ、その光景を想像すると思わず意思が揺れた。


「それにわたしも……お母さんみたいな強くてカッコいい冒険者になりたい」


「うぅっ……！」


再びグララッときた。子の憧れを受けて喜ばない親などいない。それが親バカであれば尚の事。


シャーリィは表情には出さず、内心で娘の安全やら将来やらとの間でうーとか、あーとか、悶えながら葛藤を繰り返し、照れて赤くなった顔を片手で隠しながら盛大な溜息を吐いた。


「……正直、私は貴女たちが冒険者になる事は反対です。願望だけで成立するほど甘い世界ではありませんから」


ですが……と、シャーリィは続ける。


「二人が成人を迎えた後……私に冒険者になる事を認めさせるだけの何かを示す事が出来れば、私も先達として貴女たちを全力で応援しましょう」


それが娘の夢に対するシャーリィの最大限の譲歩。命を懸ける場へ飛び込みたいというのなら、母が用意した壁を越えて行けと言うと、ソフィーとティオは一斉に顔を輝かせた。


「ホントに!?　良いの!?」


「げ、現状では勿論認めていません。ですから、成人までは決して魔物と戦うなどの無茶はしないように」


「……でも、認めさせるって何をすればいいの？」


「それは自分で考えてください。それもまた課題の一つです」


力でも、知識でも何でもいい。危険極まる冒険者業を死なずに続けられるだけの素質をシャーリィに証明する事が出来れば親として、冒険者として認めても良いと考える。


「ただし、私の同行も無しに鍛冶屋に入るのは禁止です」


「「えぇーっ」」


「これだけは譲りません。もしも武器が倒れて怪我をしたらどうするのですか」


それでもやっぱりソフィーとティオはまだまだ子供だ。諫いさめるべきところはしっかりと諫めなくてはならない。


「じゃあ今はお母さんが居るから見て行っても良い？」


「今から仕事なら諦めるけど……」


「……いえ、今日はもう依頼に行ってきた後なので問題はありません」


言うや否や武器を手に取る愛娘たち。なんだかんだ言っても冒険者の子供なのか、陳列棚に並ぶ玩具ではなく武器や防具ではしゃぐのは正直どうかと思うが、もし彼女たちが口にした願いが叶うと思えば不思議と悪い気はしない。


実際に武器を手にして、将来の自分の姿を想像しているソフィーとティオの姿を見て、不意にカナリアの言葉を思い出す。


────まずは冒険を楽しめよ、小娘。


娘たちと母娘水入らずの冒険や出会いは、なるほど確かに楽しいものだろう。


取る次代の旗手たち、未来そのものと言っても過言ではない子供たちの行く先はシャーリィの眼を以てしても視れないが……もしそうなれば、シャーリィは娘たちの為を想い大きな壁として立ちはだかる事になる。


果たして彼女たちに《白の剣鬼》を超える力が有るか否か、それを試す時は着実に近づこうとしていた。

            





呪詛じゅそ返し・斬


帝国帝都、皇室が居を構え政治の中心でもある巨大な城の一角で、皇帝アルベルトは典型的な魔術師用のローブで顔と手以外を覆い隠した男性と対面していた。


「それで、魔術の方の仕上がりは？」


「はい。問題なく。これでいつでも皇女殿下たちを誘導できます」


石床に描かれた魔法陣とその上に置かれた儀式用の媒介の前に立つ男は皇室お抱え……有り体に言えば宮廷魔術師だ。


皇帝からの要請を受け、それに見合う術で実行する表向きは城仕えの花形……言い方を変えれば裏で汚れ仕事をこなす人員である。


「真正面から行っても良いが、皇帝自ら迎えに行く必要はないし、わざわざ王国に対して入国許可を取るのも面倒だ」


「ええ、そうですね。とりあえず、指定された場所まで行くように暗示を掛ければいいのですよね？」


「そうだね」


とても血の繋がった実の娘を迎えようとする者の言葉とは思えないが、指摘して反感を買うのも馬鹿らしいと、宮廷魔術師は適当に肯定しておいた。


先帝の時代には王国との交流があったのだが、アルベルトの代になって暴政に継ぐ暴政と、四年に一度開かれる大陸国家間会談、魔国以外が参加するその席で、皇帝になってから初めて参加したアルベルトの発言を切っ掛けに緊張状態へと移行することになった。


『所詮は我が国よりも国土の狭い弱小国だろうに』


それは現在の会談を取り仕切る王国に対しての言葉。


本人からすれば聞こえない程度の声のつもりだったが、《黒獅子王》の耳はしかと侮蔑を捉えていた。


それが決定打となって最悪な雰囲気のまま会談は終了し、交易は途絶えてしまった両国間で、現在互いの国の貴族や政府関係者の入国は厳しく規制されるようになっている。


しかし、今の大陸では国土を覆うほどの探知魔術は開発されておらず、国土内に存在する他国の人間を発見するだけの人員が居ない現状、正規のルートを通らずに野道を通って他国へ渡ることがバレない犯罪と化しているのだ。


実際、他国から逃げる形で隣国へ渡り、そのままその国の住民になる事も珍しくはない。　


「私の娘を帝国へ連れて行く人員は既に向かわせてある。後は魔術による遠隔暗示で回収地点まで誘導してしまえばこっちのものだ」


「一度干渉してしまえば、余程のことが無い限り私以外には解けません。例の冒険者は竜王を倒したなどと言う眉唾物の噂がありますが、所詮は下賤げせんな冒険者……それも剣士です。崇高な魔術によるものを、どうやって剣で斬れるでしょうか」


「そうだね。しかし今回の仕事は皇位継承者二名を帝国へ連れて行くというもの。失敗は許されないよ？」


明らかに見下し、鼻で嗤いながら宮廷魔術師は宣う。所詮は高度な知識も持たずに剣などという原始的な武器で戦う低能な連中。


冒険者に限らず、近接兵士にも同じような理由で見下す宮廷魔術師は、用意された報酬を思い浮かべてほくそ笑む。


どうせなら、娘を奪い返しに来るであろう母親を捕らえて自分のものにするのも良いかも知れない。


情報によれば、この世のものとは思えないほどの美貌と男好きする肉体の持ち主だというし、自分好みに調教して奴隷に出来るかと思うと熱い滾たぎりが湧いてくる。


「それでは始めますよ。────《遠隔・補足》」


自らに暗示をかける詠唱と共に魔法陣が輝き出す。平穏に暮らす母娘を脅かす魔の手が、今まさに伸ばされようとしていた。










辺境の街にある冒険者ギルド、その敷地内の広場では、暇な冒険者たちによる賑わいを見せていた。


普段ならばソレは訓練時の叫びや怒声が常ではあるが、今日に限っては歓声が混じっている。


的を用意して矢を射て、投石紐スリングを振り回す冒険者も居れば、実戦形式の訓練に励むパーティに目も向けず、広場を遠巻きに眺める冒険者たちの視線の先には、盾とメイスを構えた茶髪の魔術騎士である少年冒険者と、木剣を片手に持つ白い女剣士の姿があった。


「それでは、そちらからどうぞ」


「は、はい！」


悠然と構えるシャーリィを前にして汗が止まらない少年冒険者────カイルは、先の竜王戦役で買い替えた装備を纏い、盾を前面に出しながら隙を窺うようににじり寄る。


実際のところ、カイルに武人の隙を窺うほどの技量はない。しかし、ただ闇雲に突っ込めば瞬く間に有効打を食らうのは目に見えている。


少なくともこれは訓練、最初は好きに攻撃させるだろうが、無様な姿は晒したくはない思春期男子は、とにかく慎重に期す。


（まぁ、無様な姿を晒したくないのは向こうも同じかもしれないけど）


視線をシャーリィから外さず、訓練を見学するソフィーとティオの事を意識する。


元々彼女たちの暮らす宿屋で可愛がられていたようだが、先日の宴会以降冒険者ギルドでも可愛がられるようになった愛らしい少女たちの前で、母親の威厳を保ちたいというのは何となく理解できる。


（それでも一本取るくらいは────！）


目標とする冒険者との模擬戦を前に気が高揚するのを自覚したカイルは、一足でシャーリィをメイスの間合いに入れられるまで距離を縮めると、重心を置いた右足の筋肉を炸裂させた。


「せぇぇえいっ!!」


跳びかかりながら右手に持つメイスを振り下ろす。模擬戦とはいえ痛いでは済まない勢いを乗せた一撃は、岩に受け流される流水の様にシャーリィの僅か数センチ隣に振り下ろされた。


「あ、あれ!?」


その後何度もメイスを振るうが、シャーリィの軽やかな足取りは、まるで風に舞う木の葉を殴るような錯覚を覚えるほど手応えを感じない。


「…………」


「うわあっ!?」


命中する軌道を辿っていたはずのメイスが外れて動揺した所を狙う、緩やかな木剣による一撃を何とか盾で防ぐ。


神速ともいえる連続剣や常軌を逸脱した体捌たいさばきを得意とするシャーリィだが、今はカイルでもギリギリ対応できる速度……それを徐々に速度を上げていく。


「ぬっ……う、ああ……！　っとと！」


一合、二合と緩やかだが流れるような木剣は、カイルの眼には元から二本あるかのような剣速で振るわれる。


今は理屈ではなく直感で何とか対応しているが、このままでは押し切られるのが目に見えている……そう感じていると、とある事に気が付いた。


（あれって……隙って奴だよね？）


時折剣戟けんげきに間が開き、脇が開いている。これはひょっとして、今この瞬間にメイスを振るえば当たるのでは？


そう思って右手に力を込めるのだが、どういう訳だか躊躇ちゅうちょしてしまうカイル。その肉体の急停止が致命的となり、シャーリィは溜息交じりにカイルの足を払った。


「あいでっ!?」


「まったく……貴方は」


横向きに転がされた新米冒険者の首筋に木剣を突き付ける。周囲から「おお……っ！」という、短い歓声が上がった。


「折角隙を見せたというのに、今打ち込むことを躊躇したでしょう？」


「そ、それは……はい。ていうか、今の隙ワザとだったんですか!?」


人同士の戦いとなると、相手にワザと隙を見せつけて攻め手を誘導させる技は数多く存在する。


今回はカイルが躊躇したおかげで引っかからなかったようにも見えるが、今回の訓練の趣旨を考えるにそれは赤点であると言わざるを得ないだろう。


「冒険者は人を相手にすることも多いですが、それよりも圧倒的に多いのは魔物です。体の作りが根源的に違う魔物に対して、対人用の技は一切通用しません。必要となるのは、相手の体の作りから動きを推察することと、僅かな隙を見逃さずに一撃を叩き込むことです」


対人での致命の一撃……心臓を貫こうと胸を刺しても、そもそも心臓が胸に存在しない魔物も多いし、体力に関しても魔物の方が多い。


理想は一撃一殺。長期戦になればなるほど相手が有利なら、攻撃の機会は見逃してはならないのだ。


「それに最初の一撃を見た時から思っていたのですが、模擬戦とはいえ相手が人間だからと攻撃を躊躇しましたか？　それはいけません、殺し合いの場でそのような事を言っていれば、真っ先に死ぬのはカイルさん、貴方です」


「いや、それもあるんですけど……どちらかと言うと……えぇっと」


「？」


貴女を傷つけたくない……そんな感情が湧き上がってくる。


思い返してみれば言われた通りの事もあるにはあるのだが、どちらかと言えばシャーリィをメイスで殴るという事に対する抵抗の方が強かったりする。


もっとも、そんなカッコいいことを宣えるほどの実力はありはしないのだが。現状の実力差を考えれば、言うべき立場が逆である。


それでも何時か言える様になったらいいなぁ……などと夢想しているカイルに、シャーリィは首を傾げた。


「とにかく……対人戦は人に馴れることからですね。盗賊や外道魔術師を相手にする時、そのような事を言っていては命が幾つあっても足りませんから。……アステリオスさん、そちらはどうですか？」


「ふむ……まだまだ課題は多いですな」


首からＡランク冒険者を証明する銀の認識票を下げ、戦斧を担いだ牛頭の亜人ミノタウロスのアステリオスは、疲労困憊ひろうこんぱいで倒れる新米冒険者二人の前で息も切らさずに答える。


「今日は女神の機嫌がよろしい快晴ですが、この子らの行く末は無明ですな」


若者の未来に光明あれと、両手を合わせて天へと祈るミノタウロスは、身に纏う法衣と首から認識票と共に下げている、天の女神の紋章が刻まれた小さな鐘を見ればわかるように僧兵でもある。


「も、もう無理……！　矢が無くなったら弓兵何もできないから……！」


「これって訓練だよな……？　詠唱させる暇も与えねぇって」


「実戦形式の訓練ですな。簡単な魔術にも詠唱を要するのなら勿論中断させるように動きますとも」


そんな神に仕える冒険者に散々扱かれているのは、鮮やかな栗色の髪と円らな金色の瞳を持つホビット族と見紛う程小柄なハーフエルフの美少女、魔術弓兵のレイア。


もう一人は中肉中背といった体つきをした黒髪黒目という、この辺りでは珍しい色の人間は動きやすさ重視の為か、最低限の防具を纏った軽装と腰に大きめの道具袋とナイフを下げた少年、斥候のクードだ。


「大体……！　あんたがちゃんと前に出ないから、後衛のアタシが苦労するんじゃん……！」


「うっせー……！　俺だって戦闘中は基本的に後衛なんだぞ。無茶言ってんじゃねぇ……！」


「ほう、お二方はまだまだ余力がある様子。それでは訓練の再開といきましょうぞ」


「私たちも再開しますよ。さぁ、構えてください」


「は、はいぃ！」


息も絶え絶えといった体のクードとレイアの訓練再開と共に、カイルは再びシャーリィへと間合いを詰めた。


竜王戦役の少し前に、古竜討伐の際に同行したカイルを含めた三人のＥランク冒険者にアステリオスとシャーリィを入れた五人で訓練や冒険に行く機会が増えたのはつい最近の事で、シャーリィが他の冒険者の訓練に度々付き合うようになったのも同じ時期だ。


最近となっては来年に建設される訓練所の教官と言うのにも興味が湧いてきたが、その分娘と共に過ごす時間が減りはしないかというジレンマにシャーリィは悩まされていた。


「それでは今日はここまでと致しましょう」


「明日動くのが辛いようなら、無理して冒険には出ない様に」


汗一つ掻かずに地面に倒れる新米冒険者三人に背を向けるシャーリィとアステリオス。あの様子だとカイルたちはまた青銅の認識票をぶら下げながらうーとか、あーとか呻きながらアンデッドのように帰っていくことだろう。


「あ、ママ！」


「終わった？」


「はい、たった今。退屈ではありませんでしたか？」


ギルドでの用事が済み、広場に居るシャーリィの元へと駆け寄ってきたソフィーとティオの頭を優しく撫でる。


「ん。見てて楽しかった」


「そうですか」


「それじゃあ、早く帰ろ！　今日はシチューだよね？」


「そんなに急かさなくても、材料なら既に買ってありま────」


その時、誰がどう見ても平穏な光景に黒い靄もやのようなものが向かって来ているのをシャーリィだけが視えていた。


それはこの場に居る他の冒険者に気付かせずに、ソフィーとティオに覆い被さろうとして────


「……ッ」


一瞬にして断ち斬られ、霧散する。


空想錬金術による剣の限定創造から、呪いや概念に力の根源と姿形無き物全てを断つ《白の剣鬼》の絶技、出現させた剣を消すという三工程を神速ともいえる速さでやってのけた事に気付いた者はこの場には居なかった。


「ママ？　どうかしたの？」


「……いいえ、何でもありませんよ」


問題が起きたと、シャーリィは内心で舌打ちをする。


今の黒い靄のようなものは、シャーリィの〝全て〟を視る異能によって彼女の視界に映し出された魔術だった。　


本来不可視のソレが呪いなのか暗示なのかは分からないが、問題はその狙いは間違いなくソフィーとティオの二人だったという事。


（一体何処の誰が……！）


愛娘が生まれてから久しく忘れていた憎悪をシャーリィが自覚する。


《白の剣鬼》は今、その恐るべき異名を表そうとしていた。










一方、帝国帝都の城。宮廷魔術師の研究室では、鮮血が真っ赤な花のようにあたりを汚していた。


「ぎ、ぎゃあああああああああああああああああああああああっ！？！？」


「お、おい!?　どうしたというんだ!?」


突如、腰から肩の袈裟懸けさがけに深く鋭い傷を負った宮廷魔術師は断末魔の悲鳴を上げて絶命し、アルベルトは突然の事態に腰を抜かして床に尻を付けたまま後ずさるしかできなかった。


「し、失敗したのか……？　えぇい、使えない奴め！」


死人に鞭むちうつように詰るアルベルト。彼の失敗という言葉は、的を得ているようでいて微妙に得ていなかった。


古来より、呪まじないを術者以外が解除、破却することを呪詛返しと呼ぶが、それの一番恐ろしい点は呪詛が何らかの形で返されればその反動を術者が受けるという点に尽きる。


昏倒するだけならまだマシだが、使用した術によっては全身が四散してもおかしくはないほどの強烈な対魔術手段の一つ。


しかしそれらは全て魔力の逆流によって生じる衝撃によるもので、まかり間違っても斬撃となるものではないのだ。


「まったく、無駄に時間を掛けて失敗とは。次はもっと実力のある魔術師を用意せねば」


そんな異常には一切気付かず、アルベルトは次の人員の補充に掛かる。


彼は気付いてはいなかった。純然たる武技によって破却された魔術を通じて術者に斬撃を飛ばしてきた、理を越えた剣士の存在に。


彼は勝手に見下していた。単独で竜王退治など冒険者ギルドの誇張であると、勝手に決め付けて。


彼は愚かにも知ろうとしなかった。一国を束ねる長として、一体何者の逆鱗げきりんに触れたのかを。

            





《白の剣鬼》からの依頼


「少しの間、私は休暇を取らせてもらいます」


「え？　どうしたんですか突然？」


訓練を終えた後、いきなり受付の前までやってきたシャーリィの言葉にユミナは首を傾げる。


元々冒険者は任意で依頼を受ける為、休暇と言うものは個々人で決めるのだが、有事の際に義務が生じるＡランク以上の冒険者やパーティ要請が頻繁に起こる冒険者は受付嬢などの事務員に一言言っておくのが通例なのでシャーリィの言葉そのものは何らおかしな点は無い。


しかし、五年にもなる付き合いで、シャーリィが何の理由もなく休みを入れる人物ではないという事をよく理解しているユミナは、もしかして、と前置きをして告げる。


「また娘さん関連の行事とかですか？」


「いいえ、行事はありません」


「ならストーキング？」


「貴女は私を何だと思っているのですか？」


親バカと答えようとしたが、シャーリィの何処か深刻気な顔を見て、ユミナも顔を引き締める。


「少し厄介そうなこと事がありまして……それが偶然か必然かを調べる時間がいるんです。ギルドの事務員以外には話せません。確証も無く騒がせるわけにはいきませんから」


先ほどの黒い靄……魔術的干渉を思い出してシャーリィは苦い表情を浮かべる。


他の冒険者には目もくれず、真っすぐにソフィーとティオに向かってきたソレは異能と剣技の合わせ技で断ち切っておいたが、依然脅威であることには変わらない。


シャーリィは魔術を齧かじっただけの剣士で、高度な解呪などや耐呪に関する技術が無い。自分が不在の間に愛娘たちが魔術的干渉を受け、危害を加えられては事だ。


そう考え、そっとユミナに耳打ちをする。


「実は先程、魔術干渉が私の娘たちに向けられていました。元々ギルドを狙ったものかどうかは私にはわかりませんし、楽観的に見ればどこぞの魔術師の失敗とも捉えられます」


「……シャーリィさんは、娘さんが狙われる形で関わっていると？」


「それを調べる為でもありますが……正直、杞憂きゆうであって欲しいですね」


件の魔術が娘を狙ってのものなのかは判然としないが、今傍を離れるのは危険だと判断したシャーリィ。


もし、仮に、ソフィーとティオを狙ってのものならば、術者には相応の報いを与えなければならないと心に決める。


……実際、一人目の術者は報いを受けているんだが、それはシャーリィからすればどうでもいい話だ。


「杞憂であればそれで良し。ですが、ギルドにも魔術干渉対策を呼び掛けてください」


「分かりました。それで、どのくらいのお休みが必要ですか？」


「未定ではありますが、様子見は最長で一週間ほど。次に同じような事が起きれば、私から依頼を出すのでそのつもりで」


そう言い残してソフィーとティオと共にタオレ荘へ戻るシャーリィは人知れず深い溜息を吐いた。


娘と共に前向きな人生を志して早々に襲い掛かる不穏な気配に心底うんざりさせられるが、それを可及的速やかに取り除くのが母の務め。


（せめて失敗で対象を間違えた……などという顛末てんまつなら良いのですが）


他者に害意を向けられるようなことなどしていないと、シャーリィは愛娘たちを信じている。


しかし、害意だけが呪いを筆頭とする魔術干渉を行う動機ではない。中には背筋も凍るような欲望を愛と心底思いこんで実行に移す輩が居てもおかしくは無いのだ。


（せめて杞憂であることを願いましょう）


しかし、非常に残念な事に天空の女神は人の願いを叶える存在ではない。


母の切なる願いは無常にも届かず、二日後にはまた黒い靄が双子に襲い掛かったのだった。










対象である当の本人たちの与り知らぬところで迫る呪いを冷酷な殺意と共に断ち斬ったシャーリィは、ソフィーとティオに道具箱に入っているだけの対魔術レジスト効果を持つ装飾品を持たせた。


「お母さん、いきなりどうしたの？」


「ごめんなさい、二人とも。今日はこれを持って家を出ずに過ごしてください。何が起きているのかは後で説明しますから」


そう言い残してギルドへ直行したシャーリィは、すぐさま依頼書の制作に取り掛かる。


「まさか私自ら冒険者に依頼することになる日が来るとは」


少し前まではそうはせず、自分の力でどうにかしようとしていただろうが、人生とは本当に分からないものだ。


そう自嘲にも似た表情を浮かべるシャーリィだが、使える手段は使うべきだと開き直ると、書き上げた依頼書を受付のユミナの元へともっていく。


「依頼内容はご息女に向けられた魔術的干渉の調査……呪術や暗示に詳しい魔術師を希望で、可能なら術者の調査もして欲しい、と」


「依頼料金はこれで足りますか？」


ズシャッと音を立てる布袋一杯の金銀貨を確認するユミナ。


「えーと、合計で金貨十五枚分ですね。はい、これならＡランク以上……場合によってはＳランクの魔術師を雇えますよ。……ところで、やっぱり例の魔術は娘さんを狙った？」


「……どのような魔術かは分かりかねますが、眼で視た限りの指向性は同じでした。一回目なら偶然もあり得ましたが、二回目になれば必然でしょう」


心底忌々し気に答えるシャーリィ。一体何処の変質者なのか、まだ十歳の少女に対して呪術を掛けようとする輩が居るのかと思うと殺意を覚えざるを得ない。


「こういう時はカナリアを締め上げてでも犯人を見つけ出したいのですが……今彼女は王国には居ないのですね？」


「ええ。秘書をしている従姉妹に耳を引っ張られて、東の海を跨またいだ商国しょうこくに居るそうです」


「ここぞという時に居ませんね」


普段は居ればただただ面倒な性格最悪の妖怪女だが、世界最強の魔術師たらしめるその実力と知識は本物だ。


言う事を聞くかどうかはともかく、彼女がその気になれば術者を見つけ出すばかりか逆に暗示や呪いをかけてシャーリィの前まで連れてくることも容易いだろう。


「報告の手紙は出しましたけど、届くには時間が掛かりますね。通信魔道具も流石に海を跨がれると圏外ですし」


「そうですね……とりあえず、引き受ける冒険者が現れるまでは私も娘の傍を────」


「おや？　珍しいですな、シャーリィ殿が依頼を出すなど」


離れないようにすると言いかけた時、後ろから声を掛けてきたのは、アステリオスが率いる新人育成パーティだった。


「うわ、ホントだ。えぇっと何々？」


「おい、いきなり依頼書を見る奴があるかよ」


横から依頼書を盗み見るレイアにクードが苦言を呈するが、当のシャーリィは構わないとばかりに依頼書をレイアが見やすい向きに変える。


「……え？　何？　娘さんたち狙われてんの？　何で？」


「それが分かれば苦労はしませんが……」


「あれだけの容姿ですからな、質の悪い奴隷商に目を付けられたこともあり得ますな」


「ちょっ、アステリオスさん！」


「構いません。そう言う可能性もあり得るでしょう」


相手の動機が分かれば容疑者はかなり絞り込める。例えばアステリオスが言ったように奴隷商に目を付けられたのなら、国内に潜伏している組織全てを叩き潰せば済む話だ。


あらゆる種族と友好を結ぶ王国において、奴隷と言うのは徹底的に禁じられているので、会敵必殺も認められるだろう。


「まぁ、確かに奴隷商が相手ならむしろギルドから依頼を出したいところなんですが、その可能性は低いかも知れませんね」


「？　なんでだ？」


「ここ最近、王国兵が犯罪組織の一斉検挙を行ってましたから、多分今はどの犯罪者も警戒してるんじゃないかと」


守衛隊を筆頭とする王国直属の治安維持組織は極めて優秀だ。人海戦術による情報収集能力もさることながら、その行動力と迅速さ大陸に轟とどろいており、王国で大きな犯罪を犯した者は《怪盗》以外の全員が牢へ送られている。


「となると、王国もマークしていない単独犯とか、王国兵の能力を侮っている人に限定されてきませんか？」


「あるいは……王国の力が及ばない場所から堂々と干渉しているか、ですね」


「おや？　その物言い、シャーリィ殿には心当たりが？」


シャーリィは首を左右に振る。


「心当たりと言うほどではありません。何一つ確証の無い、嫌な直感が働いただけです」


「？」


「話を戻しますが、依頼を受ける気はありますか？　皆さん四人とも術師ですし、達成できる可能性はあるのではないかと」


依頼書を抓つまみながら問いかけるが、一様に渋い顔をするパーティ。


「吾輩は干渉を防ぐ手立ては幾つも持ち合わせておりますが、それの調査となると畑違いですな。相応の専門知識が必要となりますゆえ、結界術師よりも生粋の魔術師の土俵でしょう」


「ア、アタシも全く全然」


「レジストやその場の戦闘での魔術ならともかく、そんな複雑なもん正直自信がねぇな」


「僕もその手の魔術は……」


皆一様に悔しげな表情を浮かべる。しかしアステリオスの言う通り、今回の依頼は高度な逆探知魔術や専門知識を必要とする魔術師向けの依頼だ。


魔術の専門職と言える者が居ないパーティでは流石に厳しいかと考えていると、アステリオスが手のひらを拳で軽く叩いた。


「そう言えば、吾輩の知り合いにその手の魔術に詳しいものが居りましたな」


「その方は冒険者なのですか？」


「ええ、それもＳランクの冒険者です」


冒険者ランク最上位が話に持ち上がり、Ｅランク三人に戦慄せんりつが走る。


「人呼んで《幻想蝶げんそうちょう》の異名を取る冒険者なのですが、彼女が新人の頃に指導したことがありましてな」


「あぁ、あの北西の街を拠点にしてるという歴代最年少Ｓランクで有名な」


その異名に心当たりがあるシャーリィは、確かに彼女ならこの依頼にはお誂あつらえ向きだろうと考えているが、Ｓランクともなると忙しさに定評がある。


辺境のＡランクの魔術師の予定が開くのを待った方が早いかと悩んでいると、ユミナがおずおずと手を挙げた。


「あのー、その人私の親戚です。おば……じゃなくて、ギルドマスターの直弟子の」


「ということは、《幻想蝶》もカナリアの血族ですか？」


更には最強の魔女の血統という追加情報。これは確実性に関する期待も否応が無しに上昇するが、面倒事は早く済ませたいシャーリィとしてはやっぱり悩む。


「なんでしたら、私から声を掛けましょうか？　私からの伝手になれば少しは優先してくれるかもしれませんし、アステリオスさんさえよければ名前を貸してくれるとより確実です」


「吾輩は構いませんぞ」


「……では、声を掛けてもらっても良いですか？　依頼料なら多少上げても構いませんし」


ユミナは飛び切りの営業スマイルを浮かべると、通信魔道具の元へと小走りで駆け寄った。

            





幻想蝶


七色で構成された女神を象かたどるステンドグラスは陽光を取り入れ、礼拝堂内部を明るく染め上げていた。


魔術の基本原理、自己暗示による現象の改変という古来より伝わる学説には外せない、世界を創造した原初の存在。


原初の一とも呼ばれるその存在を教会が女神と奉るようになったのは、公表されている資料を見るだけでも二千年以上も前の昔。


創造神の存在は信仰を集めるには丁度良かったのか、はたまた本当に原初の一と天空の女神を崇める宗教の開祖が相見えたのか、今となってはそれが事実かどうかも分からない。


そういった失われた現代の未知を探求するのが冒険者、あるいは考古学者と呼ぶようになったが、考古学の為に冒険者になったり、冒険の幅を広げるために考古学を学習する者は少なくない。


何が言いたいのかと言えば、王国北西の街に拠点を置くＳランク冒険者、《幻想蝶》ことグラニアは考古学者であり冒険者、どっちつかずで楽しんでいる一流の魔女だという事である。


「んー、神父様の説法も、学者肌な魔術師の論文も、どちらも的を得ているようで外している気がするわねぇ」


建物の大小の違いはあれど、基本的に王国のどの町にも礼拝堂と言うものがあり、それは北西の街も同じことだ。


多くの信者が女神の教えを伝える神父の言葉に耳を傾ける細やかでありながら厳かな雰囲気を醸し出すミサが終わり、人一人いなくなった静寂に包まれる礼拝堂で、グラニアは悩ましげな声を上げる。


「女神は住む場所の無い魂を哀れみ、大地の化身たる《太歳龍》を生み出した。原初の一は途方もないエネルギーの塊が意思を持ったモノ。ふふふ、いったいどっちが正しいのかしらねぇ」


解析不可能の謎を前に、楽しくて仕方ないとばかりにグラニアは微笑む。


竜王戦役を経て手に入った、討伐こそ叶わなかったものの、未だ謎の多い竜王の折れた角から作られた杖を愛おし気に撫でる彼女は、今非常に機嫌が良かった。


生きた古代遺物とも例えられる古竜、竜王の素材が手に入ったこともさることながら、新しい遺跡の発見に加えて全く未知の言語が記された古い経典の発見。


更にはこれまで入る事が出来なかった水晶と宝石で出来た寺院の奥の間に続く扉の暗号の解読が大きく進み、古のホビット族が暮らしていた街の跡が、南の森の中で見つける事が出来た。


「あぁ、これだから冒険も考古学は止められないわぁ」


浪漫も知的好奇心も同時に満たせる兼業は、双方を愛するグラニアには非常に心地良いもの。傍若無人な生きた先祖に唆されたようにして始めた事だが、今はそれが楽しくて仕方がない。


他の血族たちは好き放題言っているが、グラニアとしては割と《黄金の魔女》に懐いている事を他の者が知れば、一体どれだけ意外そうな顔をされるのか彼女は知らないが、それもグラニアには興味の無い事だ。


「それに……ふふ、もうすぐ面白そうな人との出会いがあるものねぇ」


昔から妹のように可愛がっていた親戚からの通信を思い出し、グラニアは妖艶ようえんに笑う。


冒険者としての恩師であるミノタウロスの推薦もあって引き受けた依頼だが、別にそれが無くても引き受けるような内容だったからだ。


報酬の事ではない、彼女の関心を引いたのは依頼主。冒険者ギルド屈指の剣士でありながらＢランクに留まり、その上でＳランクの証ともいえる異名を持つ女。


《白の剣鬼》と呼ばれる彼女自身にも興味があるが、グラニアの興味を引いたのは伝え聞く剣鬼の愛刀。


今は遥か遠き神代に存在したという大国の首都を支えた二本の柱から削り出したという、考古学的にも非常に価値のある一対の魔剣の存在を知ったのは四年前、まだＡランクに昇格したての頃だった。


「あの時は先を越されたと思って……悔しかったわぁ」


古代バロニアと後世で呼ばれるようになったかの国は、実在を歴学的に証明されておられながら未だ謎が多い。


多くの魔物が巣食う遺跡にあって、他の魔物が寄り付かない怪物の巣となっていた祭場に一対の剣が奉納されていたという話を聞いて駆けつけたのだが、件の怪物は倒され、残されたのは剣が刺さった跡である二つの穴を残す石像のみ。　


「依頼の成果如何いかんでは、追加報酬もあり……ねぇ。なら、それは金貨じゃなくても良い筈」


その言葉を最後に、扉を開かずに礼拝堂から忽然と居なくなるグラニア。参拝者が座る長椅子の角には青い蝶が止まり、吹いて消えた灯の様に掻き消えた。　










辺境の街にはカフェテリアなどという洒落たものは存在しない。学校などの冒険に間接的にも関係しない施設があること自体が珍しいのだ。


武器や防具に道具を売る店、冒険の疲れを慰撫いぶする施設が立ち並ぶ街にある飲食店と言えば、あるとすれば酒とつまみを重点的に売る宴会場のような店ばかりだ。


シャーリィがこの街に来てからの十年近く、外出して紅茶を飲めるのはギルドの応接間のみしか知らない。


Ｓランク冒険者、《幻想蝶》が依頼内容の説明する場所に指名したのは、やはりというべきかギルドの応接間だった。


「ママ……」


「……」


「大丈夫です」


両手に小さなぬくもりを感じる。娘と共々応接間に通されたシャーリィは、不安げに両隣に座る愛娘たちの手を優しく握り返した。


ソフィーとティオには何らかの魔術的干渉を受けそうになっていたことは、既に話してある。


本人たちに直接関係する事なので何時までも黙っていく訳にはいかないし、対策を講じると同時に警戒を促さなければならないのだ。


気を紛らわすかのようにソフィーが紅茶を飲んでいると、応接間の扉を開いてユミナが姿を現した。


「シャーリィさん、冒険者の方をお連れしました。……姉さん、こっち」


「えぇ、ありがとう」　


応接間に入ってきたのは、カナリアとは別のベクトルでシャーリィと対となるかのような雰囲気を持つ一人の美女。


ロングスカートにブラウスという露出の少ない清楚な恰好をしているシャーリィに対し、美女は背中や豊満な胸の谷間、肩を露出し、深いスリットが肉感の良い太腿ふとももをさらけ出す黒を基調とした衣装に魔女特有の鍔つばの広い三角帽子を被った、妖艶さを主張する美しさ。


身長も女性としては高く、長い菫色すみれいろの髪が特徴的な二十前半の女性だが、外見よりも随分達観した雰囲気の持ち主だ、


（……凄い恰好）


（うん、胸とかあんなに出してるし）


「…………」


侮蔑ではなく、普段見ない派手さでありながら不思議と似合う服装に対する率直な感想を抱くティオにソフィーが同調し、シャーリィは見ているこっちまで恥ずかしくなる姿に少しだけ目を逸らす。


「初めまして。私はＳランク冒険者のグラニア……こうしてお会いするのは初めてねぇ、《白の剣鬼》殿」


「ええ、私も《幻想蝶》の話題は聞き及んでいますが……想像していたよりも随分人当たりが良さそうですね」


「ふふ……誉め言葉として受け取っておくわぁ」


続いて双子を一瞥いちべつする。思わずビクリと体を震わせる彼女たちを見て、グラニアは実に微笑ましそうにニコリとした表情を浮かべた。


「そちらの可愛らしいお嬢さんたちも初めまして。貴女たちの事は聞いているわぁ……私の事は気軽にグラニアと呼んでくれていいわよぉ」


「は、初めまして」


「……ども」


シャーリィがグラニアの対応を意外と心の中で留める。あの騒動や混沌を好むカナリアの直弟子にして血族だというからどんな変人かと思っていたが、第一印象では正に良識人と言うべき穏やかさがある。


「うちの婆ばば様が随分面倒を掛けているみたいでごめんなさいねぇ。どうにも見た目が若いと中身も若くなるみたいで」


「いえ、貴女が謝る事ではないので」


見た目が若いと中身も若くなる。その点に関しては人の事が言えないシャーリィは適当に茶を濁したかのような言葉で返した。


人の親として威厳が無くなるので許容しがたい事実だが、老いが無くなると精神年齢が外見年齢に引っ張られるという説は、シャーリィにも見覚えがある。


千歳を超えているカナリアが、極めて質の悪い悪童を連想させるような性格をしているのはこう言ったことも理由の一つかもしれない。


（マーサさんを見ていると、ある一定の年齢に達すれば羞恥心が薄くなってくるようなのですが）


未だに肌の露出や貞操観念を緩めることを完全に認められないシャーリィ。以前の露出過多なウェイトレス服を着るなど、彼女からすれば本来あってはならない事なのだ。


「それにしても……母娘揃って宝石のように綺麗な瞳ねぇ。噂に聞く異能に関係しているのかしらぁ」


「さぁ、それに関しては何とも」


シャーリィが異能に目覚めたのは、まだ胎の中にソフィーとティオが宿っていた時の事だ。


瞳の美しさが異能に影響されるかどうか、そんな調べられてもいない事柄に対して答えを持ち合わせていないが────、


（私の異能が、胎の中に居た二人に何らかの影響を与えていた？）


その可能性までは考慮していなかったシャーリィは、思わず訝いぶかしげに双子を見やる。


「ママ？　どうかしたの？」


「……いえ、何でもありません。それよりも、話を進めましょう」


「そうねぇ、これ以上は雑談だもの」


意味の無い仮説を話して無駄な不安を与える必要はない。そう判断したシャーリィはユミナが淹れた紅茶に口を付けていたグラニアを促す。


「まず、魔術の調査だけれど……ちょっと失礼するわねぇ」


グラニアが両手の人差し指でソフィーとティオの額を軽く押すと、その指が翡翠ひすい色に淡く光る。


恐らくその動作こそが彼女が魔術を発動させるための自己暗示なのだろう。しばらく瞼まぶたを下ろして、暗闇の中で何かを見ていたグラニアは一つ頷いて目を開いた。


「これは……無意識下で行動を強制させる暗示ねぇ。それも結構大掛かりな儀式で遠くの相手に仕掛ける類の」


「今のだけでそんなに分かるの？」


「そうよぉ。元々探知の魔術を私なりにアレンジして、術者の残留思念を探れるようにしたものだけど……貴女の予想通り、この子たちを狙った魔術だわぁ」


本格的な魔術師の診断にシャーリィは形良い眉を歪ませる。当たって欲しくなかった予想が当たってしまい、実に頭が痛い出来事だ。


「術者の居場所は？」


「それに関してはもう一度相手が魔術を仕掛けてこれば調べられるけれど……今まで干渉があった回数は？」


「依頼を出すまでに二回、依頼を出してから一回ですね」


最初に魔術干渉を向けられてから五日、かなり速いペースで術を差し向けられていると言っても過言ではない頻度だ。


「そう……分かったわぁ。それなら、しばらく私もこの街に滞在して干渉対策や調査に当たるわぁ。しばらく近くに住むことにするけど、それで良いかしらぁ？」


「私は構いませんが……」


チラリと双子を見る。


「私は良いよ。私たちの為に来てくれたんだもん」


「わたしも。むしろそっちの方が安心かな」


「ふふふ……素直な子たちねぇ」


グラニアは優しげな眼を娘たちに向ける。シャーリィとしても魔術師が身近に居てくれることはありがたい。


見れば断ち斬ることは出来るが、逆に見えずに剣も届かない場所だとシャーリィ一人では対応しきれないのだ。


「ところで報酬の話だけれどぉ」


「……依頼書通りの額は用意していますし、書いてあった通り追加報酬もありますが、何か不満でも？」


「その追加報酬の事でねぇ」


グラニアは悩ましげな声でシャーリィに耳打ちする。


「金貨は要らない……その代わり、貴女が持つ魔剣全てを見せてほしいわぁ」


それは予想だにしていない事だった。意外な要求にシャーリィは目を丸くしていると、グラニアは楽しそうな忍び笑いをする。


「こう見えて考古学者でもあるもの……骨董品こっとうひんには目が無いのよぉ。特とくに……古代バロニア所縁の魔剣とかねぇ」


一見デメリットの無い要求に見えるが……冒険者にとって手の内を明かすのは共闘相手やパーティメンバーに限られるのが鉄則だ。


竜王戦役で愛刀イガリマとシュルシャガナの能力を大々的に披露したシャーリィだが、それでも全ての能力を見せたわけではない。　


一体どういうつもりなのか、思わず猜疑心さいぎしんが目芽え顔を顰めていると、そんな心情を見透かしたかのようにグラニアは告げる。


「心配しなくても大丈夫よぉ。断っても依頼は遂行するし、追加報酬も金貨で手を打っても良い。……これは追加報酬が決まっていない状況での要求だもの。どのような出会いをしていたとしても、こんなお願いをしていたと思うわぁ」


真っ直ぐにこちらの眼を見るグラニアの言葉に嘘は感じられない。確かに報酬に金貨と明細しなかったのはシャーリィだし、もし万が一この要求を断って手を抜かれるようなことがあっては敵わない。


ならばこちらから誠意を見せるべきだと、シャーリィは機密よりも娘の安全性の引き上げを選ぶ。


「良いでしょう。今この時から、貴女を一時的なパーティメンバーと認識し、私の手の内を必要な分だけ晒します。私が所持する魔剣を見せるのは、信頼関係を築くための必要経費という事で」


「理解があって助かるわぁ。……気難しい人だと聞いていたから断られるかもしれないと思ったのだけれど……貴女って人が良いのねぇ」


ここ十年、聞き覚えの無い誉め言葉にどう反応すればいいのか分からくなる。


手の内を一部見せるという判断を下して一早く信頼関係を築けそうな状況に持ってこれたのは、ひとえに他者との繋がりを深めようと意識し始めたおかげか……少なくとも、悪い気分にはならなかった。

            





殺人怪鳥はあっさりと


雄鹿の頭を持つ奇妙な怪鳥の群れが青銅色の翼を翻ひるがえし、とても鹿とも鳥ともつかない悍おぞましい鳴き声が辺りに響き渡る。


この世は弱肉強食。人であろうと魔物であろうと、弱者を糧として生命を維持するという、人が生まれるよりも遥か古代から連綿と続く理が今なお続いている。


そんな世界で、ペリュトンと言う魔物は極めて特異な生物だ。捕食にせよ闘争にせよ、どのような魔物であっても他に襲い掛かるには相応の理由があるのだが、この殺人怪鳥とも呼ばれる魔物にはそれが一切存在しない。


危険故に未だ研究の最中ではあるが、ペリュトンは理由もなく人を襲う魔物……食人種ではなく殺人種と呼ばれる極めて厄介な害獣だ。


他の動物や魔物を襲って捕食する姿こそ確認されているが、ペリュトンは弱った兎よりも人間を優先して襲い、その死肉を貪る事も無く飛び去って行く。


理由なき殺害は理性と知性を併せ持つからこその蛮行ばんこう。こと相手が人に限り、ペリュトンは本能しか持たない身でありながら理由なき、殺害を行う、人にとっては極めて凶悪な魔物だ。


そして何よりも恐るべき点は、ペリュトンという種が持つ魔術に極めて近い特性にある。鳥影に入れた人に特殊な魔力を放射し、生命活動を停止させてしまうという人類の天敵ともいえるその力は、数多の冒険者や騎士を葬ってきた。


それが群れを成して行動する脅威は推して知るべし。この群れの討伐は、冒険者のランクで言い表せばＳに近いＡランク相当の力が必要不可欠……それも鳥影に入らずに群を殲滅できる飽和攻撃を行える者に限るだろう。


「…………」


「ガアアアアアアアアッ!?」


そんなごく当たり前の戦略を無視して、シャーリィは自身の異名の由来でもある長く白い髪をなびかせながら、天高く舞うペリュトンの首を次々と刎ね飛ばしていく。


一介の剣士の天敵、剣が届かない筈の上空を飛ぶ怪鳥共の更に上を飛び跳ねる様に移動するその異様の正体は、ペリュトンや空想錬金術で次々と生み出した刀剣を足場にした人間離れしたもの。


襲撃者である修羅が人であると知るや否や、鋭利な爪や角で襲い掛かり、上空を取ろうとする怪鳥の体は悉ことごとく剣鬼による理外の技によって一刀両断される。


まるで骨や肉の抵抗など無かったかのような滑らかな断面を露わにするペリュトンの死骸が霰あられのように梅雨前の空から降り注ぐ。


「ギャアアアアアアア!!」


それでも怪鳥の群れは退くことを知らない。生存本能よりも殺人欲求が上回る怪物は雪のような白髪を持つ剣士を殺す為に四方八方から襲い掛かる。


（この魔物……依頼金が高い割には極めて殺やりやすいですね）


しかし、時に冒険者たちを苦しめてきた習性すらも、シャーリィからすれば効率よく仕留める為の都合の良いものに過ぎない。


落下する仮初の実体を持つ刀剣や肉片、まだ生きているペリュトンに、果てには飛び散る風切り羽根すらも足場にする軽やかな跳躍は、さながら舞を踊っているかのよう。


近接戦を挑めば一刀のもとに斬り捨てられ、剣が届かない間合いから上に回り込もうとするペリュトンは百発百中の精度で投擲とうてきされた短剣やレイピアによって喉笛や心臓を貫かれる。


清々しいほどの青空に鮮血が飛び散る惨劇が繰り広げられ、遂に最後の一体の首を斬り飛ばしたシャーリィは、まるで木ノ葉が地面に落ちたかと思わせるような僅かな音と共に着地した。


「ふぅ……これで終わりですね。他にも討ち漏らしが無いかを確認して、早々に帰路につくとしましょう」


さて、現在彼女の愛娘であるソフィーとティオは悪質な魔術師によって命を狙われている状態にある。


ではなぜ彼女が辺境の街から離れた平原の上空で怪鳥の群れなど退治しているのか、時は今日の朝にまで遡さかのぼる。










「タオレ荘？　なんだか不吉な名前ねぇ」


魔術的な干渉を防ぐことと、術者の探索には母娘が住む宿屋を拠点にした方が良いと話し合いで決まり、道案内の途中で宿屋の名前を聞いたグラニアはキョトンとした表情を浮かべた。


「今の経営者の祖父……創設者が付けた名前らしいのですが、その由来までは聞いたことがありませんでしたね」


「あ！　それ私知ってる！」


これまで興味が無かったが、いざ聞かれてみると少し気になったシャーリィ。そんな女性二人の疑問に答えたのは、意外にもソフィーだ。


「なんか冒険者が唯一倒れて休める場所を提供したいからだってマーサさんが言ってた！」


「へぇ、そうなのねぇ」


その言葉を聞いて得心した。冒険の最中に力尽きて倒れることは死を意味する。仮眠こそとれるものの、野営の最中であっても休まることは出来ず、常に警戒体勢を強いられるのだ。


そんな冒険者たちが休息をとるための拠り所、そういう由来があると思うと、ふざけているとしか思えない名前もしっくりとくる。


「ん。後は受け狙いとも言ってた。いつか経営破綻したら笑えるかもだって」


色々台無しにされた気分になった。ブラックジョークにも程がある。


「着きましたよ」


そんな話をしていると、母娘には見慣れた宿屋の前まで来ていた。正面玄関を開けて中に入ると、グラニアは少し興味深そうにを内装を眺める。


「あら……シンプルだけど、清潔で明るい内装ねぇ。気に入ったわぁ」


「おや、そう言ってくれるかい」


客の気配を察したのか、単なる偶然かは不明だが、丁度良く食堂から顔を出したのは恰幅かっぷくの良い茶髪の中年女性……タオレ荘の経営者夫婦の片割れであるマーサだ。


「マーサさん、ただいま！」


「ただいま」


「はい、おかえり。それで、そっちの冒険者はお客さんかい？」


グラニアの首から下げられている、Ｓランク冒険者の証である金の認識票を物珍しそうに見ながらにこやかに接する。


正真正銘、ギルドの頂点に位置する冒険者を前にして平常運転を崩さないのは、冒険者の疲れを癒す宿の女将としての経験の賜物だろう。


「えぇ、しばらくここを拠点にするわぁ。空いている部屋はあるかしら？」


「話はシャーリィから聞いているよ。この子たちが悪質な変態に狙われてんのを救けに来たんだって？」


どこか乱暴で、それでいて不思議と優しく双子の頭に手を置くマーサ。その姿は孫を見守る祖母のようにも見える。


「全く、こんな良い子たちにちょっかい掛けようなんて見下げ果てた輩がいたもんだよ」


「ふふ……愛されてるのねぇ」


「そりゃあそうさ。この子らとは十年近い付き合いだからね、もうあたしの娘や孫みたいなもんでね、今じゃすっかりウチのアイドルだよ」


「うぅ……そう言ってくれるのは嬉しいんだけど」


「ん……いくらなんでも恥ずかしい」


「あらぁ、お婆様なんて言うには若すぎると思うのだけれど？」


「あっはははは！　世辞が上手い子だよ！」


すっかり意気投合した様子のマーサとグラニア。自分の時は心に余裕がなかった為に威嚇いかくするような態度を取っていたことを思い出す。


二十歳の時、始めてタオレ荘を訪れたシャーリィは子供を守る手負いの獣そのもので、手酷く裏切られたせいで誰も信じる事が出来ず、ようやく生まれた我が子にまで危害を加えるのではないかという猜疑心に囚われ、完全な良心で差し伸べられた手を何度も何度も荒々しく跳ね除けてきた。


そんな態度を取り続けて周囲と溝を作っていく中、タオレ荘の経営者夫婦だけは手を差し伸べ続けた。


あまりにも懲りずに向かってくるものだから、遂にシャーリィの方が根負けして娘の身を預けるようになったほどだ。


（そう考えると、周囲には私たちは反抗期の娘に手を焼かされる親みたいに見えたのでしょうか？）


今、こうして他人と縁を結んでいられるのも、マーサたちの影響を受けているからかもしれない。


子が親の影響を強く受けるというのなら、確かにシャーリィはマーサの娘のようなものだろう。


（親と言えば……あの人たちは）


かつて、両親から子とも思われない日々が変わり、本当の父母だと思っても良いと言った人たちがいた。


しかしそれは全て過去の事。上流階級としてのシャーリィは捨てられ、シャーリィもまた彼らを捨てたのだ。


（今更思い出してもどうでもいい事ですね）


一瞬だけ瞳を閉じて、過去の残滓ざんしが通り過ぎるのを待ち、シャーリィは思い耽ふける思考を切り替える。


「あとグラニアさんの宿代なのですが、それはこちらで持たせてもらいます」


「あら、気を使わなくてもいいのよぉ？　懐に余裕がない訳でもないし」


「いえ、こちらは逆に懐に余裕があるものでして」


先の竜王戦役で得た報酬で、この辺境の街の冒険者の懐はかなり温かい。


……ある意味当然と言うべきか、中には宵越よいごしの金と言わんばかりの散財で早くも使い切った者も多いが、シャーリィは娘の為に貯蓄していくタイプだ。


こういう時に最善を尽くせるように貯め込んだ資金。使うならば出し惜しみなく使うべきで、魔術に対応するグラニアにも最善を尽くさせる腹積もりなのだ。


「という訳です。余計な出費や材料等は私も協力するので、貴女は娘たちを本当に、くれぐれも、細心の注意を払って、何があっても守り抜けるように努めてください」


「わ、分かったわぁ。だからちょっと離してくれないかしらぁ？　流石に痛い」


ギリギリと指が食い込みそうな力でグラニアの両肩を握って念を押しまくるシャーリィに、《幻想蝶》と謳われたＳランク冒険者は思わずたじろぐ。


「じゃあ早速だけど、対抗魔術を施す準備をするから部屋に案内させてもらっても良いかしらぁ？」


「あぁ、こっちだよ」


その後、少し遅めの昼食を跨いで儀式の準備を終えたグラニア。経営者からの許可を得て執り行われる魔術儀式、面積の広い紙に数種の実や肉骨粉にくこっぷん、魔物の血で調合されたインクで描かれた魔法陣の上にソフィーとティオを立たせた。


「それじゃあ、始めるよぉ？」


「は、はい」


「ん」


「万が一の時は私が止めますので安心してください」


その脇にはショートソードを握るシャーリィ。異能で魔力の流れを見極め、万が一の際に魔力の流れを遮断して儀式を強制終了させる準備も万端だ。


「ふふ……億が一も無いわよぉ」


手に持つ杖の石突で軽く床を突くと、魔方陣が淡く輝き、生じる魔力が風を生み出して双子の白髪を舞い上がらせる。


発動すれば五秒も掛からない儀式を終えると、ソフィーとティオは揃って自分の手の平を見つめては、拳の握り開きを数回繰り返していた。


「これで終わったの？」


「ええ。後は寝て待つだけ……魔術の干渉を受けると自動的に弾いて、術者の履歴を残す特性の儀式を施したわぁ」


「履歴？」


「呪術に暗示……こと呪いと言うのは、数多の魔術の中でも術者の意思や魔力が残留しやすいもの。私はそれらに対応する魔術が得意分野でねぇ、今回の対抗魔術は防ぐことは勿論、どのような魔術をどのような意思で使ったのかを探知することに特化させてるわぁ」


そう言われてシャーリィは思わず感心する。相手が使った魔術の残留意識を読み取るなど、故人含めた著名な魔術師の中でも誰一人行った者はいない。


グラニアは若くして、魔術を新しい方向からアプローチして実績を残してきた稀代の魔術師の一人。アステリオスが推薦した冒険者は、まさに依頼の内容にピッタリと沿う実力者だった。


「ただ、術者の詳細を調べようとしたら必要になってくる材料もあるから……」


「そこは私も調達しましょう」










一先ず対策が取れ、安心と言うべきなのだが、シャーリィは念には念を入れて寝ずの番をすることに。


最近は愛娘が不安がっているので眠る時は同じ部屋で寝ていることが幸いし、呪いを見逃すことは無い。


「……来ましたか」


そしてその日の深夜、機会は思ったよりも早く訪れた。窓の僅かな隙間から漏れ出るように入ってきた、魔術の干渉を異能で視覚化された黒い靄が寝静まる娘を覆い隠そうとするが、それを光の膜が遮断する。


これも異能で視覚化された対抗魔術だ。黒い靄は光に弾かる度に飛び散り、徐々にその大きさを小さくしていく。


それでも術者の命令に従い、粘着質にもソフィーとティオに襲い掛かろうとした魔術が完全に霧散したのは明け方になってからだ。


「どうかしらぁ？　きちんと防げていたはずだけれど」


「えぇ、一切問題は見られませんでした……って、なんて格好をしているのですか」


豊満な胸やしなやかな肢体したいを隠す薄いネグリジェ姿のままシャーリィたちの部屋を訪れたグラニアに無理矢理上着を着させる。


「これでも着ていてください。最初にあった時から思っていましたが、貴女は少し服装が大胆過ぎます。娘が真似したらどうするんですか」


「あんっ。……乱暴ねぇ」


これくらい普通なのにと呟くグラニアの言葉をバッサリと切り捨てるシャーリィ。こんな所も対極的な二人だ。


「まぁ良いわぁ。それよりも、履歴を調べないとねぇ」


よほど対抗魔術の性能が良かったのか、とても呪いや暗示の類に襲われていたとは思えないほど安らかに眠る双子の額に指を当てる。　


「ふぅん……どうやら三回も失敗して、向こうもそれなりに警戒しているみたいねぇ」


「そうでしょうね。人が寝静まる深夜を狙ってきたのは、今回が初めてです」


「その上魔術の痕跡を残さないようにしたつもりみたいだけど……随分お粗末な隠滅ねぇ。まるでマニュアル通りで創意工夫を感じさせない魔術を使ったみたい」


魔術書通りの魔術は、その多くが対抗策を生み出されている。グラニアが言うにはマニュアルに固執した堅物で杓子定規しゃくしじょうぎな術者らしい。


「さて、履歴は取ったし後は相応の儀式を執り行えば術者の情報は丸裸。その後どうするかは貴女に任せるわぁ」


「無論です」


ここまでしつこくちょっかいをかけられたのだ。相手の所に乗り込んで、あらゆる意味で二度と子に干渉できないようにするのが母の務めだろう。


「相手が使ったのは典型的な暗示の魔術に遠隔用の儀式を組み込んだもの……この手の魔術は対象となる人物の髪や血液が必要になるのだけど、これの入手は簡単よねぇ」


シャーリィたちからすればアパート感覚のタオレ荘だが、その本質は宿屋で一泊客も多い。事前にソフィーとティオが此処に住んでいる事を調べていれば、一泊客を装って髪を入手することも容易いだろう。


「一体何をしたいのかは分からないけど……まぁその話は置いておきましょう。それよりも本題なのは、一体何処の誰が術者なのか」


「儀式に必要なものはありますか？」


「そうねぇ……あらかた揃ってはいるけれど、確実性や精度を上げるにはペリュトンの角が欲しいわねぇ」


この瞬間、殺人怪鳥の群れの末路が決定づけられた。

            





親バカの葛藤かっとう


という事があり、幸か不幸か丁度ペリュトンの群の討伐依頼が出されていたので、冒険者ギルドが有料で貸し出すドラゴン、翼竜の騎乗竜ランギッツに乗って群の目撃情報地点に急行、雲霞うんかの如き怪鳥共を発見するや否やその上空へ回り込み、騎乗竜から飛び降りてあっという間に殲滅させたシャーリィ。


魔力を持つ魔物の肉体は儀式や魔道具の素材として大変重宝される代物で、特に角は最も価値がある部位だ。


古来より角は知恵や権力の象徴として信仰を集めてきた。歴史を紐解き元を辿れば、ドラゴンを筆頭とした角を持つ魔物の多くが、魔力を角に集める生態であることが起源だという。


それはペリュトンも同じことで、人型の生命体を殺める鳥影の魔力、その大本は雄鹿の角にあるのだ。


「さて……三本もあれば良いと言っていましたね」


太く立派な角を三つばかし切り落とし、ロープできつく一纏めにしてから飛竜の背中に乗せて、更に鞍くらに固定する。


「休みも挟みませんが、もう一飛びお願いしますね」


「クワアアアアア！」


昼食代わりに餌の燻製くんせい肉や木の実を与えると、一口で頬張り咀嚼そしゃくした翼竜は嘶いななく。


それを肯定と受け取ったシャーリィは鞍くらに飛び乗り、手綱を引くと、翼竜は冒険者を乗せたまま咆哮ほうこうをあげ、腕代わりの両翼を力強く羽ばたかせて宙に舞う。


天空に吹く風に白い髪が波打ち、地表よりも冷たい風を全身に浴びるが、一刻も早く娘の元へと戻らんとする母にはそんなものは障害にはならない。


（時刻は丁度十二時……このまま何事もなく戻れば夕刻には間に合いますね）


懐から取り出した懐中時計を開く。空を飛んで地上の障害を横断するアドバンテージを持つことから、ギルドが貸し出す騎乗竜の中でも最速の呼び名が高い翼竜だが、ここは辺境からも遠い平原。


幾ら犯人を見つけ出すためとはいえ、あまりソフィーとティオの傍を離れられる状況ではない。


（まして、幾らマーサさんがいるとはいえ、昨日今日会ったばかりの人にも娘を頼むことになるなんて、私も丸くなりましたね）


かつての自分ではありえないことに、この変化を喜んでいいものかどうか戸惑う。


そもそもグラニアを完全に信用している訳ではないし、最悪の場合、シャーリィにとっての敵と密通している可能性もあり得るのだ。


それでも、娘たちが魔術に依って狙われている現状は、剣士であるシャーリィには守ることは出来ても、解決しきれないことでもある。


魔術の問題は魔術師の手を借りるしかない。こんな事になるのなら呪術や暗示に対して勉強しておくべきだったという後悔が去来した。


（私はまだ甘い……こんな甘えた人間の手では、何も守れはしません）


更なる高みへ。全ては娘の為に、今自分にできる最善を手探りで見つけていくしかないのだと、シャーリィは改めて決意した。










「わわっ!?　出来たっ！」


「ふふふ……そう、上手ねぇ。貴女才能あるわよぉ」


「本当!?」


そんな覚悟を決めたシャーリィがタオレ荘に戻ったのは午後十五時。ペリュトンの角を持って部屋に戻ると、ソフィーが何やらグラニアと楽しそうに談笑しているではないか。


思わず隠れて物陰からそっと二人を覗き視ると、ソフィーの手の平には小さな水球が浮かんでいる。


魔術を操る複雑な術式を分かりやすく丁寧に教えるグラニアと、それを忠実に再現していくソフィーは実に仲睦まじく、有り体に言えばその姿は年の離れた姉妹か、あるいは……と想像した時、シャーリィは目に見えて動揺し始めた。


「あ、あわわわわわわ……！」


ヨロヨロと、《白の剣鬼》と謳われた剣豪とは思えない生まれたての小鹿のような足取りで、何故か食堂まで足を進めるシャーリィ。


「ん？　どうしたんだい？」


「っ！……っ!!　っっ!?」


「いや、何言ってんのか分かんないから」


丁度手が空いていたのか、何やら尋常ではない様子で無言で何もない壁……正確には部屋がある場所を指差すシャーリィをマーサが宥なだめる。


「母親としての……母親としての立場の危機が……っ！」


「はぁ？　あんた何言って……あぁ、そういう事か」


得心がいったとばかりに頷くマーサ。


「ただ待つだけなのも暇だからって、グラニアがソフィーに魔術を教えてるだけだよ。そんな目くじらたてる事でもないだろう」


「そんな……魔術の基礎くらいなら私にだって教えられます……！　それを一番初めに……ソフィーの初魔術を私を除け者にして……！」


どうやら一番初めに教えるのが自分でなかったこと、大人の女性という印象を体現するグラニアが教えていたことで母親としての存在意義を揺り動かされたらしい。


元々親の元を離れて勉強をする学校とは訳が違うので、シャーリィの言い分を共感できなくても理解は出来たマーサは、慌てふためく一人の母親を先達として諫める。


「なにそんな事で動揺してんだい。あんただって、ソフィーやティオに魔術を教える気はあまり無かったんだろ？　だからソフィーが他の魔術師に教えてもらっただけじゃないか」


「それは……そうですが……」


魔術に限った話ではなく、元来エネルギーの扱いと言うものは危険が伴うが、長い研究の末に魔力の暴走などの危険性を極限まで無くした訓練用の基礎魔術と言うものが存在する。


コップの中の水を動かしたり、部屋の中で風を吹かせたりと、攻撃性の無い小規模な魔術。本職ではないとはいえ、シャーリィも魔術を操る冒険者だ。


基礎魔術は心得ていたし、教えようと思えば教えることは出来たのだが────。


「……ソフィーもティオも、冒険者になってみたいと言っていました」


「うん」


「ですが二人はまだ子供です。同じ方向にばかり傾倒させて、他の将来を見据える機会を潰してしまうのは勿体ないではないですか」


「そうだね。分かるよ、その気持ちは」


何故か深夜のバーのカウンター席で延々と愚痴を溢す客と絶妙な相槌あいづちを打ちながらアドバイスをしているバーテンダーみたいになっているが、周りから見て下らなくてもシャーリィ本人は割と深刻だ。


命の危険が伴う冒険者よりも、平和な街で平穏に暮らして欲しいと思うのは当然の親心。


以前は根負けして十五歳になってからシャーリィを納得させるだけのものを見せる事が出来れば冒険者になる事を許しても良いとは言ったが、それとこれとは話は別。


幼少期に抱く将来への展望だけではなく、成長してから見えてくる夢も切り捨てないで欲しいとシャーリィは願っていたからこそ、彼女は愛娘たちに剣も魔術も教えて来なかったのだ。


「それでも……いつか教えることになる時があれば、その時は私が教えてあげたかったんです……！」


「そっちが本音かい」


母娘三人の初々しい修行風景とか一人想像して、それも悪くない、それどころか良いとすら思ったのは内緒である。


しかし、それをグラニアに先を越されて、シャーリィが密かに抱いていた願望は木端微塵になってしまった。


誰が悪いという訳でもないのだろうが、この釈然としない気持ちを落ち着かせないと冷静ではいられない親バカは、こうして食堂まで気持ちの整理する時間を取りに来た次第なのだ。


「娘たちの為に出来ることは全てしたいと常日頃から考えていたのに、こういう形で先を越されると母親としての自信が……だからと言って止めに入って嫌われたら私生きていけません……」


「気にしなくてもあんたは十分立派な母親だよ。今回の事は、ソフィーが自主的に魔術を習った。ただそれだけじゃないか」


色んな葛藤があったのだろう。それでも最後には娘の意思を尊重した見た目に伴い精神も若々しい半不死者イモータルの頭を優しく撫でる。　


「それにグラニアだって下手に危険な事は教えてなかったから、こうして食堂まで来たんだろ？」


「…………」


無言の肯定を返すシャーリィ。カナリアの直弟子と聞いて身構えていたが、ユミナやアステリオスが勧める程度には良識がある冒険者であったことには安心したが、こんな想定外のダメージを受けるとは思いもしなかった。


「あ、ママ！　おかえり！」


明らかに機嫌のいい声に俯いていた顔が上がる。満面の笑みを浮かべてシャーリィの元へと駆け寄るソフィーの手には水で満たされたコップが握られていた。


「……えぇ、ただいま戻りました。それでどうしたのです？」


可能な限り何時もの鉄面皮を浮かべるシャーリィ。傍目から見れば凄まじい変わり身だが、内心は娘に情けない姿を見られてはいないかとハラハラしている。それに気づいた様子もなくソフィーは上機嫌のままだ。


「うん、このガラスのコップ戻しに来たんだけど……そうだ！　ちょっと見ててね」


コップをテーブルの上に置き、両手を向けると、ソフィーは小さく呟く。


「《水》……《球体》……えぇっと……《浮遊》……っ」


かなりたどたどしいが、それは紛れもない魔術の詠唱……自己に暗示をかけ、通じて世界の現象を変革させる奇蹟きせきの具現化だ。


独りでに振動し始めた水がゆっくりと浮かび、やがて空中で球体を成してソフィーの手の平の上を漂う。俗に《ウォーターバレット》という、極めれば鉄をも穿うがつ水の弾丸を撃ち出す初級魔術の基本だ。


「出来たっ！　ねぇママ、凄いでしょ!?　グラニアさんに習ったんだ！」


普段は背伸びして大人びた態度を取ろうとするソフィーも興奮を隠し切れないとばかりに、初めて使う魔術を真っ先に母に自慢する。


それはついさっき見た上に、初心者特有の詠唱や暗示にかかる時間の遅さで、無詠唱で刀剣を疑似的に生み出し高速戦闘を得意とするシャーリィには見ていられないほどお粗末な魔術だったが、この輝かんばかりの笑顔を見せられると、不思議とその手がソフィーの頭の上に伸びた。


「えぇ、まだまだ荒いですが、初めてにしてはよく出来ていますよ」


「えへへへ」


柔らかな白髪を撫でられる感触をくすぐったそうにしながら避けようとしないソフィー。


親と言うのは子供が喜ぶ顔を見るとそれで良いと思えてしまえるくらいにチョロいのだと、シャーリィは内心溜息を零すのだった。










「…………」


「んー……何かしらぁ？　そんなに見つめられると作業し辛いのだけどぉ？」


「別に何でもありません」


その日の夜、ペリュトンの角を触媒として術者の検索作業に取り掛かったグラニアの背中を、蒼と紅の二色の眼でジットリとした視線を送るシャーリィ。


やがて葛藤を押し殺すかのように呻うめくと、その重たい口を開いて告げた。


「あの……ありがとうございます。ソフィーがお世話になったようで」


「あぁ、魔術の基礎を教えたことかしらぁ？　気にしなくていいわよぉ、私も暇だったから」


帰って来た時の事はまだ引き摺っているが、それでも娘に指導してくれたことに感謝するのが筋だと、一言礼を述べるシャーリィ。


しかしそんな彼女の心境をからかうかのように、グラニアは形の良い唇の端がつり上がるのを隠すように手で覆うと、ころころと楽しそうに笑った。


「でも貴女、お嬢ちゃんたちに魔術を教える時は自分が教えたかったんじゃないかってくらい可愛がってたから後になってどうしようかと思ったけど、怒られなくてよかったわぁ」


「……ぅっ……！」


「その反応……図星なのねぇ。ふふふ……可愛いわぁ。とても私より年上……三十路とは思えないくらい」


図星を突かれてたじろぐ《白の剣鬼》を見てますます愉快になるグラニア。前言撤回、やっぱり彼女はカナリアの直弟子で血縁なのだと、妙な勘の良さと見え隠れする意地悪っぽさで再認識した。


「……それより、犯人は特定できたのですか？」


「えぇ、これから始まるわぁ。見てて」


露骨に話を逸らした依頼主を追求せず、グラニアは一枚の羊皮紙と指先でつまんだ糸のの先に垂らされた円錐えんすいを見せる。


ペリュトンの角を粉末にし、円錐形に凝縮させたダウジング型の魔道具に、術者の情報を封じたという黒い染みが広がる羊皮紙だ。


グラニアはダウジングを羊皮紙の上のぶら下げると、円錐が淡い光を放ちながら羊皮紙の黒い染みを操っていく。


まるで生きているかのように動くダウジングと黒い染みはやがて文字の形を取り、忌々しい術者の情報をシャーリィの二色の目に映させた。


「術者の名前はグレイス・バーンズ……苗字があるという事は貴族のようだけれどぉ、心当たりは？」


「ありません。……続きは？」


促すと更に揺れ動くダウジングと蠢うごめく染みが次々と情報を露わにしていく。


「歳は二十七、どうやら幾つかの論文を発表している割とマイナーな魔術研究家で、性格は見立て通りのマニュアル人間。身長は百七十センチで体重は五十六キロ。好物は茹で卵付きのモーニングセットで趣味は────」


「そこまで細かな個人情報はいりません。もっと確信的な情報は？」


「せっかちねぇ……どうも男爵家の四男で成人してから五年で独り立ち、以来実家の領内に屋敷を構えて研究に勤しんでいるみたいよぉ。それで娘さんを狙った動機だけれど、個人的なものでは無くて依頼を受けたからみたいねぇ」


シャーリィは思わず眉間に皺を寄せる。術者を捉えたのは良いが、黒幕が別に居たのでは解決には至らないからだ。


「依頼主の正体や目的は不明……でも術者の位置から依頼主の所在もある程度分かるんじゃないかしらぁ？」


「グレイス・バーンズの居場所は？」


「帝国帝都の近郊にある男爵領……その街の一際大きな館の中ねぇ」


帝国帝都。それは術者の所在よりも大きな衝撃をシャーリィに与える情報だった。

            





一方その頃の帝国


皇帝が座する巨城は今、主の機嫌が著しく損なわれていることで緊張状態となっていた。


「どうなっている!?　なぜ一向に娘が暗示にかからないんだっ!?」


苛立ちと共に振られた腕が調度品である壷を叩き落し、ガシャーンッ！　という音と共に破片が飛び散り、控えていた侍女は恐怖で肩を跳ね上げる。


かつての婚約者であった悪女との間に娘が二人も儲けられていた事を知ってから早一ヵ月が経過していた。


緊張状態となっている王国に居る皇位継承者二名を帝国へ連れてくるために、これまで四人の魔術師に遠隔暗示の魔術を依頼したが、最初の三名は呪詛が跳ね返ってきたせいか、その身を切り裂かれて絶命。


四人目は死にはしなかったものの、何らかの方法で防がれて失敗に終わっており、アルベルトは先の四人以上の魔術師を探すことに苦心していた。


「くっ……どいつもこいつも使えない魔術師ばかり……十歳の少女を動かすことも出来ないとは……！」


執務室へ入り、髪を掻きむしって荒々しく椅子に腰かけたアルベルトは、脳裏に愛する妻が即位の時に言ってくれた言葉を反芻はんすうする。


『アルベルト様なら帝国……いいえ、大陸に名を馳はせる名君になれますよ！』


なぜこうも思い通りにいかないのか。自分は大陸最大の国土を誇る帝国の長、歴史に名を轟かす君主となる男の筈なのに。


湧き上がる苛立ちを王国に暮らす母娘に向けるべきか、失敗ばかりする自国の魔術師に向けるべきか、はたまた自分自身に向けるべきなのか、行き場の無いジレンマを無理やり溜息に変えていると、執務室のドアからノックが聞こえてきた。


「入ってくれ」


「失礼します」


入ってきたのは燕尾えんび服に身を包んだ初老の男性。長年皇室に仕えている侍従長だ。


「フィリア殿下が陛下にお会いしたいと仰っておられますが、いかがなさいますか？」


侍従長の言葉にアルベルトは思わず眉を顰ひそめる。


妹姫であるフィリアとアルベルトは同腹の兄妹なのだが、十一年前の一件を機に関係は悪化の一途を辿っており、政治知識を身につけ始めてからは皇帝の政策にまで反論するとんでもない跳ねっ返りに成長した。


「……通してくれ」


「畏かしこまりました」


とはいえ、相手は王国に居る娘を除けばただ一人の肉親。あまり無下にする訳にもいかず、結局は通すことにした。


「失礼します」


幼さを残しながらも凛とした声が執務室に響く。窓から差し込む陽光に煌きらめく金髪と、強い意志を宿した空色の瞳を見て、アルベルトは思わず視線を逸らす。


先帝の娘であり現皇帝の妹、フィリア・ラグドール。アルベルトからすれば実に認めがたいことだが、皇帝である自分や暴走を繰り返す帝国政府よりも強い支持を国民から受ける皇女である。


「お久しぶりですね、陛下。こうしてご尊顔を拝謁するのは半年ぶり程でしょうか？」


「あぁ、君は視察と言って帝国各地を巡っているからね」


とても久方ぶりに再開した兄妹とは思えない口調に、アルベルトは嫌気がさした。


昔は可愛い妹だったが、それが時が経つにつれてアルベルトが苦手な自身よりも優れた能力がある女性へと成長し、無意識にコンプレックスの対象となっていた。


……当のアルベルトはその事を自覚してはいないが、それが兄妹の溝を深める大きな要因でもある。


「ところで、私に何の用かな？」


「それでは単刀直入に。噂で十一年前に帝国を出た姉さ……シャーリィ様が王国在住の冒険者になっており、現在ご息女二人と暮らしていると聞きました」


フィリアは目つきをそのままに、皇帝を責めるような光を目に宿す。


「そのご息女が、陛下と血の繋がりを持っているという事も」


こうしてわざわざ会いに来たことと、その冷たい口調が、皇女はアルベルトがしていることを全て知っていると言外に告げていた。


「何を考えているのですか陛下。緊張状態にある王国の民を……それもよりにもよって、私たちが裏切ったあの方から子を奪おうなどと！　十一年前、あの方が得るはずだった全てを奪っておいて今度はご息女まで！」


「私たちが裏切った？　いいや、違う！　彼女が私を騙し、アリスを虐げたのではないか！」


喧嘩するほど仲が良いでは済まされない、険悪な雰囲気が執務室に広がる。十一年前、シャーリィが帝国から出国する以前は仲が良い兄妹であったと事情を知らぬ者に教えれば、到底信じてはもらえないような光景だ。


「まだそのような世迷言を……！　当時挙げられた罪状を事実とする確たる証拠も無いのによくその様な事が言えますね!?　どうせあの女に唆されただけでしょう!?」


「義理の姉に向かってあの女とは何だ!?　それとも彼女の言葉と涙を嘘だと言うつもりか!?」


「当たり前です！　何が涙ですか。そのようなものは何一つ証拠になりません。それに、皇妃という立場にありながら民も政治も顧みずに放蕩ほうとうの限りを尽くす女性など、〝あの女〟で十分です」


これがアルベルトがフィリアを嫌厭けんえんし始めた最大の理由だ。妹姫は何をどう思っての事か、あの心優しく、政務に心身ともに疲れ果てた自分を癒してくれる、まさに皇妃の鑑かがみともいえるアリスを毛嫌いしている、というのが彼の見解だ。


実際、ことある毎にアリスを排斥するように仕向ける発言を度々口にし、兄妹の溝はただ深まるばかり。


その上、自分を騙した悪女を変わらず慕っているのだから余計にたちが悪い。


「……今はあの女の事などどうでもよいのです。今は皇帝として、王国民に対するこれ以上の魔術干渉を即刻止めてください。たとえ陛下と血が繋がっており、我が国では皇位継承者と扱われようとも、陛下たちがシャーリィ様を勝手に罪人とした以上、彼女たちはもう何の関係も無い一般人です。それにもしこの事がエドワルド陛下の耳に入れば、周辺諸国は帝国を人攫ひとさらいの国と蔑さげすむことになるでしょう」


それは信頼だけの問題ではない。最悪の場合、公国や聖国といった、まだ帝国と交易がある国との物流が止まってしまうという、物質的な被害を含めての忠言だった。


「父親が娘を迎えるのにどうして悪評が広まる？　そもそもたかが国土が狭い弱小国の囀さえずりなど、無視して問題は無いだろう」


「国土の大きさなど関係ありません！」


アルベルトの言葉に頭が痛い思いをしながら、フィリアは必死に言い募る。


「王国は冒険者ギルドの総本山ともいえる国であり、かの《黒獅子王》は大陸史上稀にみる名君。従える軍隊も精強で、公国や聖国も戦争などという発想に至らないほどの強国です。それに対して、帝国は大多数の国民による税で何とか支えられていますが、現在はあの女がやれ夜会だのお洒落だので湯水のように国庫が消費されていて衰退の一途を辿っています。この両国を比べて、まだ王国との関係を悪化させたいのですか？　民を自分自身の体に例える獅子の怒りに触れても良いと？」


「こ、皇室でありながら帝国を侮辱するような発言をするとはどういうつもりだっ!?」


「陛下が現実を見ておられないから事実を告げているのではありませんか！」


的を外した発言を連発する皇帝に、フィリアはついつい口調を荒らげてしまう。かつて尊敬していた女性たちの姿を思い浮かべて、常の落ち着きのある態度を心掛けるようにしていたが、こうも酷いと声も荒らげたくなる。


「とにかく、即刻王国民に対する干渉とこれ以上無駄な散財はお止めください。本当に国と民の事を想うのなら、今は帝国の現状に眼を向けるべきなのです」


「お、王国に居ようと皇位継承権を持つ娘二人だ。アリスも無用な責任に問われているし、諦めるつもりはない。それに君は散財などと言い捨てたが、妃を輝かせて他国の貴賓きひんや国内の貴族に威を知らしめるために必要な事だ」


「お兄様っ!!」


「えぇい、煩い！」


昔の呼び方を口に出して諫めようとするが、アルベルトは乱暴にフィリアの手を払う。


「わ、私は皇帝だ！　大陸の歴史に名を刻む名君となる男だ！　その私の判断が間違いな訳ないだろう!?」


その姿はまるで駄々をこねる子供のよう。諫める言葉も見つからず、ただ呆然とするフィリアにアルベルトは興奮と怒りで血走った眼を向けて、執務室の扉を力強く指差した。


「出ていけっ！　当分君の顔は見たくないっ！」


「……失礼しました」


これ以上は火に油を注ぐようなものだと判断し、フィリアは恭うやうやしく一礼してから皇帝の部屋を後にした。


「……はぁ」


「姫様、大丈夫ですか？」


重い溜息を吐くフィリアに、扉の前で控えていた赤髪の女騎士、ルミリアナが駆け寄る。


「大丈夫、心配しないで」


「その顔色を見て心配するなと言われても無理があります。城は休まらないでしょうし、馬車で宿へ向かいましょう。品の良い部屋を取れましたので」


未だ妹姫にとって敵の多い城内を背筋を伸ばして進む主君の一歩後ろを歩く。嘲笑か侮蔑か、様々な悪意を込めてくる輩をルミリアナが目で威嚇しながら共に馬車に乗り込むと、フィリアは毅然きぜんとした佇まいを崩して、柔らかい背もたれに体を預けた。


「あぁ、もう……！　どうして陛下はいつもああなの？　ご自身がアリス皇妃の傀儡くぐつとなっていることにお気付きになっていないのかな」


「……心中、お察しします。正直なところ、あれは扉越しに様子を窺うだけでも情けないですから」


皇帝の醜態にただただ呆れるしかない二人の少女。それはそのまま、国民の皇室に対する感情を表していた。


「だからあの女は皇妃に相応しくないと言っているのに。姉様が皇妃になっていたらどれだけよかったことか」


「シャーリィ・アルグレイ公爵令嬢……十一年前に冤罪えんざいを掛けられ、そのまま王国へ亡命した次期皇太子妃だった方ですよね？」


「……うん」


当時まだ六歳だったフィリアだが、今でもはっきりと思い出せる大好きな憧れの人だった。


未来の義姉だと紹介された彼女はその人並外れた美貌もさることながら、その聡明さや妥協の無い姿勢に憧れ、他者には穏やかで優しい性格に姉のいない姫が懐くのは仕方の無い事。


記憶にある限りたった一年程度の付き合いだったが、まるで本物の姉妹のように仲が良かったシャーリィとフィリア。


両親であった前皇帝夫婦との仲も良好で、近い未来に本当の姉になると聞いた時は心底楽しみにしていたのだ。


「白髪とオッドアイであることから実家であるアルグレイ公爵家からは疎まれていたけれど、その分他の人には優しくて。私はいつも膝の上に乗って絵本を読んでもらってたなぁ」


「話を聞くだけでも分かります。本当に素敵なご令嬢だったんですね」


「うん……それが、あんなことになるなんて」


たった二月、両親と共に国外に付いて行っている間に起こった、断罪という茶番劇を知った時には全てが遅かった。


知らせを受けて慌てて戻ってきたが、当のシャーリィは一月に及ぶ激しい拷問を受けた後に姿を消し、兄皇子の隣には外面だけ綺麗な笑顔を浮かべる毒婦が侍っていたのだから、まだ幼かったフィリアが真相を知ったのは一年も経った後の事だ。


それでもまだ当時七歳。毎日のようにシャーリィの行方を尋ねてようやく教えてもらったのは良いものの、その結果幼子の心には深い傷がつけられ、アルベルトとの間には埋めがたい溝が出来上がっていた。


「だから王国で姉様が生きているって聞いた時、本当に嬉しかったの。冒険者になっている事にも驚いたけれど、もう人知れず亡くなってしまったのではないかと思っていたから」


「……お会いにならないのですか？　姫様なら会おうと思えば」


「会えない」


静かに、それでいて即答だった。


「私たち皇室は、あの方に取り返しのつかないことをしてしまった。姉様も私たちとは会いたくないだろうし」


「そんな……陛下が勝手にしたことを姫様まで背負う必要はないのでは」


「たとえ当時の私が幼くたって、皇室の人間として同じ立場にある者を諫められなかった責任から逃れるつもりはないよ」


王族に皇室。国によって言い方に違いはあれど、一国の頂点に位置する者の暴走を止める役割があるのには変わらない。


どう言い繕ったとしても、アルベルトという皇室の一人の暴走を今尚止める事が出来ないフィリアが、どうしてかつての被害者に会えるだろうか。


「会う資格も無いし、遠い空から姉様の幸せを願うくらいしかないと思ってた……けれど」


「けれど……？」


その前提は、アルベルトがシャーリィの娘二人を狙い始めたことで意味を失いつつあった。


事前に調べて兄が魔術師を雇ってまで誘拐紛いの事を企てるも、悉く阻止されていることは知っている。


ならあの短絡的な兄は次に何をするのか？　仮にも生まれてからずっと妹をしてきたソフィアには大体の見当がついていた。


「ルミリアナ……これは公的なものではないからお願いになるのだけれど」


かつて姉になるはずだった人が、再び兄の手によって大切なものが奪われようとしている。たとえ皇女の身であっても動く理由はそれで十分すぎる。


世界一フットワークの軽い姫君は、ある種の決意を固めて親友兼従者の瞳を真っ直ぐ見据えるのだった。






魔道具《勇者の道具箱》内部。数多の刀剣の中でも強い魔力が封じられた剣が収められた一室で、グラニアは蒼い刀身を持つイガリマ、紅い刀身のシュルシャガナをうっとりとした目つきで、今にも頬ずりしそうな距離で丹念に観察していく。


「あぁ……素晴らしいわぁ。古代バロニアではなく、同時期の東方によく見られる形状をした剣が当時の王の命によって鍛えられたという文献を目にしたけれど、この刀身の紋様は間違いなくバロニアで信仰されていた獣王と王鳥を象ったもの。《アナライズ》で見た鍛造技術、経過時間からして年代的にも一致するし、当時のバロニアはダイダロス将軍が商国との貿易ルートを拓くより遥か昔に、海を越えて東方と関わりがあったという学説を裏付ける、重要な手掛かりを見つけてしまったわぁ……」


「そうですか」


心底どうでもいいと言わんばかりに適当な相槌を返すシャーリィ。報酬として武器庫内部に収められた古い刀剣の類を見せると約束したが、持ち出されるのを防ぐために一応見張りとしてシャーリィが付き合っているのだ。


「これはどこで手に入れたのかしらぁ？　所説は色々あって探してたのだけれど、どこにも見当たらなくて……」


「王国南東部の遺跡の奥に……石像に二振り纏めて刺さっていたので、そのまま頂戴しました」


「この柄と鍔は？　形状はこの千年以内で発明、発展した商国の武器にも似ているけれど、随分新しいような気がするわぁ」


「見つけた時は刀身だけだったので、知り合いの鍛冶師に作ってもらったらソレが」


とはいっても、ただ黙って見ているのも時間の無駄だ。こうして質疑応答するのも有益かは不明だが、少なくとも無言よりかはまだマシである。


「これはもしや、中世の悪名高い貴婦人が使ったとされる邪剣、《冥府の神経エペタム》？　こっちはロムレスカ期に巨人族が振るったとされるバスターソードに似た造りをしているわぁ。それにこの湾曲剣に刻まれたエンブレムはまさか、伝説的な侵略海賊ヴァイキングの…………はぁ、どれもこれも素敵す・て・き♡」


何がそんなに良いのかシャーリィにはよく分からないが、とりあえず報酬分の欲求は満たせそうで内心安堵した。


（とは言っても、この後にあの娘たちを宥めるのが大変そうですが）


双子……特にティオの方は、シャーリィの武器庫に並々ならぬ興味を持っていたのは知っている。普段は怪我しないように立ち入りを禁止しているのだが、幾ら依頼報酬の為とはいえグラニアに先に見せると言った時は、二人とも少しだけむくれた顔をしていたのだ。


埋め合わせは何をしよう？　そんな事を考え始めると、グラニアは視線を刀剣類から離さずに語り掛けてきた。


「貴女って……本当にあのお嬢ちゃんたちを大事に想っているのねぇ。顔に、出ているわよぉ」


「……何です？　いきなり」


「いいえ……何とも微笑ましいと思ってねぇ。私はまだ結婚も考えていないものだから分からないけど、やっぱりお腹を痛めて生んだ子供というのは、特別可愛いものなのかしらぁ？」


「……特別どころではありませんよ……」


それは当人たちがその場にいないからこそ、口から零れた本音だ。


問いかけられたシャーリィは、ふと昔日の日々を思い出す。










母娘三人の思い出を、シャーリィは一日たりとも忘れたことはない。その中の内の一つが、グラニアの言葉で記憶の表層に浮かび上がった。


あれは五年前……ソフィーとティオがタオレ荘の中ならばようやく目を離しても大丈夫な年頃になったある日のこと。


自分で行動できるようになり、これから多くの入り用が増えたことによって、シャーリィは資金繰りの為に日々討伐依頼をこなしていた時期だ。


二十歳になって開花した剣才によって多くの武勲を上げてきた半不死者イモータルのシャーリィだったが、彼女は所詮人間をベースとした存在。度重なる戦闘で肉体こそ深刻なダメージは残らなかったが、怪我を修復する度に過剰に消費される魔力と体力、極限状態を維持せざるを得ない激戦の連続に、噴き出る血飛沫と激痛は着実に精神を削っていく。


当時のシャーリィと同じ年頃の一般人女性なら、間違いなく胃に穴が開いていただろうと言えるくらいストレスの多い日々。実際、新進気鋭だったシャーリィもいつ倒れてもおかしくないと言えるくらい、毎日毎日鉛のように重い体を引きずりながら冒険に出て、そして帰ってきていたのだ。


「ただいま戻りました」


その日もシャーリィは朝の四時にはマーサに二人の面倒を頼んでから出発し、夜の八時まで宿に戻れなかった。


最近頭が心なしか重く、瞼が落ちやすくなっている気がする。世の中には、自分の幸せを優先するあまりに自分の子供を蔑ろにする親がいると聞いたことがあるが、この時ばかりはシャーリィはそうした親の気持ちが理解できてしまった。


特に二十五歳という若い身空ではそうした思いも顕著になるのが自然だろう。疲労の余り、理性より先んじて本能的な部分が、自分はなぜ自分の事を蔑ろにしてまで他人に尽くしているのかが分からない、もっと自分に甘くなっても良いじゃないかと語りかけてくるのだ。


（明日は少し遅れて出発するから、朝食の準備を確認して……あぁ、それより中途半端な時間に戻ってきたから、夕食の準備も……）


真面目で愛情深いシャーリィは育児を投げ出すという選択肢自体はなかった。しかし自分の幸せを優先しろと身勝手に訴える本能に理性を寝食され、頭の中がグチャグチャにされながらタオレ荘に戻ってきた。


「ママ、おかえりー！」


「……おかえり、おかあさん」


「ソフィー？　それに、ティオまで……こんな時間までどうしたのです？」


眠る子は育つとはよく言ったもので、当時五歳だった娘たちの就寝時間はとにかく早い。特にティオなど、夜の七時には既に眠ることも多かった時期だ。


だというのに二人とも八時まで起きて、眠気眼を擦りながらシャーリィを待っていたようなのである。


「おかえり。今日もお疲れだったね」


「はい……ただいま戻りました。あの……今日はなぜ珍しくティオまで起きて────」


「おなかすいてるよね、ママ！」


「こっち。はやく」


マーサが質問に答える暇も与えず、まだシャーリィの腰ほどの身長しかない彼女たちは母親の体を、どこか興奮気味な様子で部屋の方へと押す。


一体何事かと思いながら、されるがままに食堂に通されると、普段から座り慣れている居間のテーブルに、見慣れない食事が置かれているのが見えた。


「これは……誕生日のケーキ……？」


スポンジに生クリーム。そしてイチゴの代わりに柑橘類を挟み、上の部分には『誕生日おめでとう』という不格好な文字がチョコレートソースで書かれている。


一体誰の……と疑問に思っていると、ソフィーとティオは手に持ったクラッカーを力一杯引っ張り、炸裂音と共に紙吹雪が僅かな火薬の匂いと共に飛び散った。　


「ママ！　おたんじょーび、おめでとー！」


「……あ」


祝う機会どころか、その発想自体この六年近く無かったので完全に忘れていたが、そうだったとシャーリィは思い出す。今日は自分の誕生日だったのだと。


思わず呆然として、されるがままに椅子に座らせるシャーリィ。その頭にティオが三角棒を被せると、疲れ果てて帰ってきたであろうシャーリィの為に軽食を持ってきたマーサがそのどうにもミスマッチな姿を見て、どこか可笑しそうに笑った。


「今日がアンタの誕生日だって聞いたら、この子らが祝うって言いだしてね。先週から色々と計画練ってたのさ」


「……そう、だったのですか……」


疲労やら何やらで混乱していた頭では、いまいち状況を実感できない。そんな母親の心理を察した様子もなく、当時更に幼かった娘たちは両隣りから無邪気に、自慢するかのように話しかける。


「あのね、あのね！　このうえのじは、ソフィーがかいたんだよ！　おてほんみながらしたから、ちょっとグニャッてなっちゃったけど」


「スポンジはマーサにやいてもらったけど、おかーさんがすきなミカンもりつけたのわたしたち。……ちゃんとできてる？　えらい？」


しかしどういう訳か、娘たちが自分を労わり、祝うために準備してくれたというのを、この歪なケーキから察した瞬間、シャーリィは全身から疲れが抜け落ちたかのような、心地よい脱力感を感じた。


今まで祝われた経験など子供の頃は皆無だったし、婚約破棄されるまでの八年間の思い出は既に色褪せ、消えてしまったものが殆ど。だからどういう反応を返したら良いのか分からない。


素直に嬉しいとは思える。だから普通に笑えばいいのに、なぜか二色の眼が刺激を受けたかのように痛い。


「あとね、これふたりでいっしょにつくったの！　おたんじょーびプレゼントっ！」


「キラキラひかっててキレーなの、おてつだいいっぱいしてマーサにかってもらってからつくってみた」


思わずマーサの方に振り返ると、「ほんのちょっとした小物を運んだりしてもらったりね」と、片目を瞑りながら小声で呟く。


どうやらマーサの手伝いをしてまでプレゼントまで用意してくれたらしい。箱にも入れずに手渡しで受け取ったのは、金紙と銀紙を折ることで五芒星を象ったもの……東方伝来の折り紙と呼ばれるものだったか、素人目から見ても不格好と分かる仕上がりだ。


贔屓目抜きで見れば、恐らく質に出したとしても銅貨一枚分にもならないだろう。しかし、それはシャーリィの眼には何物にも代え難い代物に見えた。


「…………っ」


「わわっ!?　どーしたの、ママ!?」


「むぐ……ちょっと、くるしい……」


気が付けば、シャーリィの眼からボロリと涙が零れた。普段から泣いて心配をかけぬように心がけていたというのに、この時ばかりは娘たちの前で眼から雫がボロボロと零れ落ちる。その表情は普段の玲瓏としたものではなく、未だ表情が感情に追いついていない、どこか間抜けさすら感じさせる真顔のままだ。


気が付いたら、シャーリィは真顔で泣きながら無言で二人の娘を抱き寄せた。


「ママ、もしかしてケガしたの……？」


「いたい？　だいじょーぶ？」


「大丈夫……！　怪我したとか、そういうのではありませんから……！」


頼むからこれ以上心に沁みるような発言をしないで欲しい。本気で涙が止まらなくなるから。


この時、シャーリィはようやく悟った。自分の幸せは、他の誰かが埋めることができるものなのだと。


そして自分にとっての一番の幸せとは、この二人が健やかに育ってくれることだ。その証明として、娘たちは疲れ果てた母を労わり、祝うことが出来る、優しい子に育ち始めてくれている。


親として、母として、これ以上の報酬はない。この上に一体何を望めるだろう？


五年後、この時の誕生日プレゼントを巡って、シャーリィが周辺のゴブリン大多数と、ついでにドラゴンを討伐するのだが、それはまだ誰も予期していない出来事。


ただ確かに言えるのは、娘たちが初めて祝ってくれた誕生日の記念品は、シャーリィにとって一国一城などよりも遥かに価値あるものになったということだ。










そして時は戻り現在。


「……ふぅ」


「……なぜ哀れみの籠った目で見てくるのかしらぁ？」


哀れな……と、シャーリィは子を持つことの幸せを知らない全ての出産未経験者と、ネグレクトなどという愚かしいことをする全ての親に、尋常ではない憐憫の感情を抱くのであった。

            





冒険者の縁


グラニアがソフィーとティオに対魔術干渉用の指輪型魔道具を与えてから北西の街に戻って数日、シャーリィは溜息を吐くことが多くなっていた。


娘たちに暗示をかけていたのが本当に帝国の魔術師なら、その後ろに居る黒幕の正体は否応が無く察せられる。


シャーリィに恐怖は無い。しかし、下手に手出しをすれば藪蛇やぶへびになる事は必至で、その蛇がソフィーとティオの将来を何らかの形で歪める毒を持っていることは明白だ。


未だ確信には至らないが、帝国の魔術師がわざわざ隣国の一般市民を狙う理由など存在しない。これが変質者が偶々王国の来た際に娘に目を付けたという理由ならどうとでも出来たが、その可能性の方が低いことをシャーリィは理解していた。


（私を犯罪者として罰しておきながら、私の娘であるソフィーとティオを狙う理由が帝国人にあるとすれば……二人に流れるあの男の血以外に考えられないのが、なんとも嫌ですね）


かつての婚約者であり、シャーリィの全てを裏切った現皇帝、アルベルト・ラグドールの顔が脳裏を過る。


市井に降りたシャーリィには何があったかまでは知らないが、王国と帝国は緊張状態にあって人の行き来が極端に少ない。


帝国に居る変質者がリスクを冒してまで少女二人を攫うとは考えにくいし、リスクを冒してまで得ようとするものが次の皇位継承者というのなら納得も出来る。


（下手をすれば国際問題に発展するリスクに見合うものなど、忌々しい事にそれしかありませんが、それでも解せない。仮にそうだとしてなぜ子供を儲けることをしないのでしょうか？）


犯罪者として追われる女の子供よりも貴族の娘の子供の方が継承者として相応しいのは明白。仮に正妃が子供を産めない体だったとしても、側室を娶れば問題は解決するはず。


（……もしくは継承権とは別に、帝国が狙うだけの何かがあの子たちにあるとでも？）


無い、とは言い切れない。シャーリィの全てを視通す異能を以てしても特に変わった所が見当たらないが、突如膨大な魔力を身に宿すというのは極稀だがあり得ることだ。


それを予知魔術で先見し、偶然にも皇帝の血を引いているからそれを理由に帝国に連れて行こうとしているというのか。


……筋は通っていそうだが、それでも肝心の情報が不足していて確信には至れない。


（駄目ですね。憶測を幾ら立てても確信には辿り着けない。相手の目的が不明で、その過程を予測出来ないのではソフィーとティオを守り切ると断言するには……いいえ、違いますね）


守る事は簡単だ。ただ目の前の害を斬ればいい。問題は、愛娘たちに己の血筋と、それに伴う重圧を伝えることだ。


人知れずに街に居ようが、丁重に扱われながら城に住まおうが、今の時世一国の長の血族というのはそれだけで重要となる。


継承者にもしもの時が起こった時のスペアにするために他の将来を潰されることは当然で、最悪の場合は命を奪われることもある。


なら知らぬ存ぜぬで通せばいいかと言えば、そうでもない。シャーリィからすれば馬鹿らしいと思うが、双子に流れる血筋は国や世間にこう思わせるだろう。


────彼女たちを国の礎いしずえに。


もしもこの根拠のない不安が実際の事だとすれば、守ることは出来ても導くことは難しくなる。世間の意思や有力者の力と言うのはそれほどまでに厄介なのだ。


ただの冒険者に抗う術があるとすれば再起不能になるまで物理的に叩き潰すくらいしかない。しかしそれを実行してソフィーとティオが周囲から白い眼で視られては本末転倒だ。


「……？　お母さん、最近元気ないけど大丈夫？」


「えぇ、問題はありません。少し考え事が多くなっただけで疲れてなどはいませんから」


悩みは日を重ねる毎に大きくなり、遂には娘にも感づかれて不安を与えてしまいそうになった。


実にままならないと内心で愚痴を溢いつしながら打開策を模索し続ける。しかし、権力を持たぬ身では世間を制することなど到底できそうになかった。










結局答えが出ないままいつも通りに通学する娘を見送り、シャーリィが足を運んだのは冒険者ギルドの広場だった。


一度剣を振って頭の中を空にし、混乱した思考をリセットするためだ。時間を置けば状況が変わるかもしれないし、妙案が浮かぶかもしれない。


「…………」


広場中央には幅広い木陰をつくる樹木が一本植えており、風に揺れる枝葉から無数の木の葉が飛び散る。降り注ぎながら舞う葉吹雪がシャーリィの間合いに入ると、彼女は魔力で湾曲剣を錬成し、残像も残さぬ速さで振り抜いた。


するとどうしたことか、一枚の葉が空中で二枚に増えた。続けざまに四度剣を振ると、今度は四枚の葉が八枚に増える。


相剥ぎという、厚めの本紙一枚をヘラなどで二枚に剥がす技術が存在するが、シャーリィが見せた一閃はまさにその再現。


本来なら机の上に置いた状態でもなお高難度を誇る技術だが、それを空中で、風に揺れて歪みも均一ではない木の葉を寸分違わず二枚に分ける技量は常識の範疇はんちゅうを逸脱しているが、当の本人はしっくりこないといった表情を浮かべている。


「……まだ少しだけ雑念が混じっていますね」


無想は剣の極限の一。その最後の歪みを切り捨てるかのように、風が止んで木から落ちてきた最後の一枚を斜め上から剣で振り抜く。


しかしその剣が木ノ葉を断つことは無かった。剣が鈍ったのかと思われるが、それも違う。剣に直接触れた葉は一筋の切れ目も入れず、その軌跡の先にある地面に落ちた一枚を両断したのだ。


「ふぅ……こんなものでいいでしょう」


並の剣士ならば神技にしか見えない剣技を〝こんなもの〟という一言で片付け、手に持つ仮初の剣を魔力に霧散させると、シャーリィは広場入口へと眼を向けた。


「使うのなら退きますが？」


「……バ、バレてた？」


ギルドの建物と一体となっている入り口、陰になっている壁から顔を出したのはすっかり馴染みとなったレイアとクード、そしてカイルの若手三人だ。　


「こっそり見てたつもりだったんだけどなぁ……やっぱりアレ？　気配とかで分かったりするの？」


「最初から不躾な視線を送られれば嫌でも気付きます」


どうやら何時頃来たかも感知されていたらしい。何処かバツの悪そうな半笑いを浮かべる三人だが、シャーリィには気にしていないという風に話題を広げた。


「今日も訓練ですか？　最近は随分と熱を入れているみたいですね」


「まぁな。今度は俺らだけで巨大蜚蠊ジャイアントバグの討伐に行くんだけどよ、連携の打ち合わせしようと思ってな」


「あぁ……なるほど」


シャーリィはどこか遠い眼を浮かべる。巨大蜚蠊はスライムやゴブリンのように駆け出し向けの魔物と呼ばれている。


人間大の大きさで素早く、群で行動する以外はこれといった特徴は無い、魔術的な力も無ければ知恵も持たない虫型の魔物だ。


イレギュラーな強さを持つスライムや知恵の回るゴブリンと比べれば断然倒しやすい相手で、シャーリィも駆け出しの頃に倒しに行ったことがある。


「ちなみに……巨大蜚蠊がどんな魔物かは見たことがありますか？」


「えっと……見たことは無いんですけど、確か大きい虫って感じの魔物なんですよね？　オーガタランチュラなら見たことがありますけど」


「貴方の予期せぬ遭遇エンカウント率はおかしくないですか？」


「……正直、今度お祓はらいしてもらった方が良いような気がしてきました」


このカイルという少年、初めての冒険で地竜と遭遇し、次の冒険でゴブリンクイーンと遭遇し、パーティを組んでからは古竜と遭遇しているのだが、どういう訳か竜王戦役以降もＥランクなのに何故か薬草狩りに行っただけでもＢからＡランク相当の魔物と冒険先でよく遭うのだ。


運の女神にどんな愛され方をしているのか、どうやらシャーリィが知らない内にドラゴンを捕食することもあるオーガタランチュラとも遭遇しているらしい。


この分だとまだまだ出てきそうだが、これ以上脱線させるわけにはいかないという免罪符を持っていたシャーリィは無理矢理話を戻す。


「まぁ話を戻しますが、巨大蜚蠊との戦いは力よりも心の勝負になるので、気を引き締める様に」


「？　よく分からないけど……アタシたちは冒険行く時は何時だって真剣だから大丈夫だって！　クードはともかく」


「そうそう、一瞬の油断が命取りだって、あんた何時も言ってるだろ？　俺たちだって成長してるんだぜ？　レイアはともかく」


「あ？」


「お？」　


互いの胸ぐらを掴んで至近距離から睨み合いを始める二人を見るとまるで説得力はない。　


「まぁ、何事も体験です。いざという時は本気で逃げれば生き残れるでしょうし、物品の準備も覚悟も不足の無いようにしてください」


「でも結局、巨大蜚蠊ってどんな魔物なんですか？」


「……それは自分の目で確かめてください」


「……さっきから気になってたんですけど、何でさっきから遠い眼を？」


十年程前の出来事に想いを馳せる。巨大蜚蠊の見た目を簡単に説明すれば、成人男性並みの大きさを持つゴキブリだ。


触覚がピコピコ動き、全身は黒光り。棘とげが生えた六本の脚を高速で動かして這い回るその姿は、台所に出てくるようなサイズでも生理的嫌悪感が半端じゃ無いというのに、それが巨大化したとなればどんな屈強な戦士や清廉な聖者でも悲鳴を上げざるを得ないだろう。


それが狭い洞窟や地下水路に群れを成すのだから、命のやり取りとは全く別のベクトルで精神的にキツいものがある。


しかし時には未知を未知のままに冒険しなければならない時が来る。ゴブリンやスライムと勘違いされがちだが相手はシャーリィが知る限り最弱の魔物、高難度の依頼を受けて初めて焦る時の気持ちを味わうよりかはマシだろうと、シャーリィは心を鬼にして巨大蜚蠊の情報を伏せたのだった。　　　


「あの……シャーリィさん」


「何ですか？」


「もしかして……いや、僕の勘違いかもしれないんですけど……何か悩みでもあるんですか？」


カイルの言葉に、シャーリィは人知れず心臓を強く跳ね上げる。


「……なぜそう思うのです？」


「いや、何となく何ですけど、さっき剣を振ってる時、最後の方まで集中出来てなかったように見えたから……間違いだったらすみません、変に勘ぐっちゃって」


まさか自分の半分ほどしか生きていない少年に悩みを見抜かれるとは思ってもいなかったシャーリィは返答に窮した。


それほど分かりやすく顔に出ていただろうか。思わず自分の頬に手を当てるが、その仕草こそ図星であると告げているようなものだと気付いた彼女は、未だ掴み合いの喧嘩をしているレイアとクードをぼんやり眺めながらポツリと呟いた。


「そうですね……少し、ままならない悩みに直面しまして」


「それってやっぱり、娘さんの事ですよね？」


「えぇ。これが自分の事ならここまで悩みもしなかったのですが」


シャーリィは詳細を明かすことはせず、カイルもそれ以上踏み込むことはしない。カイル自身、事情が分からなくても何処か雰囲気で簡単に踏み込んでいい話ではないことを察しているのだ。


（本当、これが私事ならどれだけ楽だったか）


自分の事なら多少の被害は許容できる。しかし娘の事に関してはそうはいかない。そして今回の一件、シャーリィ自身が深く介入すれば娘の将来に何らかの強い影響を与える可能性が高いという、確信にも似た予感がある。


（何に代えても二人の未来だけは守らなくては……そう、何に代えても）


それこそ、命に代えてもだ。単なる杞憂ならそれに越したことは無いが、そんな都合の良い状況などシャーリィの人生に起きた覚えがない。


たった一人で愛娘の選択肢と誰にも憚はばかられる事の無い将来を守らんとする決意を固めていく。どこか照れた様な真剣な声が聞こえたのはその時だった。


「あ、あの……！　何か困ったことがあったらその……そう、依頼！　依頼出してください！」


「カイルさん？」


「いや、依頼なんて無くても僕は何でも手伝いますけど、それだと気兼ねしちゃうかなって思って……ほ、本当に困ったら言ってください！　何時でも駆け付けますから！」


帝国……それもかつての婚約者の影が見えたことで、無意識の内に何者も寄せ付けなかった以前のシャーリィに戻りかけたところに、何故か自分よりも必死といった赤面で両手を忙しなく動かしながら言い募るカイル。


失礼かもしれないが、その姿がどこか可笑しくて、シャーリィは怜悧な美貌に小さな笑みを浮かべた。


「そうですね……昔とは少し違うのでした」


「え……えぇっと、何かすみません。いきなり変なこと言っちゃって」


「謝る必要は無いのですが」


そう、謝る必要などない。お陰で気付かされた。


（所詮、過去は過去。帝国で誰一人味方の居なかったあの時とは違う）


信じた人たちに裏切られ、ただ絶望するしかなかった小娘だった時とは違う。情という異能を以てしても視えないものではなく、力と報酬、浪漫で繋いだ縁が今のシャーリィにはある。


こんな少年にソレを気付かされたと思うと何とも言えない気持になるが、行き詰った状況下で鬱屈とした気持ちは不思議な事に晴れていた。

            





双子の成長


それはシャーリィが帝国の影に気付いて警戒を始めてから三日経ち、渡したい物があるからと冒険者ギルドに呼び出された時の事。


「シャーリィさん、ギルドマスターからお手紙を預かってますよ」


「…………」


「な、何もそんなに嫌そうな顔をしなくても」


ギルドの象徴である剣と杖が交差したエンブレムを象った印の隣に、《黄金の魔女》が使う暁を眺める少女を象った印が押された封筒を渡され、シャーリィは思わず形の良い眉を歪めた。


「……以前も似たようなことがあったと思いまして。どうせロクでもない面倒事を押し付けるか、また私を騙して嘲笑あざわらうかのどちらかのような気がしてなりません」


「う、う～ん……否定しきれないところが、冒険者ギルドとして面目ないですね」


以前カナリアが娘まで巻き込んだ二つの契約をシャーリィは忘れてはいない。その上非常に恥ずかしい恰好までさせられたのだから尚更だ。


「で、でもギルドマスターがわざわざ手紙を出すという事はそれなりに重要な案件なのでは？」


「どうでしょう？　あの妖怪女は悪戯に無駄な妥協を挟みませんから。非常に傍迷惑な事に」


とは言ってもだ。カナリアが自身の印と冒険者の印の両方を押した書類や封筒は重要な意味を持つ場合が多いのも確かだ。


度合こそ分からないものの、また竜王襲来のような大事になっている可能性も十分あり得る。


「とりあえず中を見てみましょうか」


「あ、それならペーパーナイフを……」


「いえ、結構です。開けた瞬間に呪いや魔術が発動する恐れがありますし」


「……今更だけど、お婆ちゃんに対する冒険者の信用って……」


蒼と紅、二色の眼で封筒を睨む。シャーリィに備わっている異能、〝全て〟を視る目の一端で透視された封筒、折り畳まれた手紙に書かれたこう記されていた。


『今月の末、午後二時にとある貴人がお主に会いたいと、妾わらわに仲介を頼んできた。重要な機密故に直接口でしか説明できないと言ってきたが、来るかどうかはお主の判断に任せるとのこと。もしも会うつもりがあるのならユミナに言って妾に伝えよ。面会場所は辺境の冒険者ギルド、応接間じゃ』


そんな内容にシャーリィは疑惑によって眉間に皺を寄せた。


貴族などの身分の高い人物が個人名を隠して来訪予定を伝えることはよくある。しかしそれは移動すること自体が命の危機を伴っていることを自覚している……もっと言えば、命を狙われていることを自覚している一部の者だけだ。


それに貴人でありながら平民の自分に遜へりくだったかのような内容も気がかりだ。相手が貴族か豪商かは知らないが、いずれにせよ貴人というのは時間に追われる生き物で、苦労して開けた時間が無為に終わる事を最も嫌う。


（以前、護衛の依頼を引き受けた時に用心棒にならないかと引き抜きの打診を受けたことはありますが）


シャーリィの武技を心酔し、用心棒にならないかという成金は多かったが、護衛対象に合わせて頻繁に遠出する必要があるので彼女は全て断ってきたが、今回はそういった類の要件でないことは確信できた。


唯我独尊、傍若無人でいくカナリアがたかが成金の為に手紙を寄こすことなど考えられない。そもそもシャーリィに手紙を渡すだけならカナリアを通さなくても問題は無いのだから。


（となると……あのカナリアですら手紙を渡すくらいには気を遣う相手という事ですか……？）


そのような相手となると極端に限られる。シャーリィが知るだけでもたった三人だけだ。


一人はカナリアの故郷、魔国を統べる魔王。二人目は東の海を跨いだ商国を統括する天子。そして最後の一人、距離的にも一番あり得そうな人物がいる。


（まさか王族？）


この王国の君主、カナリアの盟友でもあるペンドラゴ王家……ひいては、かつて帝国で開かれたパーティで相見えた、名高き《黒獅子王》の姿が脳裏を過る。


（カナリアが居るのなら私が王国に居ることが伝わっていても不思議には思いませんが、それにしてもなぜ十年以上も経った今？……それにこのタイミングは余りにも……）


カナリアの仲介の先に待つのが王族かどうかは分からない。しかし皇帝の影が見え隠れする今、貴人からの接触は余りにも都合が良過ぎた。


思い返せば、娘たちに暗示の魔術を掛けていた魔術師の所在を共に突き止めたグラニアはカナリアの直弟子。可能性は低いが話が通っていても不思議とは思わない。


（一体何が出てくるのかは分かりませんが、ここは飛び込むべきですね）


今月末は二日後。証拠不足で確信に至れなかった帝国の影、その実態を捉える可能性が見えたのなら、シャーリィの答えは決まっていた。










「よし、こんなものでしょうか」


その日の夕飯は随分と張り切ったと、シャーリィは珍しく自画自賛する。鮮やかなキツネ色に焼き上がったミートパイと、具材が柔らかくなるまで煮込んだ鶏肉のシチューが机に並べられているのを見て、ティオとソフィーは目を輝かせた。


「ママ、今日はどうしたの？　ずいぶん豪華だけど」


タオレ荘の厨房、金欠の冒険者の為に貸し出される一角で作られた夕飯は、何時になく豪勢だった。


普段なら単品にパンとサラダを付ける程度の慎ましい夕食を摂っているのだが、今夜は娘たちがそれぞれ好物としている料理が並んでいる。


「何か良いことでもあった？」


「……いいえ、単なる気分の問題です。特に理由はありません」


本当に、単なる気分だった。いずれも調理に手間がかかる料理だが、こうして愛娘たちの為に手間暇かけるのはシャーリィの至福とするところ。


（もしかしたら、こうしてあげる機会が減ってしまうかもしれません）


今はまだ杞憂……しかしトップクラスの権力者までもが絡んできては、ソフィーとティオの為に動けることが少なくなる可能性は否めない。


無論、シャーリィとてただ流される気は毛頭ない。幼い彼女たちの自由な未来の為ならば、相手が国だろうが世界だろうが抗う所存だ。


だから、これはその際の埋め合わせ。共に過ごす時間を、嫌な方向へと向かいつつある未来を修正する為の時間に変える事への埋め合わせなのだ。


「さぁ、冷めては作った甲斐もありません。いただきましょう」


「「いただきます！」」


真っ先にミートパイにフォークを突き刺すティオと、スプーンでシチューを掬すくって吐息で冷ますソフィーは、本当に美味しそうに食べてくれるものだから見ているこっちが幸せな気持ちになってくる。


未だ全体が見えないほどの敵だが、この光景を守れるのなら恐れるものは何もない。権力相手に無傷の勝算がある訳ではないが、報酬さえあればこっちも一人ではない。


人を頼る事によって生まれる力は、この辺境の街が教えてくれた。


「あー、美味しかった！　ご馳走様！」


「えぇ、お粗末様です。ちゃんと歯を磨いてくださいね」


「ん」


食器を片付け、部屋に戻る双子。廊下ですれ違う冒険者にとっては見慣れた姿である。


「今日はいっぱい食べたからなんか眠いし、先に休もうかなぁ」


「ん。それは太る前触れだと思う」


無表情に呟いたティオの言葉に、ソフィーは体をビシリと硬直させる。


「な、何を言うのかなぁ……？　私はまだ眠くない、眠くないよ？」


「そう？」


成長期の真っ盛りでその程度で太る心配が無い、むしろ平均よりも痩せ気味のソフィーだが、そこはお年頃。太るなどと言われれば眠気も吹き飛ぶというもの。


「そ、それにティオだって人のこと言えないんじゃない？　いつもご飯食べたら眠そうにしてるし、幾ら運動してても油断できないでしょ？」


「大丈夫。最近は栄養貯めておく袋が出来たっぽいし」


「何を言って────」


言いかけて、絶句する。ラフな格好が多いティオの体格は傍目から見ても分かりやすいのだが、それゆえにソフィーは違和感に気付いてしまった。


「テ、ティオ……？　それ、どうしたの？」


「ん。何か今年の初め位から大きくなってきた」


毎日共に過ごしているが故に、少しずつの変化に気付けなかった。その未だに小さい胸が僅かだが……しかし確実にソフィーのそれよりも膨らみを持っている事に。


「棒振りするのにも違和感あるし、今度お母さんが下着買ってくれるって」


「な、何それ!?　私まだ必要ないってお店の人に言われたのに!?」


今年の身体測定で、ティオよりも一センチ身長が高く、手足も心なしかスラリと長くなってきたように感じて、ますます「私最近体もお姉さんっぽくなってきたかも」なんて考えていたソフィー。


しかし現実はただ甘美なだけではなかった。まさか妹が気付かぬ内に姉を追い越している部分を増やしていたなど想像だにしていなかったのだ。


「ど、どうして……！　同じママの血を引いているはずなのに、どうしてスタートダッシュに違いが……!?」


何気に自分の身長の事を棚に上げるソフィーだが、それはショックを隠しきれていない証拠でもあった。


胸の大きさに対する拘りなど人によるが、それでもやっぱり大きい方がより大人っぽく感じるのは子供故か。


以前の成長記録の一件以降、姉の威厳というものが揺らいでいるように思っていたところでこの事実は衝撃的すぎた。


「ん、大丈夫」


「ティオ……？」


ガックリと項垂れる姉の肩に、ティオはポンッと手を乗せる。


「私たちまだ子供だし、焦らずゆっくり成長すればいいと思う。それに身長や胸だけで価値が決まる訳じゃないし」


「フォローしてるのは分かるけど、全然フォロー出来てないんだけどぉ!?」


またしても何やら大物感がある妹の台詞に姉の威厳が罅ひびだらけにされるソフィーと、自分の発言で姉を余計に追い詰めてしまって慌てふためくティオ。


「あ、あの子たちは……！」


廊下でなんて話題を繰り広げているのか。そんな会話が聞こえてきたシャーリィは、こっちが恥ずかしくなるとばかりに顔を手で覆う。


活気ある街と学校、宿で暮らしているためか、日を重ねる毎にオープンな発言が目立っていて少し慎みが足りていないのではないかという悩みを抱えていたシャーリィにもダメージが入った。


（これは、余計に頑張らないといけませんね）


後顧の憂いを早々に断ち、もう少し女性としての慎みを知ってもらわなければ余計に変質者に目を付けられてしまう。


とりあえずジロジロとティオの胸に眼を向けていた冒険者を殺気で黙らせ、淑女とはかくあるべしと伝えるために早足で娘の元へ向かうのだった。

            





王と皇女の来訪


王国某所、街から離れた平野にその男は居た。


唐突な話だが、双眼鏡越しに眺める開拓地を見据える男にはかつて命を救われたことがある恩人がいたが、その恩人を糾弾して牢へ閉じ込める手助けをしたことがある。


今まで生きてきても見たことが無いほどに美しい女性だった。雪のような白い髪も、宝石を嵌め込んだかのような美しい二色の瞳も、幻想じみた容姿も、全てが彼を魅了した。


叶わない想いがあったのだとしても、そんな彼女に仕えることを誇らしく思っていた。


それが何時の頃だっただろうか？　そんな恩人をただただ疎ましく感じるようになったのは。


心優しい妹を虐げる悪女のような側面が本性であると勝手に思い込み、勝手に失望して、挙句の果てに見るに堪えない姿に変えてしまった。


後に彼女が脱獄した時、真っ先に探し回ったのは彼だった。もう一度捕らえて目にもの見せてやると、意気込んだのは良いが、結局見つけることは叶わず捜査は打ち切りに。　


「後で全てが誤解であったと知った時は、目の前が真っ暗になったものだ」


全ては誤解だった。彼女も彼女の妹も運命に翻弄ほんろうされた哀れな被害者に過ぎない。それにまんまと踊らされた自分に嫌気がさしたが、幸いな事に彼女はまだ生きている。


今の主君の命令通り、主目的さえ果たしてしまえばそれを追って彼女が現れるはず。そうすれば自分は再び彼女の傍に居られるのではないか。


今度こそ誤解が解け、愛する人二人が仲睦まじく暮らせるに違いないと、当の本人からすれば傍迷惑な思惑が男を突き動かす。


「待っていてください、シャーリィ様。今貴女を迎えに行きます」


そんな身勝手な欲望を抱いたまま、男は大勢の子供たちが通う建築物に目敏めざとく目を付けるのだった。










月末。もうじき蝉せみの鳴き声が響くであろう暑さが春の陽気に取り替わろうとする時期、シャーリィは冴え冴えとした青空を窓から軽く見上げ、冒険者ギルドの応接間で待ち人の到来に備えていた。


カナリアの話によると、シャーリィに会いに来るという貴人は四人。推測通りグラニアからも話を聞いているらしく、ソフィーとティオを狙った術者や黒幕に関して話があるとのことだ。


「…………」


「……シャーリィさん、紅茶いります？」


「結構です」


「そ、そうですか」


やりずらい。その一念がユミナの胸中を埋める。


約束の十五分前に到着した剣鬼が放つ威圧が応接間をゆっくりと満たす。特別機嫌が悪いわけではないが、これから会う相手は権力者で、シャーリィが生い立ち故に深く関わる事を良しとしなかった人種でもある。


それが面識のあるかもしれない相手で、帝国に居た頃のシャーリィを知っている人物かもしれないとなれば尚の事。


対応を任されたユミナからすれば割と災難だが、カナリアが関わっていることも含めれば警戒心を露にするなという方が土台無理な話でもある。


「む？　もう来ておったか」


「お婆ちゃん早く来て」と、心の中で泣き言を零すユミナのささやかな願いが届いたのか、カナリアは豊かな金髪を靡なびかせながら応接間の扉を開いて入ってきた。


「久しぶり……と言うほどでもないか。元気そうじゃな」


「そうですね。貴方はもう少し弱弱しくても良いと思いますが」


「言ってくれる。妾が弱る等この世の損失じゃろう」


芝居がかった挙動と悪ふざけが混じった口調でそんな事を宣うカナリアを、シャーリィとユミナは冷え切った眼で眺める。


（（むしろ寝たきりにでもなった方が世の中天国だったりするのでは？））


カナリアの悪逆ぶりは相変わらずだ。二人とも話に聞いただけではあるが、三週間ほど前に聖国のとある枢機卿すうききょうに侮辱されたといって、その枢機卿の財産全てを保管していた屋敷ごと物理的に吹き飛ばした挙句に、巻き添えに大聖堂に飾られた由緒正しいステンドグラスを木っ端微塵に叩き割ったらしい。


しかもどういう手を使ったのかは定かではないが、聖国側がカナリアを咎める事が出来なかったとか何とか。裏でどんな脅迫……もとい、取引が行われたのか、考えただけでもゾッとする。


「いやいや、余としてはもう少し大人しくしてほしいものではあるがな」


「同感。時々爽快そうかいな気持ちになるから、個人的にはカナリアの武勇伝は好きだけれど」


そんなカナリアの後に続いて入ってきたのは、獅子の鬣たてがみのような黒い髪と髭を持つ威厳と不思議な親しみやすさを纏う壮年の男と、その影を踏まないように後ろを歩く銀髪の美女。


思わずユミナが居住まいを正し、シャーリィもソファーから立ち上がろうとしたが、男は軽く手で制した。


「よい。今日は休日を使ってお忍びで来ただけの事。ただの客人の立場であるが故にそこまで礼を求めるつもりはない」


「そうね。今は王国の英雄の一人である貴女に会えて嬉しく思うわ」


今はただの一国民であり、あまり騒がれたくはない。そう言外に告げた王国の君主、エドワルド・ペンドラゴと王妃アリシア・ペンドラゴはどこか人好きする笑顔を浮かべて、机をコの字に囲むように並べられたソファーの上座に座る。


「ユミナよ、ここからは少し踏み入った話になる」


「あ……じゃあ、私は席を外しますね」


ユミナが応接間から離れたのを気配で確認したシャーリィは、隣に座るカナリアにそっと耳打ちをした。


「聞かれたくない話でも？」


「まぁ、そんなところじゃな」


王族の登場に遂に真実味を帯びてきた帝国の関与。そうなれば機密性が発生するのは必然であり、ユミナに席を外させたのは政府やユミナ自身に対する配慮なのだろう。


「……さて、久しぶりだな。そなたの武勇は聞いている。竜王の襲来の際は本当に助けられた。王としても一国民としても感謝している」


「私からもお礼を言わせてちょうだい。本当に……まさかもう一度会う機会があるなんて思いもしなかったわ」


「……そう、ですね。私もこういう機会が訪れるとは微塵も思いませんでした」


それに何より、この場に居るのがシャーリィの事情を真に理解する者だけならば話も円滑に進みやすい。


「お久しぶりです。国王陛下、並びに王妃殿下。お二人ともご健壮のようで何よりです」


「貴女も元気そうで良かったわ。半不死者イモータルになったとカナリアの土産話で聞いたけれど、十年以上も前と何一つ変わらない……いいえ、あの時よりずっと綺麗になったわね」


生まれ持っての気質か、元々シャーリィは腹芸が得意ではない。思わず警戒を色を露わにして当たり障りのない返答をしたが、国王夫妻は気にした様子もなく彼女の息災を祝っていた。


「思い出すわ。私が帝国に来訪した際は何時も貴女とエリザベート皇妃がお茶会を催してくれたわね」


「ぷっ……くくくく。シャーリィが優雅にお茶会とか笑えはうっ!?」


ゴスッ！　という強烈な打撃音がカナリアの首から発生する。


今でこそ戦場で血霧を生み出し、並み居る魔物や盗賊の首を余さず刎ね飛ばす剣鬼と評価されているし、その上すっかり平民の所帯じみてきた為に優雅な茶会など似合わないという事は自覚しているが、こうして笑われるとそれはそれで腹が立つ。


「そう笑うものではないぞ、カナリア。何気ない所作の美しさは変わらぬし、着飾れば令嬢としても通用するのではないか？」


「そうね。良かったら今度私のお茶会に参加しない？　私、今の貴方にも興味があるわ」


「いえ……生活の事があるので遠慮させていただきます」


あら残念、と冗談めかして引き下がるアリシア。シャーリィは内心、この王妃は昔から変わらないとタジタジだった。


思い返せばこの夫婦はやけにフットワークが軽くて、気が付けば自身の懐の内に潜り込んでくる親しみやすさを持っているが故に距離感を保つのに非常に苦労したのを思い出す。


決して苦手な性格という訳ではないのだが、王族的に庶民を気軽に茶会に誘うのはどうなのかと、最後にあった時と変わらないこちらの眼を真っ直ぐ見る眼差しから視線を外して逃れる。


しかもエドワルドは年相応に外見が変化しているが、アリシアだけ時の流れが遅いかのように変化が見えにくいのはどういう訳か。


もうじき四十路を迎える筈だが、外見は二十代を保っている。隣で首を抑えて悶絶するカナリア印の美容品でも使っているのなら不思議と納得もいくが。


「それであとの二人は？　まだギルドには来ていないのですか？」


何か居た堪れなくなって強引に話をすり替える。現在午後一時五十五分、もうじき約束の時刻を越えようとしているが、ギルド内に応接間に入って来ようとする気配は感じられない。


「おっと、話し込んでしまったな。カナリア」


「分かっておる……あー、首痛い」


首を擦りながら指を鳴らすと、何も無い空間に歪みが発生する。《黄金の魔女》の十八番、空間魔術だ。


「言っておくが、これから現れる人物を前にしても騒ぎ立てないでもらいたい。色々な意味で危険故な」


金色に輝く魔力を撒き散らしながら現れたのは、美しい二人の少女。シャーリィやカナリアのような外見だけの若さではなく、十代特有のあどけない表情を浮かべる見覚えの無い赤髪の女騎士に、見覚えのある金髪と空色の眼を持つ姫君。


「貴女は……」


「……お久しぶりです。シャーリィ様」


帝国皇女、フィリア・ラグドール。その名を口に出さず、剣を抜かなかったのは自制ではなく思いがけない人物が登場したが為だった。

            





    
  
  




まるでソフィーとティオを攫おうとしていた動きに加え、王国との不和を抱える国の重要人物が目の前に現れたのだ。不思議に思わない方がおかしい。


「……話を聞きましょう」


否応が無しに甦る帝国での日々に忸怩じくじたる思いが浮かぶが、それを抑えて続きを促すと、フィリアはシャーリィの対面に置かれたソファーに座り、女騎士はその後ろに控えた。


「正直、嫌な予感が的中したようにも思いますが……一体どういう経緯があって私の娘が帝国の魔術師に狙われることに？」


フィリアは心底申し訳なさそうに顔を歪ませると、絞り出すように、しかし毅然とした声を心掛けながら告げた。


「率直に申し上げます。現皇帝、アルベルト・ラグドール陛下がご息女の存在に気付き、皇位継承者に任命するつもりで帝国に連れて行こうとする動きが活発化しています」


「……なぜそのような事をする必要があるのです？　帝国から見れば犯罪者の娘、皇位継承には問題が生じるでしょう？」


自身を犯罪者と皮肉するシャーリィを見て、フィリアは一瞬泣きそうな顔を浮かべたが、瞼をギュッと閉じてから目の前の二色の眼を見据える。


「今現在、皇帝に子供はご息女二人しかいません。あの女……もとい、アリス皇妃が子を産めない先天性の病であるからとか」


「アリス……やはり皇妃になっていましたか」


かつて自身に生き地獄を味合わせた実妹を思い出す。シャーリィがギルドの重要案件を任されるようになった頃には帝国との交易は途絶え、情報も封鎖されていたのだが、アリスがアルベルトと結婚したことは予想できていた。


「それではそこらの貴族の娘を娶れば済む話ではないですか。皇帝に即位したならば側室が居ても問題は無かったはずでは？」


「それが……皇妃に対してそんな不実な真似は出来ない、愛しているのはアリスだけだと、側室を娶るように進言しても耳を貸さないのです」


自身は婚約者の妹と浮気しておきながら、一体どの口で誠実を語るのか。呆れてものが言えないといった表情を浮かべるカナリア以外の面々を前に、フィリアは恥を忍んで続ける。


「そんな時にご息女の存在を知り、アリス皇妃に向けられた非難を消す為に、お二人を帝国へ連れて行こうとしていたようです」


「…………そんな下らない経緯の為に、娘の将来を奪おうと？」


地獄の底から響く様な怨嗟えんさにも似た唸り声に、フィリアは思わず身を竦め、控えていた女騎士は腰に携えた剣に手を掛けるが、エドワルドがそれを手で軽く制する。


「彼女の言葉が真であるという事は、余が保証しよう。実際帝国に潜り込ませている間者からもその様な報告を受けているし、何より一国の姫が緊張状態にある国に乗り込んできたこと自体がその証明にもなるだろう」


「その事に関しても不思議でなりませんが。なぜ彼女たちはここに居られるのか……機密に関わる事なら聞きませんが」


正直、シャーリィからすれば気になるだけで重要ではない。そんな事よりも優先して聞きたいのは、ここに居る面々が帝国の行いに対してどういう行動をとるのかだ。


「わ、私は帝国に戻って陛下に諦めさせるように行動します。手遅れな部分は多々ありますが、それでも本当に被害を出すわけにはいきませんから」


「そなたは余が娘御たちを政略材料にしようとしているのではないかと危惧しているかも知れないが、政治に関わらないただの国民にそのような事を求めるほど余は人材に困ってはいないのでな。そこについては安心するといい」


そうは言うが、エドワルドはともかくフィリアに関しては信用し切れないシャーリィ。わざわざ国王を挟んで言葉の真偽を保証させるあたりはカナリアの策だろうが、帝国の……それも皇室の人間というだけでも疑惑が拭い去れない。


「今、私なんかがこの場で多くを語っても納得できないでしょう。ですのであと一つだけ、忠言します」


疑惑の視線を向けられていることを知ってか知らずか、皇女は視線を変えずにはっきりと告げた。


「身内の恥を晒しますが、兄は類稀に見る暗愚で、皇妃は国に巣食う寄生虫です」


「こやつ、本当にはっきり告げおったわ」


心底楽しそうに嗤うカナリア。六歳当時の幼い少女しか知らなかったシャーリィからすれば、ここまで口汚く血縁を罵る人物に成長したのかと思うと、なんとも言えない不思議な気持ちになった。


「故にどのような手を使ってくるか分かりません。魔術師まで動員したのが証拠です。もしかしたら、直接人を送り込んで誘拐なんて愚の骨頂ともいえる手段を使ってくる可能性もあり得ますので、どうかお気をつけて」

            





危機一髪


「すみません、緊急事態なのでこの場を失礼します」


ピー、ピーという音がシャーリィの懐にしまってある懐中時計から鳴り響く。


ソファーから立ち上がり、その場に居た王族や皇女に頭を下げてから、懐中時計のゼンマイ巻きをする竜頭を押し込んだ瞬間、彼女は最初からそこには居なかったかのように消えて居なくなった。


シャーリィが他の冒険者とパーティを組み始めた時、決まって告げる注意事項が存在する。


『私は冒険の途中、一時その場から離脱する可能性が僅かながらありますが、それでも良いですか？』


その言葉に多くの冒険者が首を傾げ、少し考え、そして納得する。なるほど、確かに《白の剣鬼》ならばあってもおかしくはないと。


『まぁ、荒くれが多い街ではありますが、それでも王国法がまかり通っていますし、今までそういう機会も無かったです。そんな事が起こるなんてそうそうありませんね。急に離脱する訳でもありませんし』


そんなリスクを負ってでもパーティに誘う冒険者は多く、シャーリィは竜王戦役以降徐々に冒険者たちと交流を深めていったのだが、当然のことながら良い方向ばかりではない。


「あの……姉さ、じゃなくて、シャーリィ様は何処に？」


席を立って冒険者ギルドを後にしようとしたフィリアは茫然ぼうぜんと呟き、カナリア以外のその場に居た者は思わず愕然とする。透明化などで姿を消したなどではない、本当にその場から居なくなったのだ。


恐らくあの懐中時計は魔道具なのだろうが、少なくともフィリアやルミリアナが知る限り、帝国には瞬時に人を移動させる魔道具など一つたりとも存在しない。


驚くべき力を発揮した魔道具に帝国出身の二人が戦慄する一方で、心当たりのあるエドワルドはカナリアに問いかけた。


「あれはそなたが作った空間魔術が付与された魔道具であろう？　一体彼女は何処へ行ったのだ？」


「この街の何処かじゃろ」


「緊急事態と言っていましたが……もしやこの街で事件が!?」


「応とも。事件も事件、シャーリィにとっては大事件じゃ。何せ……」


カナリアはニヤリと、何処の誰とも分からない何者かを嗤う。


「あれは言うなれば、防犯ブザーのようなものじゃからのぅ」


時は、少し遡る。










終業の鐘が鳴り、民間学校の門からは大勢の子供たちが騒がしい声を上げながらそれぞれの帰路についていく。


家に帰れば教科書が入ったカバンを自室において遊びに行くやんちゃな少年、店や家事の手伝いを率先とこなす少女、それぞれの予定や事情は違えど、今共通しているのは勉学という束縛から解放されて帰路につきながら談笑したり簡単な遊びに興じる年相応の子供たちの姿だ。


「んー！　やっと学校終わったなぁっ」


「これで宿題が無ければ言う事ないんだけどねぇ」


「ん、同感。宿題なんてこの世から無くなればいい」


そんな中に目立つ白髪の双子、ソフィーとティオは友人三人と共にゆったりとした足取りでそれぞれの家へと足を進めていた。


疲れを解すかのように背伸びする一際背の高い少女、リーシャの隣で糸目の少女、チェルシーが零した嘆息にすぐさま同意するティオ。　


「あのねぇ、宿題一つでそんなこと言ってたらどうするの？　夏休みはいつもの何倍もある宿題出されるんだよ？　去年みたいになっても知らないからね？」


「あはは……去年の夏休みは三人とも苦労してたもんね」


そんなやる気を見せない三人を諫めるソフィーの隣で、去年の夏を思い出して苦笑いを浮かべるのはこの辺りでは珍しい黒髪黒目の少女、ミラだ。


「だってさぁ……」


「休みの日は遊びたいし……」


「明日は休みなのに、休みの日まで勉強するなんておかしいと思う」


「休みの日だから、忘れないように勉強するんだけどね」


勉強嫌い三人と優等生二人。バランスが取れているようで取れていない五人は、入学以来の友人同士だ。


幼くして見る者全てを魅了する美貌の持ち主であるソフィーとティオ。それは悪目立ちの要因になり、女子生徒の妬みの対象になりかねないのだが、男子を寄せ付けない堅気な性格と境遇、女子とばかり交友を深める態度から、今では学校で二人の目立つ容姿を気にする女子は殆ど居ない。


「……まぁ、宿題は明日すればいいと思うけど。ところで、三人は今日どうするの？」


「あー、今日は親父に店手伝えって言われてんだよなぁ……宿題あっても無くても、私に自由は無かったか……」


「アタシも今日は先生居ないし、兄ちゃんは今日冒険から帰ってくるらしいから、疲れてるだろうし下の子の面倒はアタシが見ないとだねー」


「私も今日お兄ちゃんが帰ってくるから。お父さんもお母さんも仕事してるし、ご飯用意しないと」


「そっか」


遠回しに遊びに誘ってみたが、リーシャの家は酒場経営、チェルシーの家は孤児院で、こうした理由で遊べない時がある。


「そういえば、チェルシーのお兄さんとミラのお兄さんって、同じ冒険者のパーティなんだっけ？」


「みたいだね。私は会ったことないけど」


「案外、シャーリィさんとも同じパーティだったりしてな。なんせ同じギルドだし」


「あははは！　それは無いんじゃないかな？　最近はパーティ組むようになったって言ってたけど、ママは基本的に一人で冒険してるみたいだし」


そんなことを話していると、チェルシーが「そういえば」と、前置きをして四人に告げた。


「ウチの兄ちゃんが最近、冒険者仲間の事で話を振ったら……なんていうの？　挙動不審ってやつ？　とにかく様子が変になるんだよね」


「……前にお母さんが言ってたけど、同じパーティメンバーでも上手くいかない時があるらしいね」


「うん……何事も無ければいいけど」


それぞれ家族の事、趣味の事、クラスメイトの事。授業の事、先生の事、行事の事に関する話題に花を咲かせながら一人、また一人と分かれていき、最終的にはソフィーとティオだけが帰路を辿っていた。


「ん？」


真っ直ぐタオレ荘に戻り、それぞれ宿題だの趣味だのに没頭しようかと話していると、路地裏に続く狭い道から、金貨が一枚転がってきた。　


「なんでこんなところに金貨が？」


「誰かの落とし物かな？」


そう思い立てば持ち主に返そうと思うのが良識というもの。拾い上げた金貨を手に、二人揃って路地裏の奥へ進んでいくと、そこには黒を基調とした仕立ての良い服を身に纏う黒髪の男がいた。


「あの……これってオジサンのですか？」


「えぇ、そうです。拾ってくれたのですね、ありがとうございます。……とは言っても、野蛮な人種が揃うこの街ではこのような場所でなければゆっくりとお話しできなかったのですが」


「……？　それってどういう……？」


歳は少なくとも二十代後半といったところか、一般と比べても整った顔立ちの男は、双子には知る由もないが燕尾服を翻し、片膝を地面に付けて視線を合わせた。


「お迎えに上がりました、ソフィーリア殿下。ティオニシア殿下」


「「…………誰？」」


見知らぬ男ににこやかな表情でまったく覚えのない名前で呼ばれ、ソフィーとティオは揃って疑問符を浮かべる。


「お初にお目にかかります。私、帝国皇室のアリス皇妃に仕えるルブランと申します。以後、お見知りおきを」


帝国という言葉に始めに反応したのはソフィーだった。授業でも習っている、王国の北に位置する大陸最大の領土を誇る、殆ど敵国同然の国だ。


「……人違いだと思う。わたしたちはそんな名前じゃないし」


「困惑されるのは当然の事。何せ貴女がたは、生まれてすぐに冒険者などという卑賎な連中の中で育ったのですから」


こちらの話を聞いているのか聞いていないのか判断しかねない強引なテンポの口調でルブランは続ける。


「しかし貴女がたはこの世で最も高貴な血筋。私はお二人のお父上である皇帝陛下と、叔母にあたるアリス皇妃の命を受けてお迎えに上がった次第でございます」


「い、意味が分かんない……どうして隣の国の王様が私たちを迎えに来るんですか!?　迎えに来るも何も、私たちの故郷はこの街です！」


二人とも、ルブランが言っていることがまるで理解できなかった。ただ、どこか薄気味悪いものを感じて震える心を叱咤しったし、ジリジリと表通りに向かって後退る。


「お母上であるシャーリィ様から聞いておりませんか？　貴女がたは帝国有数の名家、アルグレイ公爵家に生まれたシャーリィ様と現皇帝であるアルベルト陛下との間に生まれた、この世でたった二人しかいない皇位継承者なのですよ？」


「……え？」


唐突に明かされる父の存在に、ソフィーとティオは思わず足を止めた。


────ねぇ、お父さんとかお爺ちゃん、お婆ちゃんっていないの？


かつて二人は母にそう尋ねたことがある。その時の母は今にも泣き出しそうな、それでいて悲しそうな、ただ悲哀だけを表情に浮かべて何も言わずに二人を抱き締めた。


それ以降、この話は双子の間では禁句となった。母を悲しませるくらいなら父など知らなくても良いと。


「悲しい誤解の末にシャーリィ様は帝国を出て王国で冒険者などという卑しい仕事をしながら、お二人を守り育ててきました」


まるで事情だけは全て知っているといった風にルブランは語る。


「ですがそれも今日でお終いです。貴女がたは本来あるべき場所に戻る時が来たのです。さぁ、帰りましょう」


差し伸べられる手は悪魔のそれにも似ていた。理解が追い付かないながらも拒否感が先出たティオはルブランの手を強く弾く。


「……私たちは冒険者の街で育った冒険者の子供。帝国の事なんて知らないっ」


背を向けて一目散に双子を駆けだす。しかしルブランはその様子を見て嘆息し、二度柏手を叩いた。


「仕方ない、手荒な真似はしたくなかったが……皇女様たちを捕らえてください！」


しかし表通りから五人の男が入ってきて、ソフィーとティオの行く手を塞ふさぐ。前門の狼、後門の虎といった危機的状況に幼い二人は為す術が無く、両脇に手を入れて簡単に持ち上げられてしまう。


「や、やだっ！　放してっ！」


「くっ……！」


両手両足を振り回して抵抗するが、手足の長さが圧倒的に違う大人を振りほどくことはほぼ不可能だった。


「大丈夫です。後になって必ず迎えに来てもらえて良かったと思えます。何せ、家族は共に暮らすのが一番ですから」


ルブランの両手にはゆっくりと魔法陣が構築されていく。それが眠りともたらすものであること知らずとも、ただ恐ろしいものであることは理解できたソフィーは、目の前に迫る魔術にギュッと目を瞑った。


「ちょっ!?　子供相手に何やってんですか!?」


そんな年若い、焦った声が聞こえた瞬間、ドゴッ！　という打撃音が二回響くのと共に宙に解き放たれるソフィーとティオ。そのまま地面にぶつかるものと思った瞬間、二人は成人を迎えたばかり少年の腕の中に居た。


「えっと、シャーリィさんのとこの娘さんだよね？　何か犯罪臭が凄かったから思わず殴っちゃったんだけど、これってどういう状況？」


その少年……若手冒険者のカイルはどうにも締まらない、何処か情けない声でルブランたちと相対した。

            





憤激の剣鬼


時は、もう少しだけ遡る。


「……最悪だ」


「……泣きたい」


「……今すぐお風呂に入りたい」


まるで泥の道を延々と歩いたかのように疲弊したクードとレイア、カイルの三人は、ゲッソリとした表情を浮かべて辺境の街の門をくぐる。


アステリオスが率いる新人育成パーティ、そのＥランク冒険者たちは今回初めて上位冒険者抜きで魔物の討伐に赴いたのだが、そこには色んな意味で恐ろしい怪物が待ち受けていた。


「もー最悪！　巨大蜚蠊の討伐がこんなに大変だなんて思わなかった！」


「お前は後衛だからまだいいだろ。中衛の俺なんか素手で潰す羽目になったし、前衛に出てたカイルなんかもう気にならなくなるレベルだったんだぜ？」


「いや、気にするからね？　もう必死に見て見ぬ振りをしてただけで」


辺境と王都の中間に位置する都市から出された依頼、地下水道に巣食う巨大蜚蠊の討伐に向かったまでは良かった。


しかし、真っ暗な地下水道を光球を発生させる魔術、《フラッシュ》で照らしてみると、そこに居たのは数十単位で密集する人間大の大きさを誇る巨大ゴキブリの群れ。


「あー……駄目だ。目ぇ閉じたらまだ連中の触角がピコピコ動いてんのが浮かぶわ」


「ちょっと止めてよ、アタシまで思い出しちゃうじゃんか。……うぅ、鳥肌が……！」


普段から喧嘩の絶えない二人が、今に限ってやけに大人しい。


この依頼に備えて連携の訓練をしたがそれも意味を成さず、見た者の生理的嫌悪感を迸ほとばしらせる光景に半狂乱状態に陥ったＥランク三人。


真っ先に悲鳴を上げたレイアに驚いて四方八方、床や壁、天井をカサカサと這い回る巨大蜚蠊の群れは、思い出すだけでも怖気がはしる光景だ。


「大体シャーリィさんもシャーリィさんだよ。知ってたんなら教えてくれても良かったのにさぁ」


「そこはほら、シャーリィさんなりの親心って奴じゃない？」


「お陰で俺らゴキの体液塗れになったんだけどな」


一般人なら情けない声を上げて逃げ出すところだが、何とか耐えて見事地下水道中の巨大蜚蠊を退治しきったのは三人がまた一歩、一人前の冒険者へと成長した兆しか。


しかしその代償は結構大きかった。開戦早々、遠距離から火球を撃ち出す《ファイアーボール》を、ルーン文字を刻んだ鉄矢を、石を操る地属性魔術を連発したせいであっという間に魔力や矢が尽き、ポーションを飲む暇も無く迫ってくる巨大ゴキブリを脚で踏み潰し、それで足りなければ手で対処していたのだ。


「まさかあんなに大きいゴキブリを手で潰す日が来るなんて思わなかったなぁ」


「今更だろ……俺なんか素手で首千切る羽目になったんだぜ？」


「ちょっと止めてよ！　もうこの話はお終いだかんね!?」


疲労が一周したせいか、乾いた笑いを浮かべながら巨大蜚蠊討伐の時の事を思い返す男二人をレイアが諫める。


武器越しに伝わる嫌な感触。飛び散る汚液。汗や体液で武器が滑り落ちたせいで素手で立ち向かう羽目になり、直に触った時の感触は今でも生々しく残っている。


何とか合間を見つけてポーションで魔力を回復させながら進んではいたが、如何せん敵の数が多すぎて結局近接戦必至という悪循環に。


幸いというべきかは当事者である彼らには判断が困る事だが、子供でも首が千切れるくらいには柔らかいので攻撃手段には困らなかったが、全身が体液や足の棘塗れになってしまった。


「とにかく、アタシはさっさと家に帰ってお風呂に入る！　全身くまなく石鹸とシャンプーで洗うの！」


レイアの叫びにカイルとクードは無言で同意する。


当然、道中の川で全身を隅から隅まで洗いまくった三人だが、それでも感覚的には全く洗い足りない。よって風呂に入るのは最優先事項だったりする。


「それじゃあ、僕こっちだから」


「はいよー」


「また明日な」


帰路の途中でカイルは二人と別れる。住いである孤児院へ足を進めながら、武器屋や道具屋を見ては装備のメンテナンスやポーションの補充をしなければと疲れた頭で考えていると、屈強な男五人が路地裏に入っていくを見た。


（冒険者……？　それにしてはやけに身綺麗だったけど……）


それは何となく気になっただけ……他の者が聞けば、だから何だと言われるような些細な出来事に過ぎない。カイルもそう思ってそのまま通り過ぎようとしたその時、認識票の鎖が切れて地面に落ちた。


「ありゃりゃ……これはまた直さないと」


以前魔物から逃げる時、首筋に爪が掠かすめたのを思い出す。恐らくその時に半ば千切れかかっていたのだろう。いっそのことポーチの中にしまうようにするべきか、腰に邪魔にならないようにぶら下げておくべきか。


そう考えながら認識票を指先で掴み上げた、その時。


「「ピィーッ！」」


「へ？」


流麗な鳥の鳴き声が聞こえたと思った瞬間、手の中の認識票が赤い鷹たかと青い隼はやぶさによって奪い取られた。


「ちょっ!?　ちょっと待ってぇ!!」


カイルは慌てて飛翔する二羽の鳥を追いかける。認識票は冒険者の身分証明に使う極めて大切な物。それを奪われては堪ったものではないと、疲れた体を叱咤して、待ち行く人々を躱かわしながら疾走する。


不思議な事に、二羽の猛禽もうきんは別々の種族に見えるのにも拘わらず、まるで番いのように並んで人の頭の少し上を飛んでおり、上空へと逃れる様子はない。


しかしいつカイルが追い付けない速度で空の彼方へと消えてしまうのか分からない。いっそのこと、魔術で脅かして認識票を落とさせようかと詠唱を口にし始めたその時、青い隼と赤い鷹は路地裏へと曲がった。


（なんで路地裏なんかに……？　こっちに巣があるとか？）


もしくは誰か飼い主が居て、こっちに鳥小屋があるのか。いずれにせよ逃げ場が限られる路地裏に入り込んだ今が好機と、カイルは慌てて路地裏まで追いかけたその時、地面に光る物が落ちていた。


「これ、僕の認識票？」


上空を見ると、二羽の鳥はそれぞれ赤い羽根と青い羽根を落としながら上空へと飛翔している。一体何がしたかったのだろうと、カイルは珍しく憮然とした表情を浮かべたその時、路地裏の奥から切羽詰まった声が聞こえてきた。


「や、やだっ！　放してっ！」


「くっ……！」


それは聞き覚えのある少女二人分の声だった。嫌な予感が胸中を満たし、急いで声がする方へと駆け付けると、そこには先ほど路地裏に入った男五人の内二人に羽交い絞めにされた白髪の少女たちと、仕立ての良い服を纏った茶髪の男が幼子に向けて何らかの魔術を行使しようとしている姿。


本能は灼熱し、理性は焼失する。気が付けばカイルは、憧れの人が自身の命よりも大事にする愛娘……ソフィーとティオを羽交い絞めにする男二人を身体強化魔術フィジカルブースト、で威力を増した拳で殴っていた。










「えっと、シャーリィさんのとこの娘さんだよね？　何か犯罪臭が凄かったから思わず殴っちゃったんだけど、これってどういう状況？」


そして話は戻る。


嫌がる幼気な少女二人と、それらを取り押さえようとする見るからに怪しい男六人を見て思わず殴ってしまったが、カイルは事情を一切理解できていないのだ。


「何ですか貴方は？　何も知らない部外者が割り込まないでいただきたい。その上、皇帝陛下より命を受けた騎士を殴るなど……相応の処罰は覚悟の上ですか？」


「え？　こ、皇帝？」


何一つ状況を理解できていないことを先の台詞で察したのか、明らかに小馬鹿にした視線をカイルに送るルドルフ。


一方、カイルはカイルで更に困惑していた。口ぶりから察するに緊張状態にある隣国の中枢に関わりのある人物であると何となく察せられたが、なぜ一般人である双子を狙うのかが理解できない。


「……ていうか、質の悪い人攫いとかじゃなかったんだ」


「貴様っ！　我ら帝国に仕える騎士を愚弄するか!?」


「へ？　あ、あぁ、す、すみません！」


つい本音が……と口に出しかけたのを手で塞ぐ。憤怒を目に宿してこちらを睨む屈強な男五人を前にして思わず怯むが、腕の中で少女二人が震えているのを自覚する。


《白の剣鬼》の娘といっても、僅か十歳の子供に過ぎない。その姿に孤児院に居る年少組を重ねて、カイルは恐怖に臆する足を叱咤して双子の盾になるように前に出た。


そんな姿を見て、ルドルフは手で軽く騎士たちを制しながらまるで聞き分けの効かない子供を諭すかのように嘆息する。


「いいですか？　我々は皇帝アルベルト陛下と皇妃アリス様の命により、お二人を迎えにあがったのです。それをたかが小国の庶民が邪魔立てする事の重大さを、貴方は察せられますか？」


「わ、私たちは帝国のお姫様なんかじゃないもんっ！　なんて言われてもこの街で暮らすんだからっ！」


「ひ、姫ぇっ!?」


またしてもとんでもないワードが飛び出し、カイルは愕然とする。会話の内容から察するに、ソフィーとティオは帝国の姫君で、帝国人が迎えに来たという事らしいが、話が飛躍しすぎて正直ついていけないというのが実情だ。


「もし姫君たちが本来帰るべき地に行くのを立ちはだかるというのなら、それは明らかな重罪であるという事を知った方が良い。分かったらそこを退きなさい、今なら私の裁量により〝勘違い〟で騎士に暴行を振るってしまったという形で罪を軽くすることにもできますよ」


「ぅ……」


ソフィーが不安げにカイルを見上げ、ティオは後ろ盾の権力を笠に着て一般人を脅すルドルフを睨む。


しかし当のカイルは「結局処罰する気なんだ」と、どこか軽い方向に考えていた。もし彼らのいう事が事実だとすればこれは国が関わる問題で、一冒険者でしかないカイルに出来ることなど何一つありはしないだろう。抵抗すれば、本当に罪人として捕らえられることになるかもしれない。


人の本性は、自分自身の危機が迫った時に現れる。己の未来そのものが奪われそうな時、命と向かい合った時に一歩踏み出せるか否か。


こと信念に殉じてきた者全てが乗り越えてきた難関を前に、若く未熟な冒険者は立ち竦み、震える足が後退る。


「……《障壁・展開》」


それでも、そんな無様な立ち姿であっても、ルドルフたちとカイルたちを遮る光の壁が、一人の少年が自分自身と双子を天秤にかけて出した答えだった。


結界術の達人であるアステリオスから習った初歩中の初歩、《フォースフィールド》。師のものと比べれば目を覆いたくなるほど拙い障壁は、カイルの不退転の覚悟を表していた。


「どういうつもりです？　抵抗すれば軽罪では済まないと伝えたはずですが？」　


「いや、そうなんですけどね？　こんな話聞いた後にこれだと、もう後が怖くて怖くて仕方ないんですよ」　


今日のカイルは厄日だ。巨大ゴキブリと戯れ、とんでもない大事に巻き込まれようとしている。


彼らの言葉が何処まで本当であるかなど、浅学な自分には図りようがない。未来に落とされようとする影の不確かさ、リスクが与える恐怖に声が震える。


「でも……憧れてる人が悲しんでる顔見る方がよっぽど怖いんです…………なんて、言ってみた……り」


ここで逃げ出せば、もう二度と憧れに顔向けが出来なくなる。あの地竜の巣で命を救われた恩に報いもせず、ゴブリンの巣で再起を誓ったこと全てが嘘になってしまうのが何よりも怖かった。


これで足が怯えで震えておらず、羞恥で台詞が窄まなければ最高にカッコ良かったのにと、自分の不甲斐なさに嫌気がさすが、これが今のカイルだ。


何一つ偽らない、等身大の自分なのだと、カイルは全霊の魔力を眼前の障壁に注ぎ込む。


「二人とも！　早く────」


「させません！　今すぐ障壁を破って姫君たちを保護するのです！」


「《風よ・刃となって我が敵を切り裂け》！」


「《水塊よ・弾丸となりて敵を討て》！」


「《業火よ・焔の一撃で焼き尽くせ》！」


「《礫つぶてよ・槍となりて障害を穿て》！」


「《雷撃よ・我に仇なす敵を貫け》！」


五人一斉に放たれる魔術は、轟音と共に障壁へと叩き付けられる。


「ぐ、うぅ……ううううううううっ!!」


アステリオスなら難なく受け止めたであろう攻撃でも、カイルの拙い障壁では全体に罅が入り崩壊寸前となる。


割れた箇所から魔力を注ぎ込んで修復するが、五人がかりで続けざまに放たれる魔術なら十秒耐えられれば御おんの字といったところだろう。


（これだけやって、街の人が騒ぎ立てる気配が無い……！　やっぱり事前に《サイレントフィールド》を使ってたんだ……！）


双子に騒がれては面倒だったのだろう。こんな路地裏で遮音の魔術を使ってまで連れて行こうとするならやっぱり後ろ暗い事をしているのだと、ほとんど直感で理解したカイルだったが、その事は事態を好転させないと頭を切り替え、悲鳴を上げる結界から視線を離さず後ろに居る双子に向かって叫ぶ。


「シャーリィさんの所に行って！　早くっ!!」


例え何処の権力者がどのような思惑を持っていたとしても、最後の最後まで味方でい続けるのはシャーリィを於いて他に居ない。


ならば自分がこの場を抑えている間に二人には走って母の元へ向かってもらうのが最善手だ。


「え、えっと、ママの所に……そうだ！　ティオ、あれ！」


「ん……！　分かってる……！」


すでにカイルが二人の様子を窺う余裕も無くした時、ソフィーとティオはカバンから懐中時計を取り出した。


「ぐわああああああああっ!!」


それと同時にカイルの障壁が貫かれ、炎と風刃、水弾が彼の五体を打ちのめす。どうっと倒れる少年の顔を踏み躙にじりながら、騎士とは名ばかりの男が再び双子に手を掛けようとした直前、ティオはゼンマイ巻きの竜頭を押し込んだ。


「失せなさい」


その瞬間、何もない宙空から突如現れた白髪の女が男たちの行く手に立ち塞がる。瞠目する彼らの意に介さず、鬼……シャーリィは一瞬に駆け出した。


「……え？」


突如現れた剣鬼もそうだが、その次の瞬間に視界から消えて居なくなった五人の騎士にルドルフは茫然とする。


続いて鳴り響くのはドゴゴゴゴゴッ！　という連続で発生する打撃音。何故か上からドサドサという、何かが落ちる音まで聞こえてきた。


よくよく見ればシャーリィの手には剣の鞘が握られており、ルドルフは依然何が起きたのか全く理解できていないが、シャーリィの剣技をその目で見たことがあるカイルだけはこの状況を正しき理解できていた。


（鞘で全員打ち上げたんだ……音を置き去りにする速さで……！）


まさに神速。そんな理外の連撃をなしたシャーリィは娘たちの前で膝をつくと、心底心配したという母の表情を浮かべる。


「ソフィー、ティオ、怪我はありませんか？」


「うぅ……マ、ママぁっ！」


「……っ！」


十歳の少女にしては気丈に振舞っていたが、それでもよっぽど恐ろしかったのだろう。それぞれ蒼と紅の瞳に涙を浮かべながら、危機を排した母に抱きつき、シャーリィも二人を安心させるようにその背中を優しく撫でる。


「お、おぉ……そこに居らっしゃるのはもしや、シャーリィ様ではありませぬか!?　私です、貴女の執事を務めていたルドルフです！　ところで、私が連れてきた騎士たちは何処に……？」


しかし、そんな状況下で空気を読まない男が一人。シャーリィはルドルフに顔を見せず、ゆっくりと立ち上がると、カイルに視線を向けて申し訳なさそうに瞳を伏せた。


「ごめんなさい……貴方を巻き込んでしまったようですね」


「いててて。ぼ……僕の事はいいんです。でも……」


「事情を話すか話さないか……正直今は判断しかねないのですが、少しの間娘を見ていてもらえませんか？」


ヨロヨロと起き上がるカイルを横切り、シャーリィは魔道具、《勇者の道具箱》から最も信頼を置く愛刀を手元に呼び寄せる。


獣王の紋章が刻まれた蒼の直刀、《蒼の国壁イガリマ》と、王鳥の紋章が刻まれた紅の直刀、《紅の神殿城シュルシャガナ》。


竜王の軍勢から街に一切の被害を出さずに守り通した、《白の剣鬼》を象徴する二振り一対の魔剣は恐ろしいまでの輝きを放っていた。


「私は……この男に聞かなければならないことがある……！」

            





恩を仇で返す男


今から十五年も前の話。当時まだ十三歳だったルドルフは、東の海を跨いだ先にある商国でまかり通っていた奴隷だった。


少し裕福なだけが取り柄の良家に三男として生まれた彼は、父母が作った借金の返済として売り飛ばされ、交易船で下働きを強要されていたのだ。


世は金なり。そんな表現が似合うほどに交易が盛んな商国は、人すらも商品として扱われる。余程の上級階級でなければ、そこに貴賎は存在しないほどに。


────あぁ、何故私がこのような事をしなければならないのだ。


奴隷の仕事は何処へ行っても過酷そのものだ。残飯と見紛う少ない食事量に僅かばかりの休息とは到底釣り合わない仕事量。


それだけならまだマシな方で、世の中には同種を同種と思わず、生死を問わない実験動物にする悪鬼が存在する。


ルドルフが売られた交易船は前者だったが、それでも今まで特に苦労もせずに育ってきた彼には考えられないほど不潔で劣悪な環境だった。


何処からともなく借金をこさえて息子を売った父母を恨みもした。こちらの体力を考慮せずに鞭を打つ買取主を恨みもした。


しかし、それ以上に願ったのは人を人として扱う当たり前の生活。仕事が忙しくても文句は言わない、元の裕福な暮らしが出来なくても構わない。


ただ、平穏が欲しいと、いち早く奴隷から解放されたいとルドルフは願っていた。


そんな彼の願いが天の女神に届いたのか、ルドルフが乗っていた交易船は突如吹き荒れる嵐に呑まれ、難破することとなる。


まだ十三歳、体が出来上がっていない少年の体はうねる波に揉まれ続けたが、奇跡的に魔物に食われることも無く西の大陸の浜辺に打ち上げられた。


「貴方、大丈夫ですか？」


満身創痍まんしんそういで身動き一つとれないルドルフは迫りくる死に恐怖したが、彼はそこで天使と見紛う少女と出会う事になる。


偶然にも帝国東部に勉学を兼ねた視察に訪れていた帝国の大貴族、アルグレイ公爵家の長女にして、当時まだ皇太子だったアルベルトの婚約者、シャーリィ・アルグレイとの運命の邂逅かいこう。


ルドルフの境遇を聞き、大陸で生きる術……すなわち、働き口を紹介することにしたシャーリィ。


紆余曲折うよきょくせつあり、行き場の無いルドルフと専属の従者を数名決めなければならなかったシャーリィの利は一致し、ルドルフは命の恩人である少女に仕えることとなる。


現在でも大陸ではまだ数が少ない商国出身者特有の黒髪や元奴隷という身元を見て、多くの貴族がルドルフを非難していたが、シャーリィはルドルフの誠意や努力だけを見て評価してくれた。


「この国では未だに奴隷制度がまかり通り、聖国や王国、魔国から道徳面で問題視されています。今後帝国が立ち行くためには、まずそういった面を改めることで信頼を回復させていく必要があると、私は考えています」


古くから続く悪習を断たんと先帝を筆頭とした有力者と共に、シャーリィもまた身分の弱い者と寄り添う事で帝国と国民の地力を培おうとしていた。


彼女自身が、公爵家に生まれながらも貴族に疎まれる白髪と虹彩異色症を持って生まれたことも大きな理由なのだろう。


上に立つ者にあって虐げられる者の苦しみを知っていたからこそ、ルドルフは奴隷制度を無くそうと邁進まんしんするシャーリィに強く惹かれ、何時しか主従には許されない恋心を抱くようになった。


「私がこうして国や民を愛する事が出来るようになったのも、アルベルト様のおかげなのです。あの方が私を暗い闇から救い上げてくれた……だから、アルベルト様が治める次代の帝国を、私も守り導いていきたい」


しかしそんな思慕は叶うはずもない。当時の彼女は皇太子の婚約者で、アルベルトを心から思い慕っていたのだから。


なぜアルベルトにだけその様な幸せそうな表情を向けるのか、なぜ婚約者の為だからといって自身を蔑ろに出来るのか、なぜ自分には恋する乙女の瞳を向けてくれないのか、シャーリィと共に過ごせて幸福であると思う反面、そんな鬱屈とした想いが日と共に重なっていく。


「あら、貴方は確かお姉様の従者だったわね？　初めまして、シャーリィ・アルグレイの妹、アリスよ」


それでも何とか自分の想いに区切りをつけ始めたその時、ルドルフは現皇妃のアリスと出会う事となる。


主君の一つ違いの妹は大陸の貴族令嬢らしい出で立ちをした可愛らしい人で、何よりも身分を問わない気さくな人でもあった。


お淑やかで穏やかなシャーリィと、気さくで明るいアリスは仲の良い姉妹で、そんな彼女たちを育てたアルグレイ公爵家も帝国貴族の迷信など気にも留めない明るい絵なのだと想像していたルドルフだったが、現実はそうではないらしい。


「シャーリィ様、実は先程初めて妹様にお会いしたのですが、とても明るく気さくな方でしたね」


「……そう……アリスが……」


そう、憂鬱ゆううつ気な表情で妹の名を呟くシャーリィの真意を、ルドルフは察する事が出来なかった。


後から気になって同じくシャーリィに仕える侍女に話を聞いてみたところ、どうやらルドルフが想像していた仲とは真逆に、家族総出で長女を虐げる険悪な仲だったらしい。


教えてくれた侍女も、アルグレイ公爵家がシャーリィにどのような干渉をしてくるから分からないから注意するように先の皇妃、エリザベートから厳命を受けているとのこと。


そうなるとルドルフもアリスに警戒するようになるが、アリスがルドルフに接触する機会が日増しに増えていった。


「お願い、お姉様が遠い存在になってしまう前に仲直りしたいの。どうかアポイントメントを取ってくれないかしら？」


「仲直りがしたいなどと……無礼を承知で言わせていただきますが、アルグレイ公爵家はシャーリィ様を誕生なさった時から虐げてきたと聞きます。その様に言われても、私としては信用してシャーリィ様に近づけさせるようなことなどできません」


「そ、それは……」


そう言い返す度に、何やら意味ありげに顔を俯かせるアリス。シャーリィ自身、実家を悪く言う事を決してしなかった為に内情の真偽を定かに出来なかったルドルフは、何時しかアリスに僅かながらの同情を抱き、共に過ごす時間を増やしてしまった。


「貴方はとても誠実な人なのね。私にも貴方のような執事がいてくれたら良いのに……お姉様が羨ましいわ」


「いえ、私はただ忠実を全うしているだけで……」


「謙虚なのね。商国出身だからかしら？　そんなところも素敵！」


スキンシップが少し大胆なのか、腕に抱きついて惜しみない称賛と賛美を送ってくるアリス。


その明るい人柄に触れ、抱きついた時に鼻腔をくすぐる甘い香りを嗅ぐたびに、ルドルフの心はどんどんアリスに傾倒していった。


そんな日々が続いてルドルフが十六歳になった時には、アリスは周囲が言うほど邪悪な人間ではなく、本当にシャーリィと仲直りしたいだけの純粋で天真爛漫な少女なのではないかと思い始めた。


大貴族の令嬢としての立場故に、異端の容姿をもって生まれたシャーリィを大々的に庇う事が出来なかった悲劇の妹なのではないのかと。


「ルドルフ！　君もシャーリィを捕らえるのを手伝え！　彼女は私を……我々を騙していたんだ！」


そんなある日、アルベルトは顔を青くして瞳に涙を浮かべるアリスを腕に抱きながら、憤怒の表情を浮かべてルドルフに詰め寄った。


曰く、世間で聖女のようだと称えられる姿は仮の姿。シャーリィの本性は生まれ持った呪いの力でアルグレイ公爵家を脅し、一芝居うって皇太子妃の座をまんまと手にした彼女は、権力と呪いの力で私腹を肥やし、気に入らないものを影で虐げ始末してきた稀代の悪女なのだと。


初めはそんな荒唐無稽な話信じなかったが、皇太子を始めとした大勢の証言と、アリスの涙で濡れた瞳で見つめられて、その話が事実なのだと、ルドルフは確信した。


────なんて女なんだ！　それでは私を貶めた両親や奴隷商たち以下の外道ではないか！　


これは当時のルドルフには信じられない話だが、シャーリィが決してアルベルト以外の男へ男女の情を向けなかったのも、ルドルフがそう思い込んだ要因の一つだろう。


決して自分には靡かない想い人に対して鬱憤が溜まっていた事実が働き、ルドルフは敬愛を通り越した憎しみを抱いてしまった。


その後すぐにシャーリィは断罪されることとなる。二色の瞳に涙を浮かべて絶望する彼女の姿や、牢獄で見るに堪えない変わり果てた姿になった時にはざまぁみろと思ったものだ。


……内心で意味の分からない矛盾に傷つく心を無視して。


一ヵ月後、シャーリィは牢から脱獄し、真っ先に捜し始めたのはルドルフだった。甘美な言葉と見せかけだけの清廉さだけで自分を騙した悪女を逃がしてなるものかと各地を巡ったが、逃げ足が速いのか見つける事が出来ずそのまま調査は打ち切りとなった。


「良いの。お姉様はどこか穏やかな場所でしてきた事を反省し、静かに暮らしてくれればそれで」


「アリス様、貴女は優し過ぎる」


「だって大切な家族だもの。たとえどんな過ちを犯したとしても、それを許すのが家族でしょう？」


「なんて慈悲深いんだ……貴女こそ、私が真に仕えるべき人……」


その手に忠誠の口付けを交わす。


内心で元奴隷と見下していたのか、どこぞの有力者には体を許しておきながら自分に愛を向ける事の無かったシャーリィとは違い、アリスはアルベルトやルドルフを始めとした大勢の男を寵愛し、幸せにしている器の大きい人だ。


「アルベルト様には内緒よ？　きっと嫉妬しまうから、ね？」


そんな茶目っ気すらみせるアリスが愛おしくてたまらない。


何時しかシャーリィの事も忘れ、甘い夢の中に溺れながら十一年の時が経ち、ルドルフは衝撃的な真実を告げられることとなる。


「冤罪……!?　シャーリィ・アルグレイがですか!?」


沈痛な表情を浮かべる皇帝と皇妃から告げられたのは、今の自分の根幹を揺らがすものだった。


「実際に行動していたのはシャーリィだった。しかし、彼女から意思を奪い操っていた黒幕が居たのだと、興味本位で研究していた宮廷魔術師の一人が突き止めた」


「そ、それは一体誰なのですか!?　彼女を操っていた黒幕とは!?」


「《黄金の魔女》、カナリアよ」


その言葉を聞いて、ルドルフは思わず納得する。帝国の宿敵ともいえる千年生きた怪物にして最強の魔術師である彼女ならば、帝国内部を荒らさせるために有力者を操ることなど造作もない。


音に聞こえし傍若無人にして暴君が如き気質が二人の言葉の説得力を後押しする。それはつまり、シャーリィは意思を奪われ知らない内に悪事を働かされていた被害者だという事ではないか。


「後に調査して気付いたのだが、彼女は今私の子を産み、王国の辺境で暮らしているらしい」


「そ、そんな……私は一体、シャーリィ様にどうお詫びすれば……！」


「そんなに落ち込まないで！」


絶望に目の前が暗くなるルドルフの両手を握り、アリスは至近距離からその目を覗き込む。すっかり嗅ぎ慣れた甘い香りが、ルドルフは思考が落ち着いていくのを自覚した。


「私たちは確かにお姉様の行動の真意を測れず、酷い事をしてしまったわ。けれど、まだ生きているのならやり直しは出来るわ！　だからもう一度会って、誠心誠意謝りましょう？　大丈夫、だってあんなに優しい人だったもの、きっと許してくれるわ」


アリスの言葉にルドルフは光明を見たかのような感覚に陥る。慈母のように懐の深いシャーリィならそれも十分あり得ると納得したからだ。


「とはいっても、流石に正面から来てはシャーリィは警戒してしまうだろう。少し卑怯なやり方ではあるが、まずは私の娘たちから帝国に来てもらおう。そうすればシャーリィも帰国するはずだ。話し合いはその時にすれば良い」


「分かりました。その命、しかとお受けします」


「くれぐれも娘たちには怪我の無いように。何せ次期皇位継承者なのだからな」


ルドルフは気付かない。かつて敬愛してやまなかった主君の憤激がどれほどのものであったのかを。


愛する皇妃が発していた甘い香りの正体が、対象に強い意志さえあれば簡単に抗えることのできる脆弱な精神関与系の魔術の一種であるという事を。


冤罪だと気付いてようやく思い出した想い人と皇妃、二人から愛される未來など、決してあり得ないという事を。


そして何より、子を脅かされた母がどれほど残忍になれるのかを気付かないまま、彼は王国へと向かうのだった。










「地獄を魅せろ、《冥府の神経エペタム》」


イガリマとシュルシャガナに続き、シャーリィが道具箱より取り出したのは世にも悍ましい、脈動する神経とも血管ともつかないツタ状の何かが纏わりつく片刃の剣だった。


エペタムと呼ばれたその武器を自身の正面に突き立てると、シャーリィは蒼と紅の二刀を握り、静かに唱え始めた。


「《此よりは死の国神の国》」


幻想的な白い髪が、二振りの魔剣から迸る蒼と紅の魔力に踊る。


「《原始は語り勇往は止まる・胸を焼くは根源の焔》」


鈴を転がしたかのような声で歌うかのように発せられる詠唱は、かつて竜王戦役で見せたものとは明らかに違うもの。


カイルは吹き荒れる大気を前にして身を挺して砂埃から双子を守る盾となりながら剣鬼の後ろ姿をただ見守っていた。


「《其の終わりを此処に・私は、輪廻を断つ断頭刃を吊り上げる》」


そして詠唱が終わるその時、シャーリィとルドルフはこの世界から消え失せる。


「《息絶え眠れ、無望の徒》」


発せられた極光にルドルフの目が眩み、視界が回復した途端に見えたのは四方を石壁に囲まれた広く、迷宮如き複雑な造りとなった監獄だった。


無人の檻には古い血痕がこびり付き、もうじき猛暑になるというのにまるで真冬のような寒々しい風が全身を撫でまわす。


「こ、ここは一体……!?」


魔剣、イガリマとシュルシャガナが揃い、初めて発動する異界創造魔術、《七天しちてんの檻おり》。


術者の有利な地形と法則を生み出し、相手に一方的に押し付けた上で全ての空間干渉を遮断するこの疑似的な異世界は、《白の剣鬼》が敵を閉じ込める為の檻であり、その風景は発動時のイメージによる。


シャーリィ自身のイメージによって生み出される世界は大きく分けて七つ。竜王戦役の際に見せた、誰もが美しく荘厳と感じる大海原に浮かぶ遺跡島、対軍仕様である第一世界《風光天園ふうこうてんえん》。


そして、此処は対人仕様に特化した第二世界《迷獄囚鎖めいごくしゅうさ》と名付け、分類された地獄である。


「ここでなら人目を気にせず話す事が出来ます」


「シャーリィ様？」


イガリマとシュルシャガナを石床に突き立てた事で戦意が無いと捉えたのか、ルドルフは安心したかのように恭しく一礼した。


「ご無沙汰しております、シャーリィ様。十一年ぶりとなりますか……あの頃と何も変わらない……いいえ、それ以上にお美しくなられた」


十年以上の歳月は、若々しさを一切衰えさせずに、その立ち姿と雰囲気をより洗練させていた。


寄る年波に抗うアリスとは真逆、まるで歳を取っていないかのような……事実、外見年齢は変化していない……少女といっても誰もがそう思うであろう張りのある肌。


悲劇的なすれ違いから止まっていたように感じていた時が動き出すのを感じるルドルフ。このような美しく、洗練された幻想的な美女に再び仕える事が出来、あわよくば寵愛を授かる事も出来るのではないかと思うと涙すら滲んでくる。


「……それで？　貴方は何をしに来たのです？」


しかし贈られた賛辞は完膚なきまでに無視される。蒼と紅の冷え切った瞳で見られ、思わずキョトンとした表情を浮かべるルドルフだったが、まず初めに言っておくべきことを思い出した。






「シャーリィ様……十一年前は大変申し訳ありません。何の非も無い貴女を疑い、陛下たちと一緒になって罰してしまうとは従者にあるまじきことをしてしまいました。しかしその疑いは晴れたのです。もう憎き《黄金の魔女》の力を恐れる必要はありません、私が必ず貴女をお守りしてみせます」


「…………言いたいことは色々あるのですが、何故カナリアが悪い事になっているのです？」


全身の鳥肌を抑えるように両手で両腕を擦るシャーリィ。その様子に気付かず、ルドルフは続けて告げる。


「冒険者などという野蛮で卑賎な職に就いている事自体が、魔女の強迫によるものではありませんか。きっと、愛する陛下との御子を何らかの形で人質に取られているのでしょう？　そうでなければ貴女が冒険者などするはずがありません。お労しい……か弱い貴女を過酷な戦場に送るなど、卑劣極まりない……！」


何をどういう解釈をしたのか、どうやらルドルフの中ではシャーリィは愛するアルベルトとの間に出来た双子の娘をカナリアに人質に取られ、日々傷付きながら娘の為に剣を振っているという事になっているらしい。


ここに他の冒険者ギルドの関係者がいれば瞠目ものだ。むしろシャーリィは無傷でドラゴンを単独で討伐し、最近では冒険に楽しみが湧いてきたくらいなのに、まるでシャーリィの心情は全て理解していると言わんばかりにルドルフは騙る。


「…………まぁ、そんな事はどうでもいいです。それよりもどうして娘たちを連れ去ろうとしたのかを答えてもらえますか？」


話を強引にすり替え、ことの本題を問いただす。聞いていることはフィリアから聞いたことの確認だが、彼女の存在を告げず聞くことで信憑性を高めようとしているのだ。


「あぁ……我々の過ちを許した上でご自身の事よりも姫君の事を……やはり貴女は聖女のように慈悲深い方だ」


「…………」


シャーリィは本気で斬り殺すべきか悩んだが、自制した。今はその時ではないと。


「いいから話の続きを」


「おっと、これは失礼いたしました。……もちろん、姫君たちは陛下とシャーリィ様の由緒正しい血を引いたたった二人の皇位継承者だからです。不運にもアリス皇妃には御子が恵まれず、継承者が空席のままでしたが、これで次代の帝国にも光明が差したと言うものです」


ルドルフから聞いた内容は、フィリアから聞いたものと認識の違いはあれど同じことだった。


「ご安心ください、シャーリィ様。ソフィーリア殿下とティオニシア殿下を無事に帝国へとお連れするために私が遣わされたのです。あなたには後から帝国へ帰国して頂く予定でしたが、こうなってしまったならシャーリィ様もご一緒に戻られた方がよろしいかと。その方が殿下たちもご安心なさるでしょうし」


ソフィーリアとティオニシアって誰だと言いかけたが、名前のニュアンスからそれぞれソフィーとティオの事だという結論に至る。


続けて変な名前で呼ぶなと言いかけたが、会話が泥沼化しそうなので何とか口を塞いだ。


「最後に二つだけ確認を……貴方がたは私がカナリアに操られ、悪事を働いていたことに気付かず騙されたから私を断罪したという認識でいいのですね？　娘たちは皇位継承の為に帝国へ連れて行こうとしているという認識でいいのですね？」


「後者はそうですが……前者は意地の悪い。過去のすれ違いは水に流そうではありませんか」


ブラックジョークを言われたかのような苦笑いを浮かべ、ルドルフは恭しく手を差し伸べる。


「さぁ、私と共に帝国へ戻りましょう、シャーリィ様。この十一年で貴女が手に入れるはずだった倖せが、貴女を待っています」


そう、自分こそが今度こそシャーリィを幸せにするのだとルドルフは決心する。アルベルトはアリスに夢中だし、ルドルフ自身もアリスを愛してはいるが、それと同時に再びシャーリィも愛するようになったのだ。


神話の女神を体現したかのような美貌と、蠱惑的こわくてきな肢体を強調する豊満な胸。雪のように白い髪に宝石のような二色の瞳を見て、これが自分のものにできるかも知れないと考えると、股間と胸が熱く滾ってきた。


当然、シャーリィの答えは是であると思っていたルドルフだが、返ってきたのはゾッとする様に底冷えた声だった。


「えぇ、よく分かりました。帝国が私たちをどれだけ馬鹿にしているのかを」


正面に突き立てられた悍ましい剣の柄を握り、一閃する神速の挙動をルドルフの動体視力は捉える事が出来なかった。


振り抜かれて一秒、切断されたのを遅れて認識したかのようにルドルフの首が宙を舞い、血飛沫を上げて石床を転がる。


「ひ……ぎゃああああああああああああああああっ！？！？」


噴水のように血を噴き出す首なしとなった自分の体を見て、ルドルフは首だけの状態で激痛と恐怖の悲鳴を上げた。

            





拷問剣


「く、首が……私の首があああああああああああっ！？！？」


絶え間なく脳に送られる激痛にルドルフは端整な顔を歪めて悲鳴を上げる。


しかしそれも無理も無い事だろう。首を断ち斬られ床に転がされたにも拘わらず、生きたまま断面から血を噴出する自分の体を見上げる恐怖など、屈強な戦士でも耐えられる者は少ない。


通常ではこの時点で絶命しているはずだが、どういう訳か今もこうして生命活動を維持し、肺に空気を取り込む気道が断たれているにも拘らず、こうして叫び続けられる理由をルドルフは死の痛覚も相まって考える事すらできない。


「今は……死にませんよ。これはそういう剣ですので」


首を斬られてまだ殺さない異形の剣。《冥府の神経エペタム》と銘を打たれたその正体は言わずもがな魔武器……それも、魔剣と呼ばれる中でも極めて邪悪とされる一振りによる力だった。


通称、拷問剣。かつては冥府地獄の執行人が持つとされた魂魄を裂く刃は、ルドルフの命を確かに斬り削る。


「あああああああああああっ!!　ひっ、ひぃいいっ……！　く、首……！　首がぁ……！」


「黙りなさい」


「がああっ!?」


喧やかましい悲鳴を上げてばかりのルドルフの頭を、シャーリィは牛皮の頑丈なブーツで踏み躙る。


別の痛みに加え、頭上から降り注ぐ冷淡な雰囲気と声にルドルフは悲鳴を止め、横眼を向けるように見上げると、そこには長く白い髪を靡かせる鬼神が殺気を宿す二色の眼で自分を見下ろしていた。

            





    
  
  




（だ、誰だこれは……!?　この冷たい眼を向けるのは……!?）


それは、ルドルフの記憶にある穏やかなシャーリィの眼ではなかった。母として、辺境の街の住民としての顔は鳴りを潜め、愛が裏返り一国を滅ぼす憎悪に取りつかれた復讐鬼の表情である。


「……貴方は私の娘や近況に感謝した方が良い」


痛みも忘れるほどの静かに研ぎ澄まされた殺気を浴びるルドルフの心境とは裏腹に、穏やかな声色でシャーリィは呟いた。


「私はあの子たちが生まれてから随分と丸くなりました。この街の冒険者とも馴染み始めて余裕のようなものが生まれたようにも思います。それこそ、帝国の事を忘れるほどに」


ですが、とシャーリィの穏やかだった口調は一気に氷のように冷たいものとなった。


「貴方がたが私にしたこと……私が許すことなどあるはずがないでしょう」


忙しくとも血煙に塗れようとも、陽だまりのように穏やかな日々。それによって自身が受けた裏切りと拷問を記憶の彼方に追いやられていたが、消えて無くなったわけではない。


「それをさも自分たちが許されたかのようにすり寄り、自分たちの行いを全て棚に上げて何事も無かったかのように帝国に戻れと告げる厚顔無恥……なるほど、私がどれだけ侮られていたかがよく分かります」


次期皇太子妃として生きていた頃のシャーリィは慈悲深い聖女のようだとたとえられていた。多くの貴族令嬢が嫌がるであろう、孤児院に住む畑仕事で泥まみれになった子供の頭を優しく撫で、子供たちにも慕われる姿は次の皇妃として相応しいと国民に期待されてもいた。


水を吸うかのように公務を覚え、速さと正確さを備えた実行力は文官からも認められ、それでいて貴族であろうと平民であろうと差別しない気質の持ち主。


しかし、そうであろうと決めた生き方がこのような愚人をかつての従者から生み出したのかと思うと、それも間違いだったのかと思わざるを得ない。


断罪の場にはルドルフの他にも、嘗かつて信頼を寄せていた従者が大勢いた。彼らは床に組み伏せられるシャーリィを侮蔑の眼で見降ろし、一様にこんな感じの言葉を口にしたのだ。


────貴女が愚劣極まりない悪女だとは思わなかった。貴女に仕えたことが私の人生最大の汚点です。


今思い返せば失笑ものだ。愚劣極まりないのは一体どちらなのか。


「ですがそれだけならまだ良かった。適当にあしらって追い返すだけでも良かった。ここ十年、育児生活が充実しすぎていて貴方たちの事など忘れていたくらいです。────ですが貴方は、私の娘に危害を加えようとしましたね？」


直接現場を見ていなくても、普段気丈に振舞う娘の涙を見ただけでも分かる。それを流させたのがこの男であるという事を。


それは一人の母として決して許してはいけないことだ。それは双子の親として決して許してはいけないことだ。


ルドルフはシャーリィの背後に鬼子母神が降りるのを錯覚する。遅らばせならが、自分が恐ろしい何かの逆鱗に触れたのではないかと自覚し始めた。


「今、ここで報いを受けなさい……！」


エペタムを握る手が、ルドルフには消えて見えた。代わりに襲い来るのは、現在頭とは神経が通っていない筈の手足の末端からゆっくりと削られていく激痛。


「ぎ、ぎゃがあああっがあああああああああああああああっ！？！？」


致命傷からほど遠い末端から胴体にかけてゆっくりと削られていく怪奇現象を見せつけられる視覚情報と、それに伴う痛みに再び悲鳴を上げる。　


ルドルフには何が起きているのかまるで見えていないが、実際はシャーリィが手足の端から少しずつ、嬲なぶり殺すかのように、まるで鑢で削るかのように細かく切り飛ばしているのだ。


激痛に加えて精神的なショックが相まって、ルドルフが気絶するのに十分は掛かっただろうか。


それまでの間に足を、手を、太腿を、腕を、股間を、肩を剣で削られ続け、意識を暗転させる。


「……はっ!?」


しかし、そんな甘美な逃避は一瞬で終わりを告げる。意識を失った瞬間、約一秒ほどで意識を覚醒するルドルフ。どういう訳か刎ね飛ばされた首も、削り消された手足も元に戻った状態で。


「ど、どういう事だ!?　わ、私は確かに……!?」


さっきのは幻だったのだろうかと思ってしまうほどの光景に目を白黒させる。しかし、受けた痛みは紛れもない本物だった。


そもそもショックによる気絶が五秒も満たない短時間で覚醒に至るなど尋常ではない。それが理解できるほどの気力が回復している事実にも気付かないルドルフにシャーリィは告げる。


「今のは警告です。今度はもう二度と元通りにするつもりはありません」


「ひ、ひぃぃっ!?」


「本来ならばこの手で微塵みじん切りにしたいところですが、生死を問わない賞金首でもない貴方を殺すのは法に引っかかって面倒です。誘拐未遂として大人しく投降し、二度と私たちの前に現れないと誓うのなら気絶させて見逃しても構いませんが？」


シャーリィの境遇を知る者が聞いたなら甘すぎる、人が良過ぎるなどと言いかねない台詞だった。


人生全てを報復に費やしてもおかしくはない……事実、彼らの裏切りによって半不死者イモータルに目覚めたシャーリィの口から告げられるにはあまりにも信じられない言葉だろう。


「どうしますか？　今すぐ言う通りにするのなら見逃しても良いと言っているのですよ？」


しかし正直な話、シャーリィは最早ルドルフやその背後に居るアルベルト達の事など、無関心と言ってもいい位にどうでもいいのだ。


ただ二度と愛娘たちの行く末に干渉さえしてこないというのなら本当に見逃してもいいし、危害を加えようとした分は先程ルドルフに与えた痛みに加えてもう五周ほど繰り返し、犯罪者として自警団なり騎士団になり身柄を明け渡すくらいで帳消しにしても良い。


より端的に言えば関わるだけ面倒なのだが、ルドルフなどに何時までも構っておらず、今頃不安がっているであろう娘の元に駆け付けたいというのが最大の理由だ。


「ひぃ……ひゃああああああああああああああっ！！！！」


しかしそんな慈悲的ともいえる提案は、恐怖に顔を彩るルドルフによって却下される。


恐怖の余りに涙と鼻水、涎よだれを端正な顔から流し、情けない声をあげながらシャーリィから背を向けて走り出す。


先ほどまでの紳士然とした態度や無意識に見降ろしていた様子は欠片も無い。全身を剣で削り飛ばされた記憶が、シャーリィを絶対強者であろうと認め、本能が屈服した浅はかな男の姿だった。


「そうですか。それが貴方の答えですね？」


しかし、剣鬼から背を向けて曲がり角を曲がった先には、何故か同じように立っているシャーリィの姿が。


「ぎゃあっ!?　ひ……くぅっ!!」


突き立てられたイガリマとシュルシャガナも同じ、見える景色まで同じという二度目の怪奇現象に怯えながら再び背を向けて曲がり角を曲がると、そこにも同じようにシャーリィが立っている。


「ど、どういう事だ……!?　なぜどこに行っても……!?」


右に行っても左に行っても、上に行っても下に行っても、そこにあるのは突き立てられたイガリマとシュルシャガナ、最初の時と全く同じ景色、そして悍ましい邪剣を握るシャーリィの姿。


「この世界は私が支配する領域。その中で私から逃げられるとでも思っているのですか？」


今度は純然たる体技によって瞬時に間合いを詰められる。そして一閃、今度は胴体を横薙ぎに両断されたルドルフは焼けつくような痛みを感じながら再び床に転がった。


「はぁっ……が、ぁ……！」


「……ふん」


「ぐぎゃあああああああああああああああっ！！！！」


瞬時に残された下半身を微塵切りにされ、惨めったらしい絶叫を上げる。なぜ脳から完全に切り離された箇所の痛みまで認識できるのか、なぜシャーリィが自分を甚振るような真似をするのかも理解できないまま剣を振り上げるシャーリィを涙目で見上げるしかできないルドルフだったが、彼は耳を疑うようなことを呟いた。


「……あ、あの優しいシャーリィ様が……私にこのような事をするはずがない……！」


「……？」


思わず剣が止まる。


「そうだ……きっと、まだ《黄金の魔女》に操られているとしか……！　最も信頼を置く私に、このような仕打ちをする訳が……！」


責任転嫁と言えばいいのか、現実逃避と言えばいいのか、ここまでされてまだ思い出の中のシャーリィに縋すがりついているルドルフ。


正直、聞いてる本人からすれば怖気が走る台詞だ。もうこのまま口を封じたかったが、その前に一言だけ言っておきたいことがある。


「貴方たちが私にしたこと……それはもうどうでもいい事です」


「！　シャ、シャーリィ様……!?　目を覚まされ────」


「ですが」


絶望の中の光明を見たかのように喜色を浮かべるルドルフの言葉を遮り、シャーリィは大瀑布だいばくふを連想させる重圧を放つ。


「どのような理由があったとしても、娘を狙うというのなら問答無用で断ち斬らせてもらいましょう。それが、王や神であったとしても」


それは言外に、ルドルフなど視界を横切る目障りなハエの如き存在であると告げていた。


長年見ぬ間に愚物以外の何者でもなくなったこの男に比喩ひゆ表現が通じるか定かではないが……少なくとも、希望から絶望へと表情を変えたあたり、ニュアンスだけは通じたのだろう。


「ああああああああああああああああああああああああっ！！！！」


監獄の異界に悲鳴が響く。意識を保ったまま全身を細かく斬り飛ばされるという耐え難い体験を何十時間、何度も何度も繰り返し、ルドルフはその魂魄に凄まじいまでの傷を負う事となった。










「まぁ、実際には五分も満たない時間なのですが」


目の前で白目を剥いて泡を吹き、更には失禁まで晒して気絶するルドルフを、シャーリィは実に冷めた目で見下ろす。


あれほど壮絶な斬撃を受け続けたのが嘘であるかのように、ルドルフの体には傷一つ付いていない……否、実際に斬撃で受けた傷は全て嘘だったのだ。


それこそがシャーリィが持つ魔剣の一振り、エペタムの力。その能力は刃で切りつけた相手の五感の操作にある。


脳を焼き切るかのような痛みも、断面から血を噴き出す胴体という光景も、血が飛び散る音も、鼻に付く生臭い臭いも、喉奥から漏れる鉄のような味も、その全てがエペタムが見せた幻覚だ。


そしてどこへ逃げてもシャーリィが先回りしている光景もタネがある。第二世界迷獄囚鎖の法則、単純に敵対者をシャーリィの眼前から逃がさず、常に一対一の戦いを強いるということと、敵対者の体感時間を遅くし、味方のは早くするという、高い知性と理性を持つ生物を追い詰めることに特化している。


本能剥き出しの魔物には効果は薄いが、人間に近しい生物ならば話は別。シャーリィからすれば五分の戦いでも、敵対者からすればその何百倍の時間を戦っていると錯覚させる事が出来るのだ。


「この二つを最大限の使っての精神攻撃……これで私たちの事をトラウマとして認識してくれればいいのですが」


わだかまりはあった。狂おしいほどの憎悪があった。しかし、相手は誘拐の現行犯とはいえ、生死を問わずに斬ってもいい盗賊や外道魔術師とは違う。


一国の君主の系譜に位置する人物の従者なら尚の事。ソフィーとティオに余計な重みを背負わせない為にも、妥協に妥協を重ねて精神攻撃で撃退したのだが、最後の様子から察すると、何となく嫌な予感が拭えない。粘着的な意味で。


「ふぅ…………待たせてしまいましたね」


「ううん、大丈夫」


「……ん」


術を解除し、気絶したルドルフ共々現実世界へ戻ってきたシャーリィの元にソフィーとティオは駆け寄り、スカートの裾を軽く摘まむ。


「カイルさんも、お待たせしてすみません」


「いや、僕の事は本当に大丈夫です。……だけど」


何やら言い辛そうな病状を浮かべるカイル。


「……お母さん、わたしたちが帝国の姫様だって言われたんだけど、本当……？」


「……一体、どこまで聞きました？」


「ママが帝国の貴族の生まれで、皇帝のお妃さまだったって……」


恐らく伝えたのはルドルフだろう。自分たちの都合の悪いことを伝えずに説明したためか、色々と認識の違いがあるものの、血筋だけ見れば確かに二人は帝国の姫だというのに相違は無い。


「なんで私たちにパパが居ないんだろう、お爺ちゃんお婆ちゃんが居ないんだろうって本当はずっと気になってた。でも私たち、やっぱりちゃんと知りたい」


「家族でも隠し事はするものだけど……もう関わったら隠し事する意味も無いよね？」


二人の瞳に宿るものは好奇の眼差しではない。生い立ちを知って未来を選択しようとする前向きな視線だった。


思えば少し無茶があったのだろう。同年代の子供が多く居る環境で、母一人子二人で暮らしておきながら経緯を説明しないことは。


余りに聞き分けが良いものだから、シャーリィ自身も甘えていた。しかしここまできて真実を伝えず、選択肢を用意しないのは培ってきた絆を否定することになる。


シャーリィは深い溜息を吐き、覚悟を決めた。


「分かりました……貴方たちが生まれてきた経緯、その全てを話しましょう」

            





母の想い


お忍びと言えど、元首関係者の外出とあっては兵士や守備隊が動くのは当然の事で、辺境の街にはエドワルドとアリシアの後を追うように、一般人に扮した王国兵一個小隊が駐在していた。


彼らの役割は当然王族の守護にあるが、臨機応変に事態に対応することも求められる。例えばそう、王国に踏み入った緊張状態にある隣国の誘拐犯などを護送する役とかが。


「それでは陛下、王国民誘拐を企てた帝国人六名を王都国防庁へ連行します」


「うむ。相手は帝国人だ、くれぐれも慎重に」


「はっ」


エドワルドたちの移動に伴って共に辺境まで移動してきた小隊の副隊長を任じられている兵士は君主の言葉に敬礼で返し、街の守備隊舎から借りた頑丈な護送車に乗り込む。


一見馬車にも似た乗り物の中には、御者や副隊長を除いて辺境の守備隊員五名とルドルフたち帝国人計六名が座っている。


護送車を引く低竜がゆっくりと動き出したのを見送ると、エドワルドは暗い表情で俯くフィリアと、悔しげな表情を浮かべるルミリアナを横目で見やる。


「……正直、自分の不甲斐なさに嫌気がさします。まさか兄の行動がここまで早かっただなんて」


むろん、悪い意味でだ。普段の公務はまごついている癖に人様に迷惑が掛かる行動だけは早いなんてタチが悪いにも程がある。


「エドワルド陛下、並びにアリシア殿下。この度は大変なご迷惑をおかけして、申し訳ありません……！」


震える声と共に頭を下げるフィリアと、それに習うように深々と頭を下げるルミリアナ。


国家元首の権威に未だ神性が宿るこの時世、皇帝の妹と言えども簡単に頭を下げることは許されない。それが例え、隣国の国王であろうともだ。


「頭を上げよ、フィリア姫。この度の一件、不幸中の幸いとはいえ子供たちにも怪我が無く終わった。より腹が黒い話をすれば、帝国に付け入る隙が出来たともいえる。そうであろう？　同志よ」


エドワルドの言葉に対し、無言で顔を上げるフィリア。目の前に居る賢王の真意を汲み取った者が、果たしてこの場に何人いるのか、殆どの者が軽い疑問符を浮かべるだけでその言葉は軽く流される。


「私個人としては姉様のご息女が心配です。こればかりは、怪我の有無が問題ではありませんから。……もっとも、頭を下げる事すら難しいかも知れませんが」


「姫様……」


年端もいかぬ少女が大の男六人に襲われた。その加害者が皇室の近侍だとなればフィリアも他人事では済まされない。


しかし、本来なら会って謝罪をというのがフィリアの本音だが、謝罪など要らない、自分の顔など見たくは無いと思われているかもしれないと思うと、どうしても二の足を踏む。


「だから……その分、私に出来得る限りの事をして、帝国から姉様たちを遠ざけないといけない。もう二度と、私たちの手で取り返しのつかない悲劇を起こさせない為にも」


敬愛する姉のような人に二度と会う事が出来なくなってもいい。ただ、遠い空から幸せになって欲しいと願い、顔を見せずに実行する。


今回王国まで来て顔を見せたのは、皇帝の本気度を伝える為でもあったが、もうこうなってはこの辺境の地に足を踏み入れることも無いだろう。


「それとごめんね？」


「何がです、姫様？」


「だってルミリアナ、あわよくば姉様と手合わせがしたかったみたいだったから」


「なっ!?」


まさしく図星を突かれたかのようにルミリアナは慌てふためく。


「い、いえそんなっ！　姫様の手を煩わせるような願望など、微塵も……！」


そう言い繕いはしたが、もしかしたらとは思っていた。若くして帝国最強という肩書を手に入れた自分と竜王殺し、一体どちらが強いのか、武人として興味が無いと言われれば嘘になる。


「そ、それよりも姫様！　アイグナー伯爵とヴォード子爵の都合が付くまでの二週間、王国に滞在することになりますが、それまでの滞在場所の手配をしておきます」


アイグナー伯爵は帝国南部、ヴォード子爵は王国北部を収める貴族であり、彼女たちの協力者だ。


元々国境で争っていたのだが、フィリアを中心に据えた秘密裏の派閥にアイグナー伯爵が取り込まれて以降、二つの領地はフィリアが帝国と王国を行き来するための経路となっていた。


「ふむ……それならば我が城に留まるといい。丁度ヴォード子爵が一週間後に来る予定になっておる」


「……お気遣い、痛み入ります、陛下」


相手が問題を起こした皇室の人間であることを理解しきった上でのこの発言。フィリアは度量の深い王に頭を下げるばかりだった。










ルドルフたちを叩き潰した後、シャーリィは気絶したカイルを身体強化魔術を使ってギルドまで背負い、手当を施してからソフィーとティオを連れて住居まで戻っていた。


本来ならカイルの家にまで届けるのが最善だったのだろうが、シャーリィは彼の家が何処にあるのかも分からないし、自分たちの住居はこれから話し合いの場になるので選択肢から外された。


結局、誘拐に関する報告等も含めてギルドに連れて行くことにしたのだが、それでもおざなりにしてしまった感じが否めない。


今度改めてお礼しようと誓い、一度家に戻ってから、シャーリィは娘たちにこれまでの経緯の全てを話した。


「以上が、貴女たちの出生とそれにまつわる経緯の全てです」


なぜ皇太子妃であり、子供を胎に宿しておきながら国を出たのか。それを説明するにはシャーリィ自身の事も話す必要があった。


帝国貴族の間で疎まれる白髪とオッドアイ。それを持って大貴族に生まれたシャーリィと、どうしようもない事柄を疎む肉親。


そんな家から自分を救ったはずの皇太子は妹と浮気し、囁ささやいた愛など嘘であったかのようにシャーリィを拷問にかけた事。


運良く逃げだすことに成功し、長らく放置されていた小屋の中で一人、ソフィーとティオを産んだ後、王国まで逃げてきた事。


途中質問や補足などを交えながら、シャーリィは二人の知りたいことを嘘偽りなく答えた。


「それじゃあ、あのオジサンの言ってたことはある程度は本当だったんだ。わたしたちが皇帝の娘だって事」


「はい」


「ママを酷い目に合わせた人が、私たちの本当の父親で、私たちの血縁なんだよね？」


「……はい」


様々な思いがあるのだろう。非道な実父に、家族であるにも拘わらず母を虐げた祖父母に叔父と叔母。母が自分たちを育てるために苦労としていると理解した気になっていたが、その実全く理解していなかった己。


娘たちの悲哀に満ちた顔を見るのはこれが初めての事だったが、まさか自分のひた隠していた経歴がそうさせるなど夢にも思わなかったシャーリィ。


本来ならある程度誤魔化しても良かったかもしれない。しかし、巻き込まれた以上は言い繕わないのが母としての誠意だった。


「ねぇ、お母さん」


「何ですか？」


「……今まで、辛くなかった？」


震える声に首を傾げる。娘の言葉の真意が分からなかったのだ。


「私たち、そんな酷い人たちの血を引いてるなんて思わなかった……それなのにママは私たちを育てて────」


「辛くなかったです」


言いたいことを察し、シャーリィはソフィーが言い切る前に言葉を被せた。恐らくティオも同じことを思ったのだろう、二人揃って目を見開いている。


血の因果というものがある。時に栄誉を、時に憎悪を引き継ぐそれは、個人の価値観を越えた人の本能に作用する、魔術に依らない呪いのようなものだ。


殺したい程憎い男の血を半分引いた娘など本心では育てたくなかったのではないか……その言葉だけは決して口には出させるわけにはいかないシャーリィは、十年間胸に宿し続けた想いを告げる。


「ソフィー、ティオ、私はですね、本当なら一国を一人で相手取って既に死んでいるはずでした」


「え？」


それは、愛というものを妄信した愚かな小娘が辿るはずだった結末。真実向こうに非があろうとも　相手は一国の継承者。残虐な報復を行えば、圧倒的な数の力で自身が破滅することなど分かり切ってた。


「それでも私は良いと思ったし、妊娠したと分かった時はその事が煩わしいとすら思っていました」


復讐の為に力を身につけている最中での妊娠……それも憎いアルベルトの子供ともなれば、二人の懸念通りの想いを抱いたことが確かにあったし、実際胎の中に居た二人を気にせず鍛錬に打ち込もうとしたくらいだ。


「でも不思議な事に、日を重ねる度にお腹の中に居た貴女たちの事ばかりを考えるようになったんです。生まれてきた子供はどんな髪の色をしているのだろう、どんな目の色をしているのだろうと、憎しみとは全く関係の無い事ばかりを」


思い返せば、それは血の因果すら超える母の本能だったのかもしれない。子供を愛おしく思う事に条件など必要ない、気が付けば堕胎を選択せずに命を懸けて産んでいたのだ。


「生まれる直前までは私の命や人生なんてどうでもよかった。復讐さえ果たしてしまえば後がどうなっても知ったことではないと思い込もうとしていました。でも結局産んで、怖くなったんです」


「怖い……？」


「えぇ……私の行動一つで貴女たちの未来に陰を落とすことが怖かった。手放してしまうことが何よりも恐ろしかったんです」


二人を産んだ直後に感じた温もりも、己が行おうとしていた行動によって訪れるであろう絶望も未だに覚えている。


気が付けば二人を連れて帝国を出て、カナリアに誘われるままに冒険者ギルドの扉を開いたのだ。


「最初はただ必死でした。湧き上がる衝動だけで貴女たちを育てて、それ以外の事にはまるで頭が回らないくらいに。そんなある日、自分自身の生き甲斐なんて何も無いのではないか、マーサさんになら後を任せて自分はいつ死んでも大丈夫なのではないかと考えたことがあります」


そう、ぼんやりと見えた終わりを前にして、ようやく気付いたことが事がある。


「でも貴女たちが居た。善し悪しの関係なく、日々変化していく貴女たちの姿が、私の生きる希望になってくれたのです」


元気に過ごす姿を見ることが生き甲斐となった。極端な話、自分が居なくても大丈夫なのではないかという想いに駆られていたシャーリィに、少しずつ大人へ近づく日々が彼女に〝生きろ〟と告げていた。


そして癪しゃくな話だがカナリアにも言われて気付かされた。ただ育て終えることが目標ではなく、日々を過ごす姿を見続ける事こそが目的なのだと。その為にもシャーリィは〝生きたい〟と願った。


「毎日が大変でしたが、何よりも輝かしい十年でした。だから胸を張って、二人の母である人生を良しと思えるのですが……二人はどうでしたか？　私などと過ごせて」


「わたしも……お母さんと一緒に暮らせて良かった……！」


「うん……うん……っ。私も、もっとママと一緒に居たい……！」


穏やかな顔と声で内心を吐露とろする母一人、突如押し寄せた不安と宿業しゅくごうから解き放たれた安堵に涙する娘二人。


怨嗟に塗れた一年と、ただひたすら駆け続けた十年で、ようやく本当の意味で理解し合えた母娘がそこに居た。


「そう思ってくれるだけで良いんです」


両腕を一杯に広げてソフィーとティオを胸に抱き寄せるシャーリィ。今夜ばかりは不愛想な態度は表面に出さず、本心のみを曝け出す。


普段が普段なだけに気恥しいものがあるが、今は不思議と気分が良い。シャーリィは震える愛娘たちを慰撫いぶする様に両腕に力を込めた。


「それだけで、私も救われました」


問題はまだ山積みで、恐らく帝国も諦めてはいないだろう。だがこれからも変わらず共に過ごしたいと娘たちが願うのなら、万難を排してその望みを叶えてみせるのが母の務め。


これまで余計な不安を与えぬようにと気を配っていたが、これからは遠慮することなく守護の力を発揮できるようになった鬼の剣、その切っ先は帝国の頂点へと突き付けられていた。

            





何時もの調子を取り戻して


シャーリィは白魚のような指で包帯を伸ばし、ガーゼを当てたカイルの額の傷を固定する。


『いてて……』


『ごめんなさい、痛かったですか……？』


『だ、大丈夫です。ちょっと傷に響いただけですから、我慢できます』


あの後、シャーリィの住居であるタオレ荘の一室まで通されたカイルは、娘を守ったことで傷を負わせてしまったせめてもの詫びの一つとして、シャーリィに手当てを受けていた。


幻想的なまでに整った貌と、蒼と紅の宝石のような二色の眼が顔のすぐ近くまで迫り、女性的な甘い香りが鼻腔から脳へ到達し、酩酊したかのような眩暈めまいを覚える。


『これで良し……終わりましたよ』


『あ、ありがとうございます』


やがて手当てが終わり、シャーリィの顔が離れると、カイルは緊張から解き放たれてホッとしたような、どこか残念なような気持ちになって心中が複雑になったが、シャーリィは追い打ちをかけるような行動に出た。


『本当にありがとうございます、カイルさん。貴方のおかげで娘は無事でした』


『そんな……いいですって。僕もシャーリィさんに命を助けられたんだから、この位はしないと……』


『私にとっては何よりの恩です。……だから』


シュルリという、布が擦れる音が聞こえる。何事かと思って背けていた眼を向けると、驚くべきことにシャーリィの衣服が肩と背中が露出するほどはだけていた。


『シャ、シャシャシャシャーリィさんっ!?』


『カイル……さん……私を受け取ってもらえますか……？』


『そ、そそそそんな！　お、お礼は私、なんてみたいな事！　ちょっと順序を省き過ぎなんじゃ……!?』


まるで恋する女のような赤く染まった顔でカイルの胸に凭もたれるシャーリィ。その白く、豊満な胸の全てが露わになろうとした瞬間────。


「そこで夢から醒めたんじゃよな？」


「殺して！　いっそ僕の事を殺して！」


シャーリィが娘たちとの対談中、恥ずかしくも幸福な夢を全てカナリアの魔術で覗かれ、カイルは冒険者ギルドの長椅子で悶えていた。


魔術による一斉攻撃を浴びて気絶、その後でシャーリィに背負われるようにギルドまで運ばれたカイルはすぐさま手当てを受けて長椅子に寝かされていたのだが……起きてみればこの有様だ。


恩人にして憧れの女性で実に居た堪れなくなる夢を見た上に、その事をニヤニヤとした表情で嘲あざけられ、思春期の少年の心は羞恥でズタボロである。


「いくら草食系のような顔をしておっても、所詮は男じゃな。ある意味健康的ともいえるが」


「ちょっ!?　どこ見て言ってるんですか!?」


何故か下半身に視線を感じ、両手で隠すカイル。


「ゆ、夢なんて僕自身制御できるものじゃないんですから仕方ないじゃないですか！　これは不可抗力です！」


「知っておるか？　夢というのは本人の欲求が反映されることがあるという学説があるらしいぞ？」


「僕を貶めて一体何が楽しいんだぁああっ!?」


幾ら夢とはいえ、現在色々と大変な恩人を相手にそういう事に対してオープンになれるほど、カイルは大人ではない。


嬉しいやら恥ずかしいやら、とにかく自己嫌悪に陥っていると言っているのに、カナリアは実に大人気なく少年の未熟を嗤う。


こちらの心中全てを察した上で煽っているのが表情から読み取れる分、凄まじくタチが悪い。


「恥ずかしい？　恩人相手に恥ずかしい？　おっと、ケーキが無くなってしまったのじゃ。シェフ、ケーキじゃ！　チョコレートケーキをお代わりじゃ！」


「僕の羞恥心をおかずにケーキ食べないでくれません!?」


シャーリィを始め、大勢のギルド関係者がカナリアを煙たがる理由を身をもって実感した。


恐らくカイルが秘めたシャーリィへの想いに気付いていたのだろう。どんなに些細なからかいの種であっても、見つけた途端にこっちの心境などお構いなしに捲し立てるこの性悪ぶり、まさに狸爺たぬきじじいならぬ狸婆だ。それも大物の。


「折角シャーリィめがお主の願望（笑）どおりに手当てしてくれたというのに、その間ずっと気を失っておるとは悔しいじゃろうなぁ────がぼろべびばぁあっ!?」


「うわああああっ!?　な、何事!?」


運ばれてきたチョコレートケーキを口にした途端、変な悲鳴を上げながら床をのたうち回り、ピクリとも動かなくなるカナリア。


毒でも盛られたのかと思っていると、ギルドの受付からユミナがやってきた。


「あ、心配しないでください。ちょっと見るに見かねて対お婆ちゃん用激辛ソースをケーキにかけておいただけです」


「げ、激辛ソース？」


「この人、極端な甘党の代わりに、辛い物が気絶するくらい嫌いですから。いざという時はトウガラシでもぶつければ撃退できますよ」


笑顔のまま顔に青筋を浮かべる受付嬢はカナリアの角を掴んで引き摺って行く。


「私が楽しみにしてたケーキを勝手に食べて……！　今日という今日は……」


何やら恐ろしい呪詛を小言で呟きながらギルドの裏手がある方向に向かう。確か其処には焼却炉があったはずだというところまで考え……カイルはその思考を破棄した。


話に聞くと二人は先祖と子孫の関係、幾らなんでも身内相手にそこまではしないだろうと。


「ん？　そういえば僕が枕代わりにしてるこの上着って誰のだろ？」


遠くから聞こえる悲鳴を全力で無視しながら、男のものにしては小さすぎる上着を見てカイルは首を傾げる。


何故かそこはかとなく良い匂いまでする。持ち主に返さなければ考えていると、やけにスッキリした表情のルミアが戻ってきたユミナにカイルは尋ねた。


「あの、これって誰のか分かります？」


「あぁ、それシャーリィさんの上着ですね。今度改めてお礼しに行くから、その時にでも返してもらうって」


夢を見た原因がなんとなくわかったカイルだった。


「クククク……今夜はそれでお楽しみという訳じゃな？」


「な、何が!?」


いつの間にか全身煤すすだらけになりながらカイルの背後から上着を覗き視るカナリア。ユミナの「まだ生きていたか」という言葉は全力で聞かないようにした。


「分かっておる、分かっておるぞ。思春期ならば誰もが通る道じゃ……思う存分昂たかぶると良い。妾はその様子をシャーリィに伝えるから」


「僕の評価を瞬殺する行為をほのめかすの止めてくれません？」


牛乳で口直しつつ、さも全てを理解しているかのような優しい表情を浮かべながら思春期を弄る事を止めないカナリアのなんと粘着質なことか。


カイルは相手がギルドマスターであることを忘れ、激辛ソースがたっぷりかかったケーキを口にぶつけようかとも思ったが、流石にそれを実行するのは怖いので全力で話を逸らすことに。


「そ、そういえば誘拐犯に襲われてた時、ティオちゃんが懐中時計弄ったらいきなりシャーリィさんが現れたんですけど、あれって何だったんですかね!?」


「え～？　聞きたい？　妾の偉大な力の一端なんじゃが、聞きたい？」


渋りながらもチラチラとこちらを見るカナリアを見て、カイルは畳みかける。


「き、聞きたいです！　ギルドマスターの凄い力を知りたいです！」


「仕方ないのぉ……ちょっとだけじゃぞ？」


どうやら激辛物の他にも煽てることに弱いらしい。若い冒険者は《黄金の魔女》の特徴をまた一つ知った。


「あれは妾が年間特別賞としてシャーリィに渡した最初の魔道具での。三つで一組の懐中時計の内の二つ、娘御が持つ懐中時計には警報を鳴らす仕組みがあり、シャーリィが持つ懐中時計にはどんな遠く離れた地に居ても鳴らされた警報と共鳴し、瞬時に他の懐中時計の元へ空間転移する。しかも用件が済めば元居た場所にも転移できるという、奴のリクエストに対して存分に答えた逸品なのじゃ！　この妾が直々に魔道具を作ってやるといって真っ先に娘の防犯装置を頼むあたり、奴も親バカというか何というか」


自慢気にシャーリィの魔道具の効果をペラペラと喋るカナリア。自分の理解を超えた魔術をサラッと組み込んだ魔道具の存在に眩暈がしたが、新しい疑問が浮かび上がった。


「年間特別賞……？　何ですかそれ？」


「年初めから年末までの一年で、一番活躍した冒険者の方に送られる景品の事ですよ」


仕事に一息を入れる為か、紅茶を持ってきたユミナが会話に混じる。


「審査はギルド上層の独断によるんですが、一位を獲得した方には漏れなくギルドマスターによる特注の魔道具が送られるんです」


「へぇ……それじゃあもしかして」


「はい、シャーリィさんはこれまで三回特別賞を受賞してるんですよ！」


「うわぁ……雲の上の話題過ぎて理解しきれないけど、とにかくすごい事だけは分かった！　やっぱりシャーリィさんって一流の冒険者なんですね」


「というか、子育て最優先で他のＳランク冒険者さんを押しのけて一位獲るシャーリィさんが異常なんですけどね」


カイルは他人事であるのに、どこか誇らしく感じた。自分が憧れた人は、確かに一つの頂点に位置していたのだと。


（でも……僕はあの人の事何も知らないんだよなぁ……）


むしろ今回の一件で謎が深まった。ただの目立つだけの一般人だと思っていた双子が帝国の姫……ならば、その母であるシャーリィは何者なのか。


気にはなる。気にはなるが……それを追求する勇気は、カイルにはなかった。プライベート、デリカシー、様々な遠慮がそうさせたのもあるが、踏み込み過ぎて引かれたら、カナリアの嘲笑とは比較にならないダメージになりそうだったから。


それになにより、例え何を知ったとしても、シャーリィに対する想いが変わるとはカイルには思えなかった。


ならば知ること自体は重要ではない……何があっても自分がどう思うか、それこそが重要なのだ。


（そう言えば……あの鳥って結局何だったんだろ？）


普段から偶発的にも大事に直面することの多いカイルだが、今回の一件に関しては毛色が違う。今回はまるで、あの青と赤と二羽の鳥に導かれるようにして、ソフィーとティオの危機に対面した。


（何だろ……ただの偶然かな？）


そう思い至って思考を閉ざす。この時の彼は知る由もなかった。今後自分が、あの二羽との関わりの深い出来事に巻き込まれるということを。










街が寝静まる深夜、タオレ荘の一室では一つのベッドに身を寄せ合って眠る三人母娘。


普段は娘二人の部屋と母の部屋とで……偶に一緒に寝ているものの……別れて眠るのだが、今日ばかりは初めから同じ布団に包まっていた。


「……暑い」


少し火照った顔でティオは呟く。身に纏う夏用の薄い寝間着は、年頃の少女に似合わない……それこそ、年頃の男が着ていそうな青い柄の無い物だ。


じわりと浮かぶ汗で少し湿る寝間着の襟えりを抓み、手首を動かしながら肌に風を送り込む。


「だから言ったでしょう。もうじき夏も本格的に始まるのですから、三人で固まって眠るのは止めた方が良いと」


「うぅ……でも、今日だけはこっちの方が良いもんっ」


白い生地にフリルとリボンをあしらった少女らしい寝間着のソフィーは、ティオと同じく簡素な寝間着を纏うシャーリィに敢あえて抱きつく。


襲い掛かる帝国の手によって母の元から離されようとしたせいか、眠りにくくても今夜は母と並んで眠りたいらしい。


シャーリィ自身、体温の高い子供に左右から挟まれて暑いのだが、耐えられないほどではない。むしろこうして子供が甘えてくれると、自立云々の教育論を棚にあげたくなるくらいには嬉しいものなのだ。


（それに、何時までもこう出来る訳ではありませんしね）


子供は大人になるのが必然だ。ならば、甘えられる内は存分に甘えさせたいと思うのが母の心境と言うものだろう。


「お母さん……起きてる？」


「……えぇ、起きてますよ。どうかしましたか？」


「帝国の人って、また来るのかな？」


ティオの言葉に、反対側で寝転がるソフィーも反応した。事態の大きさは察しているのだろう、二人とも帝国側が自分たちを諦めていないことを察しており、それは紛れもない事実であると想像するのは容易い。


帝国は紛れもない大国だ。フィリアの事を考えると様々な思惑があるのだろうが、後継者問題ともなれば王国を相手にしても諦めはしないだろう。


「来るでしょうね。まぁ、凝りもせず現れたとしても私が撃退を────」


「ううん、違うよママ」


闇の中に光る蒼い眼が、反対側から紅あかい眼が、シャーリィの横顔を見つめる。


「私たち、ママがご飯作ってくれてる間に話したの。これからどうすればいいのかって」


「ん。正直、話が大きすぎてどうすればいいのかなんて全然分からなかったけど、とりあえずこれだけは言わないとってことがある」


せーのと、息を合わせてソフィーとティオは告げた。


「「母と一緒に冒険者になるから姫にはならない」」


それは二人が今なお描き続ける、まだ形になっていない夢。いつの日か、戦いに明け暮れる母と共に世界中に散らばる美しき自然を眺めるという、将来の展望だった。


「大人の人たちには相手の都合を無視してやらなきゃいけないことがあるのは分かってるつもりだけど、言うのと言わないのとじゃ全然違うでしょ？」


「だったらちゃんと、わたしたちは辺境の街に残るって伝えないと。……意味があるかは分からないけど、こっちの意思も知らずに連れ戻そうとされるのは気味が悪いし」


少しだけ……ほんの少しだけ涙腺が緩みそうになった。十年前のあの日、復讐に身を焦がした鬼の指を握った小さな手の持ち主が、一国の意思を相手に意志を貫こうとするまでに大きく育ったのかと思うと余計に。


大の男六人に囲まれて怖かっただろうに……その成長が嬉しくもあり、悲しくもあった。


（それでも二人が決断した……なら、私もやるべきことをやらなければ）


その存在を確かめるように、シャーリィは両腕で双子を抱き寄せる。未だ彼女たちが胎の中に居た時の事を思い出した。


抱き締めるだけで無性に安心できる温もりと鼓動は、あの日と何一つ変わっていない。


「……えへへ」


「……ふふ」


そんな母の行動に少し驚いたソフィーとティオだが、くすぐったそうに身を寄せてくる。


暑い暑いと軽口を叩きながら眠ろうとしたその時、ソフィーは眼前に聳そびえる大きな山……もとい、シャーリィの胸を見て跳ね起きる。


「って、そう言えばママ!?　前にティオにだけブラ買うとか聞いたけど、どうして私だけ成長が遅れてるの!?」


「っ!?　ケホッケホッ！」


余りに明け透けな話題に思わず咽むせるシャーリィ。以前廊下の真ん中で胸の成長云々について騒いでいたが、まだ引き摺っているらしい。


「い、いきなりどうしたのですか？　別に成長が遅れてるという訳ではないでしょう、単にティオは大きくなるのが他より少し早いだけで」


「そ、それはそうかもだけど……ティオにだけ胸が大きくなる秘訣ひけつみたいなの教えてないよね？」


「いえ、仮にそんなのがあったとしても私は知りませんが……え？　下着が欲しかったのですか？」


「お、おねだりしてる訳じゃないんだよ？　でも……お店で見比べてみたらブラの方が大人っぽかったから……」


シャーリィの異能による身体チェックに狂いはない。ソフィーの薄い胸囲に合う下着など、果たして辺境の店にあっただろうか？


……逆に言えば、ティオの僅かに大きくなり始めた胸に合う下着は確実にあると確信できる程度には並んでいたのだが、それは言わぬが花だろう。


「ん。大人用と子供用とじゃ違いがあるのは当たり前。前にも言ったけど、焦る必要はないと思う。ソフィーもいつかは付けられる様になるだろうし」


「い、嫌味!?　それは先に自分がブラ付けられるようになった余裕なの!?」


布団の中で母を挟みながら険悪さの無い口論を繰り広げるソフィーとティオ。胸の大きさなど特に気にしたことも無いし、ティオの言う通りそのうち大きくなるものだと思うのだが、姉としてスタートダッシュが遅れた事に早くも不満らしい。


ブラジャーの別名は矯正下着。娘がそんなに悩むのなら、今年の年間特別賞を取ったら魔法のブラジャーをカナリアに作らせるべきかと本気で悩むシャーリィであった。

            





国家元首対談


シャーリィからすれば正に背に腹は代えられないとはこの状況を指すだろう。


「帝国への空間転移の行き帰り？　しかも皇帝との対談の場を設けてほしいと？　なるほどなるほど、つまりシャーリィは偉大なる妾の力に縋りに来たという訳じゃな？　どうしようかのぉ～？」


「…………」


あれから二週間後、王都から辺境のギルドに戻ってきた、今すぐにでも殴りたくなるような意地の悪い笑顔を浮かべるカナリアを前に、シャーリィは鉄面皮を保ちながら「だからこの女には頼りたくなかった」と、強く想う。


幼い娘たちの考えは、間違いではなかった。意味があるかどうかは分からないが、こちらの意思を周囲に対して明確化することで対応も変わってくる。


個人……というよりも国民の話だ。帝国の意向が変わらなくても、王国側の人間の対処に変化を望める可能性もある。


その上、経済面で各界に強い影響力のあるカナリアを引き込めれば、大した対処をしなくてもこれまで通りの生活を保てる可能性が高くなるだろう。


とは言っても、最優先するべき事項という訳ではない。最悪の場合、実力で排除することもできる。


カナリアを頼ったのは穏便かつ確実に元の生活を維持できる可能性が高いから。それが叶わないようならすっぱりと見切りを付けようと思ったのだが、カナリアの返事は意外なものだった。


「良かろう、お主の願いを叶えようではないか」


「…………どういうつもりです？　何か、変なものでも食べました？」


「貴様、妾を何じゃと思っておるのじゃ」


こんなアッサリとこちらの要求を呑むカナリアなど、シャーリィからすれば不気味極まりない。思わず拾い食いの心配をしてしまうほどだ。


「何、実は妾にも利の無い話ではなくなっておる故な」


「というと？」


「うむ、実はの」


カナリアは滔々とうとうと語り出した。










ルドルフたちが王国兵に逮捕されてから二日後、自国民が他国で犯罪を犯した事でフィリアを始めとする帝国側少数が迅速に対応している最中、アルベルトが余計な事をしでかした。


外交用の通信魔道具を使って親書を送ってきたのである。これだけならば、何らかの謝罪や今後の身柄引き渡しに関する要求などが書かれているだろうと思うだろうし、実際その手紙を直接見たエドワルドも直前までどんな言い訳を用意したのかと思っていたのだが、そこには信じられない文が綴つづられていた。


『王国に与する冒険者ギルド代表カナリアが帝国皇女二名を貴国へ連れ去ったことは明白。皇女の身柄を取り戻すという正当な理由で迎えに行った我が近侍きんじに危害を加えた上に、皇女の引き渡しの連絡すらないとは言語道断。至急、皇女二名とルドルフ以下騎士六名の身柄を我が国に引き渡すべし』


アルベルトが事の詳細を知ったかのような親書を送ってきたのは、使い魔から送られる情報で知ったからだろうとカナリアは断言した。


そこまで知っておいて言い訳どころか開き直りともいえる内容にエドワルドは怒るどころか呆れ果てる。


本来、他国に居る皇女の身柄を引き渡して欲しいというのなら人を送るより先に親書を送るのが当たり前だ。


だというのに、アルベルトは本来取るべき貴人引き渡し手続き、使者入国手続きなど、外交上必要不可欠なプロセスを全て無視して誘拐紛いの行いをした。


その事に関する謝罪は一切なく、図々しくも罪を犯した者たちに罪は無いと言わんばかりに身柄まで要求する。


「これは王国に喧嘩を売っている……そう捉えるには、余りにも稚拙ちせつだな」


皇帝の座がそうさせるのだろう。初めて出席した大陸国家間会談や今回の一件で、エドワルドがアルベルトに抱いた人物像は、幼稚な万能感が抜けきらない大人だ。


「良かろう、ならばこれは軍兵に頼らぬ戦争である」










《黒獅子王》の対応は早かった。即座にスケジュールを調整すると共にフィリアを通じて皇女引き渡しについて話があると帝国に掛け合い、僅か十日で両国元首対談の席まで持ち込んだのだ。


「……遅いですね」


「ふむ……もうじき定刻が過ぎるな」


大陸には属国というものが存在しない。故に元首同士の対談は立場が対等であるという意味もあって、国境に仮建設されたテントで行われるのが習わしだ。


遊牧民族が使用するものを参考にした大きな天幕で覆われた対談の場には、エドワルドを始めとした王国の文官や兵士たち、会議を円滑なものとするために呼ばれた枢機卿が姿を現さない帝国側を待ち続けていた。


対談は時間厳守、十五分前には着席するのが暗黙の了解にもなっているのにかかわらず、アルベルトが現れたのは定刻十数秒前の時間だった。


「まったく、このような場に皇帝を呼ぶとはどういうつもりだい？　皇女の引き渡しがあると聞いて来たが、本来ならばそちらから伺うのが筋ではないのかい？」


そして第一声がこれである。王国側はエドワルドやカナリアを除いて一斉に眉を歪め、帝国側はフィリアを含めた数人が羞恥で顔を染める。


憚る事も無く、公人としての常識も無い皇帝では付き従う臣下や民は大変であろうと、エドワルドは重税に課せられる帝国人を痛ましく思った。


（いや……気付かぬ内に傀儡となった皇帝も哀れよな）


フィリアから伝えられた情報で、皇帝の暴走の大きな要因を知ったエドワルドの眼には、アルベルトが只々哀れに映った。


「……よく来られた、アルベルト殿。談笑に盛り上がりたいところではあるが、互いに忙しい身。さっそくだが本題に移ろうではないか」


「そうだね。それで、私の娘であるソフィーリアとティオニシアは何処に？」


首を左右に振って辺りを見渡すアルベルト。


「……そちらが皇女と主張する少女たちの名前は、それぞれソフィーとティオであると記憶しているが？」


「それは娘らの母親がつけた名前だ。皇女には皇女の相応しい名がある。せめて呼び慣れた名前を改良しただけでも感謝してほしいものだ」


ここに当の本人たちが居れば激怒していただろう台詞を、何の悪びれも無く告げる。周囲が大なり小なり顔色を変える中、エドワルドは一切表情を変えずに答えた。


「成程、そちらの主張は分かった。だが、それに応える理由は我が国には無く、故に件の少女たちもこの場には居ない。其方の近侍を含めた騎士六名もな」


「何だと!?　王国は皇女二人とルドルフたちを引き渡す為に、私を呼んだのではないのか!?」


「余は皇女引き渡しの件について話があるとしか伝えておらぬ」


たとえ血の繋がりがあろうとも、書類上はただの王国民に過ぎないシャーリィとその娘たち。まずはその事実を盾に牽制するエドワルドにアルベルトは猛然と噛みつく。


「余は一国の長。民を他国に売った王に、どうして臣民が応えよう？」


「そこの魔女が王国に皇女を連れ去ったと知って尚引き渡しを拒否するなど、王国は何時から人攫いの国になった!?」


それをお前が言うなと、フィリアは内心で口汚く罵った。本人からすれば娘を迎えに行ったという認識しかないのだろうが、厚顔無恥にもほどがある。


「確かに後継問題や皇妃殿の立場で必死なのは理解できる。だが、当時胎に子を宿していたシャーリィ殿のあらゆる繋がりを断ち、これまで子供の認知もしていなかったのであろう？　ならば母娘共々既に帝国民に非ず、帝国へ渡す道理も無し。これは国際間の調停を司る聖国も認めたことだ。近侍以下六名についても同様であり、貴国で裁くつもりが無いのであれば王国として身柄を引き渡すわけにはいかない。正義はこちらにあると考えるが？」


「そ、それは……！」


流石のアルベルトも、王国だけではなく天空の女神を奉じる宗教総本山であり、国家間のブレーキ役である聖国まで出て来られては怯まざるを得ない。


そして本人は認めたくは無いと思っているが、内心ではエドワルドの言う通り婚約者としての立場を捨てさせ、実家との繋がりも断たせた判断は失敗であると理解していた。


これではどんなにこちらの主張を押し出しても、王国はソフィーとティオを庇護するべき国民という立場に置いて守る事が出来る。


（だが……言い換えればただの平民。確かに今回は失敗したが、次は戦争を仕掛けてでも奪還すれば良い……！）


如何に王とはいえ、何百万もの国民に首が回る訳ではないし、何時までも個人にかまけている余裕は無い筈だ。


自分の事は棚に上げておきながら、相手の弱みには敏感なアルベルトはエドワルドが嫌がる事を察していた。


目の前の《黒獅子王》は、屈強な軍を持つにもかかわらず戦争を嫌う。それはアルベルトには理解できない、国の常識でもある。


予算も備蓄も命も、戦争は多大な量を消費する。アルベルトからすれば金や兵など幾らでも使い捨てれば良いと考えているが、エドワルドは極力戦わずに外交を制したいと考えている。


ならば戦争を匂わせてやれば国民二人と国営を天秤にかけて、後者に傾くはずだ。その手の悪辣な知恵だけは働く皇帝は、黒い獅子を脅してやろうと口角を吊り上げる。


「だが、こうして何時までも言い合って戦争を匂わせられては面倒だ」


「っ!?」


しかし、そんなアルベルトの考えを予想していたエドワルドのたった一言で口から出かかった言葉は制されてしまう。


「しかし貴国としても侵略で消耗するのは避けたいはず……さて、どうしたものか」


「畏おそれながら提案がございます」


挙手したのはフィリアだった。素知らぬ顔を浮かべるエドワルドに対し、怪訝な表情を浮かべるあるアルベルトは妹に発言の許可を与える。


「……言ってみたまえ」


「王国に理があるのは承知しました。しかし帝国としては皇帝陛下と血の繋がる娘御二人と縁を結び、皇位継承者として帝国へ来ていただきたい。そこで古い形式ではありますが、神前試合を申し込みます」


神前試合とは、聖国の枢機卿立ち合いの元行われる、いわば国の代理戦争のことだ。


古い時代には戦争をする余力を無くした両国がそれぞれ代表の戦士を一人選出して武技を競い合わせ、勝利者側の国が領地や人、有利な条約などの権益を得ていたという。


しかし重要な国家間の取り決めを話し合いを放棄して賭博じみた決闘などで決める倫理的問題から、近年では形だけ残った遺物である。


（これで良かったのですよね？　エドワルド陛下、カナリア様）


そしてこれこそが、フィリアたち三人が画策した罠である。このまま話が平行線をたどれば、両国の被害が広がる戦争を、愚帝は一方的に引き起こしかねない。


ならばこの神前試合で王国が勝利し、王国への侵略を一切禁止してしまえば良い。幾ら廃れた形式とは言え未だ効力が生きている神前試合、もし勝利によって決められた条約を破れば、周辺諸国は一斉に敵に回る事になると告げると、アルベルトは悔しそうに歯噛みする。


敗北時のリスクもあるが、アルベルトが戦争を理由に脅しを仕掛けてくる時点でそれ以上のリスクを負うのだから、そう言う意味では同じことだ。


（それに加えて駄目押しもある……そこまでやれば、帝国は姉様たちを帝国へ連れて行く正当性を永遠に失う）


いずれにせよ、御前試合に勝利してこそ真価を発揮する手札。後はアルベルトさえ承認してしまえば良いのだが……。


「ぐ、うぅぅ……！」


「如何された、アルベルト殿。フィリア殿下の案に何か問題でも？　欠陥の多い取り決めではあるが、侵略よりも決闘の方が遥かに妙案だと思うのだが？　確か帝国は、古くから魔国との折り合いも悪かったな」　


アルベルトは悩んでいた。場を好き勝手に制された屈辱もそうだが、自分の思う通りに行かない現実に対して、周囲に内心八つ当たりするので頭が一杯になっている。


皇帝としてのプライド、妹姫に指揮を奪われる屈辱、悠然と対応する《黒獅子王》。アルベルトが理想としていた、自分が主導権を握っている対談とは正反対の状況に言葉すら出て来ない中、これまで口出ししてこなかったカナリアが呵々と嗤う。


「くははははは！　そう苛めてやるものではないぞエドワルドよ。頭の悪い坊やに対して大人気ないからのぅ」


「あ、頭の悪い坊や……？　それはもしや、私に言っているのか……!?」


苦悩は憤激に。脂汗が滲んでいた顔に血が集中して火照るのをアルベルトは無意識に感じ取った。


これまでのアルベルトは人々に憚られながら生きてきた。妹のフィリアは近年対立しつつあるが、それでも彼の味方をする者は多く、尊重されることがアルベルトにとって当たり前の事なのだ。


故に彼は今日初めて、混じり気の無い悪意と共に吐かれた暴言を受け止めた。


「始めの勢いが瞬時に衰えさせられる様は見ていて爆笑モノであったぞ皇帝。まぁ所詮は弱小国家のお遊び武芸、王国兵はおろか我がギルドが誇る冒険者の足元にも及ばぬ者ばかりなのじゃろう？　辛いわー、帝国の雑魚どもと冒険者に圧倒的な違いがあり過ぎて辛いわー」


「き、貴様ぁっ!!　私が治める国を侮辱するかっ!!」


これにはアルベルトも声を荒げさせて激怒し、ルミリアナを始めとする付き従ってきた帝国騎士たちの表情にも怒りが宿る。


自分たちが誇る騎士の力を遠慮の欠片も無く嘲笑われては当たり前ではあるが。


「まぁ、それもその筈か。肝心の皇帝がこれでは致し方ないこと……先程から黙って聞いていれば己が優先されて当然とばかりの態度にはキモさしか感じられぬぞ」


「キモッ!?」


「そうじゃ。お主はキモい。その想いは今こうして話している時も募るばかりじゃ」


仮にも一国の長を相手に暴言を吐きまくるカナリア。厳密には何処の国にも属しておらず、経済的にも性格的にも能力的にも手に負えない彼女だからこそ許される蛮行だ。


「このような過剰な自惚れに塗れたお子ちゃまが治める国の戦士など、屈強な王国兵や冒険者の足元にも及ぶまい。それを察するあたりまだ救いはあったかのぅ？」


「……良いだろう……！　そこまで私を貶めるというのなら受けて立つ！　私の娘とルドルフたちの身柄を掛けた神前試合、精々我が国の騎士の力に慄おののくがいい！」


怒りに身を任せて安易にフィリアの案を受け入れるアルベルト。


こうして、ソフィーとティオの将来を賭けた戦いの舞台の幕が上がるのだった。










「何か言い残すことはありますか？」


「ぬおおおおおおっ!?　止せ、止めるのじゃ！　剣で頭蓋を削るのは止めるのじゃ！　脳は洒落にならん！」


辺境の冒険者ギルドの中庭で、カナリアの首から下を地面に埋めて剣の切っ先で頭蓋に切り傷を入れていくシャーリィ。半不死者イモータルの弱点である脳を傷付けかねない精緻せいちな斬撃を前に、流石の魔女も悲鳴を上げざるを得ない。


「話は分かりました。後に娘関連で帝国が起こす面倒事に対して王国が牽制してくれる勝負の場を設けてくれたことも、それが外交上、王国が出せる最大の妥協であったということも理解できました。ついでに、帝国側に冒険者の力をアピールする場にしようとするカナリアの魂胆も」


「おお、察しが良いではないか。褒めて遣わすぞ」


ですが、とシャーリィは蒼と紅の二色の眼に剣呑な光を宿す。　


「そういう事は話を進めるよりも先に私たちに話を通すべきでしょう？　エドワルド陛下辺りがその辺りの配慮をしていると思っていたのですが？」


「いや、対談までの間に妾は何度かこの街に帰ってくる用事があっての」


「ならなぜその時に私に伝えなかったのです？　娘や帝国の事があったので、この街から離れていませんでしたが？」


「うむ、妾も街に戻った時にでも伝えるから心配無用とエドワルドに言ったのじゃが……実は深ぁい事情があって事後報告になってしまったのじゃ。聞いたら驚くぞ？」


「何です？　話だけなら聞きますが？」


「実はギルドのシェフが妾の知らぬところで新作のスイーツを開発しておっての。急遽その試食をするという重大な仕事が……」


メゴリという、何か硬い物が割れた音が青空に木霊こだました。


「まぁ良いでしょう。いえ、良くは無いのですが……進展ではあります。正直、一国の動きを止めるには国の力を頼らざるを得なかったですし、こちらの要求も通すならそれで」


相手が誰なのかなど関係ない……ようは勝ってしまえば良いのだ。


かつてないほどの気炎に燃える《白の剣鬼》は、未だ見ぬ帝国の戦士の幻影を舞い散る木ノ葉に重ね合わせ、音を遥かに凌駕するひらめきと共に切り裂いた。

            





決戦の幕


更に、一週間が経過した。気の早い蝉が森林で鳴き、太陽の熱気が燦々と降り注ぎ始めた季節となり、決して公にされぬ政治的意思が介入した戦いの舞台を熱する。


神前試合の場に選ばれたのは帝国の帝都、建国以前より存在した岩山を削り、装飾を施した皇帝の城の一望できる空中闘技場だ。


かつては剣闘士たちが血で血を洗う戦いを貴族たちの賭場であり、現在では重要な文化財としての一面を持つコロシアムには、審判席に中立の枢機卿を置き、国王エドワルドと王妃アリシア、そして文官や王国兵たちが南側に。


北側には皇帝アルベルトと皇妃アリス。その周囲を固める貴族たちとその息がかかった文官や騎士たちが。


「まさか……再びこの地を踏むことになるとは思いませんでした」


南側に位置する闘技場に続く通路の中で、シャーリィは古い石造りの天井を見上げる。


帝国の狙いはソフィーとティオの二人、ならば王国側の代表として選ばれるのは彼女以外に存在しない。


そしてこれは最早シャーリィたち家族の問題ではない。戦争を抑止するために国王自らの依頼……国の安寧を賭けた重責が一人の冒険者の双肩に重くのしかかる。


もしも仮に神前試合で負けた時の帝国の要求が読めない以上……いずれにせよ、碌ろくなものではないことは確かだが……一国を巻き込む可能性が高く、敗北はあり得ないものとなっている。


「しかし、何でわざわざ帝国まで来てやるんだよ？　聞いた話じゃ、国境で戦ったりするもんじゃねぇのか？」


「さぁ？　お偉いさんの考えなんてアタシにはサッパリ」


「カナリア殿の話によると、どうも皇帝が何度も移動することを渋ったそうですな。権力者としてはあり得ぬ話ではありませんが」


「ていうか国王陛下のフットワークがおかしいんですよ。護衛付きとはいえ他国に入るなんて」


そんなシャーリィの近くで雑談に興じるのはレイアとクード、アステリオスやカイルといった、シャーリィが最近よくパーティを組む駆け出し冒険者たちと指導役の四人だ。


「でも、まさかソフィーちゃんとティオちゃんが皇帝の血筋だったとはねぇ」


「しかもそうなると、シャーリィさんは元貴族で皇太子の婚約者って事になるんだろ？　どこから来たのかとは思ってたが、これは予想外だったぜ」


「アハハ……私も今でも信じられないし」


「ん、人生何があるか分からない」


そして最後に、当事者であるソフィーとティオを舞台に上がる母を見送る為に集まっていた。


当初は慣例に従い国境の平原で雌雄しゆうを決するはずだったが、それを無視して長時間の移動を渋り出したアルベルトとアリス。


そこで下手に出たのが意外な事にカナリアとエドワルドだった。カナリア得意の空間転移魔術があるので王国側の人間の移動に時間が掛からない王国側からの配慮という形で帝国に招かれた国王と王妃だが、それでも緊張状態にある国の真ん中に行くことに臣下一同が猛反対。


カナリア自ら国王夫妻の護衛に徹底するという条件で入国の承認を得たのだが、試合中のソフィーとティオの護衛はどうするかという話になった時、真っ先に思い浮かんだのがアステリオス率いるパーティだった。


「シャーリィさん！　あんな女の敵なバカ皇帝、捻り殺しちゃえ！」


「レイア、それは流石に……それに戦うのは皇帝陛下じゃないから」


ビシッと拳を突き出して苛立ちを露にするレイアをカイルが一応諫める。


護衛の依頼をする以上、情報開示は避けられないものがある。守りに特化したアステリオスはともかく、能力だけなら他にも優れた者たちが居るが、ソフィーとティオの血筋は伝播でんぱさせるべきではないと判断し、しがらみも立場も無くそれなりに気心の知れた彼らを選んだのだ。


四人の内三人はまだ子供の殻が付いた新米で、残りは既得権益に関心の薄い僧兵。人となりも申し分ない。


「股間だ！　奴の股間をもぎ取っちまえ！」


「傷口に塩とトウガラシを混ぜたものを刷り込んでやる！」


シャーリィの過去を聞いた彼らの反応を察するに裏切りも無いだろう。言ってることはシャーリィにとっては下品すぎて、何も言えずに赤面するしかないのだが、精々不敬罪に問われないことを願うばかりだ。


「しかし意外ですな。エドワルド陛下はともかく、魔女殿が相手の下手に出るなど……これは吾輩たちも知らぬ企みが？」


その問いにシャーリィは答えなかった。ただ、闘技場を訪れる前にカナリアはシャーリィに向かって、城を親指で指しながら眩いまでの笑顔で告げた言葉を思い出す。


『ついでじゃ。あの低能トークを垂れ流す坊やの鼻を明かしてやれ。お主もこれまでの鬱憤を晴らしたいじゃろ？』


その言葉の意味するところを正しく理解できてしまうあたり、自分もカナリアに毒されているのではと内心憂鬱になるシャーリィだったが、今はそんな事はどうでもいい。


「……お母さん」


ティオがシャーリィの服の裾を掴む。


「頑張って……！」


ソフィーが戦場に向かう母の手を握る。それぞれ掴む手が震え、瞳には不安が宿っているのが手に取るように分かるが、それを必死に表には出そうとせずに気丈に母を見送る二人の娘の姿は、静かに……それでいてかつてないほどに激しい闘志が内で燃え上がる。


「大丈夫です……私は必ず勝って戻ってきますから」


鉄面皮が常のシャーリィにしては本当に珍しい淡い微笑みを浮かべ、二人と視線を合わせてその頬と髪を慈しむように優しく撫でる。


颯爽と背を向けて光差す舞台に上がる母の背中を見送る視線と、万感の思いを言葉にできずに発せられた短く拙いエール。


理屈などない。単純なものだが、親と言うのはそれだけで無敵になれるのだ。










一方、シャーリィが居る入場通路とは反対側に位置する通路では、帝国を代表する戦士であるルミリアナは赤い髪を紐で纏め上げ、装飾を施された家宝の魔剣の柄を握る。


そんな直属の騎士であり親友である少女の背中を眺めつつ、ここに至るまでの経緯を思い返して歯噛みする。


神前試合の特性上、国一番の使い手が選出されるのが当然なのだが……今回問題に上がったのは、ルミリアナが若くして帝国一の剣技を持つ騎士であるということだ。


自身に心得は無くても、守られる立場として彼女の剣の冴えをフィリアはよく知っている。


故に、シャーリィの実力を疑う訳ではないが、どうしてもルミリアナに勝利するというビジョンが浮かばないのだ。


ならばわざと怪我を負って出場させないか、負けてもらうように頼むこともできるのではないかというと、そういう訳にもいかない。


まず前者の理由として、帝国側を諦めさせるには一番の使い手を倒す……冒険者風に例えるなら魔物の群れのボスを一番に叩く必要があるからだ。


そうしなければ後から幾らでも難癖をつけられるし、逆に言えば帝国の誰よりも強い者が王国に居ると分かれば誰も挑んでこなくなる。帝国側から神前試合を申し込ませないために必要な事だ。


後者の理由は、ルミリアナの生家であるレグナード家が代々血脈に施してきた一種の呪いが原因だ。


レグナード家は古くから騎士を生業とした家系。一切の怠慢や妥協を許さぬその気風は、魔術に依る強制に及ぶほど。


血筋を媒介に物事全てに手加減が出来なくなるという呪術。普段は研鑽けんさんや責務に対して恩恵を与えているが、今回はそれが災いとなる。


極めて強固な呪いで解呪が難しく、主君の命でも抗う事が出来ない。もっとも、僧侶が得意とする審議を見分ける魔術、《センスライ》を使われればそれ以前の話だが。


だからこそフィリアはルミリアナが出場しなくてもいいように画策していたのだが、それらを実行に移す前に突如帝国に現れたカナリアが────、


『そこのレグナード家の小娘を出すと良い。そやつさえ討ってしまえば、残りは取るに足らぬ雑魚ばかりじゃからのぅ』


どの面下げて現れたと激昂するアルベルトや騎士たちを躱しながら煽るカナリアの指名と、またしても怒りに思考が支配されたアルベルトの命に抗う事が出来ずにそのまま出場する羽目に。


一応協力者寄りの立場のカナリアだが、その目的が帝国領土に冒険者ギルドを始めとする商いの手を伸ばすことにある事は分かっている。だからと言って、このタイミングでの宣伝はタイミングが悪すぎる。


「こうなってしまったら最早仕方ありません、姫様。後はシャーリィ殿を信じましょう」


「……ごめん、ルミリアナ。本当なら貴女を応援する立場なのに……」


「私の戦歴よりも姫様が大事にしているものの方が重要です」


状況が状況だけに素直に喜べないが、眼をかけていた剣士と切り結ぶ効用もあるのでルミリアナにとって悪い事ばかりでないのは確か。


ガラではないと自覚しながら、表面上ではおどけてみたが、フィリアの表情は優れない。


尽力してはいるが、皇女はまだ十七歳。経験も力も足りずに、多くの事がままならず流されてしまう事が多い。それが大切な人の娘の将来が懸かっているとなれば尚更だろう。


せめて王国の《白の剣姫》がこの《守護の剣姫》を越えることを祈るばかりだが……後に彼女は、自分が井の中の蛙かわずであるという事を自覚する羽目になる。










「準備は出来たの？」


「恙無く。何分古い仕掛けなので幾つか修理しながらになりましたが、全て動作確認が完了しております」


かしずく文官を見下ろしながらアリスは返ってきた答えに満足げに頷く。


「卑怯……とも思われるかもしれませんね」


「仕方の無い事さ。冒険者如きに負けるとは思わないが、私たちをあれほどコケにされては万が一があってはならないからね」


「何より帝国の未来の為ですもの。何としても、お姉様の御子には帝国に来ていただかないないと」


そのような事は心の片隅程度にしか考えずに、アリスは聖人面を張り付けながらアルベルトに寄り添う。


本来ならば疎ましい姉の子を次期皇位継承者として据える事に思うところがある。しかし子を望めない自分が側妃の存在を気にせず今の立場を貫くには必要な事であることも自覚しているのだ。


ならば我慢するしかない。精々、皇女教育と称して苛めてやろう。自分の支援者の息子……それも贅沢に溺れて醜く脂ぎった男と無理矢理結婚させるのも良い。


「でも私は心配です。子供たちが厳しい王族の世界でやっていけるのか……せめて私が守り導いてあげないと」


「君は変わらないな、アリス。そんな優しい君だから、私は身命を賭してでも守りたいんだ」


内心で胸がすくことを考えながら、それを悟らせないような言動も忘れない。うっとりと目を蕩けさせながら自身を抱き締めるアルベルトの態度に満足し、アリスは舞台の下に隠された仕掛けを眺める。


「それにしても空中闘技場の下にこのような物があったのですね」


「あぁ。腹黒い話ではあるが、貴族たちの出来レースを成立させる為の物だったらしい」


そこにはカラクリ仕掛けの罠や魔術式の地雷などといった、剣闘士を妨害する幾つもの仕掛けが所狭しと並んでいた。


闘技場とは名ばかりで、貴族への接待や気遣いとして望んだ剣闘士を勝たせる為に、正々堂々という言葉の裏で策謀が渦巻いていた歴史は、フィリアですら知らない帝国の闇の一部。


それが今回、子を守らんとする母に襲い掛からんと鈍い発動音を鳴らしていた。


「でもこれでアルベルト様は大陸に名を馳せる偉大な皇帝としての一歩を踏み出せますね」


「あぁ。これからも君が側に居てくれるなら、私は何処までも駆け上がれるよ」


様々な思想が渦巻く闘技場。帝国としては国の未来を、王国としては民の守護と他国への牽制を、一人の母としては子供の未来を掴む為の戦いの幕が上がろうとしていた。

            





秘剣


周囲の音が消えて無くなるかのような雰囲気が、空中闘技場を満たしたのをその場に居た全員が体感した。


紅い直刀と蒼い直刀を携え、白い長髪を風に踊らせる玲瓏なる剣士、その立ち振る舞いは彼女を初めて目の当たりにした者たちは例外なく見惚れ、元々面識のある者たちもその雰囲気に呑まれたかのように意識を引っ張られる。


「何よ……あれ……？」


そして十一年ぶりに女の姿を見た者は、その変わらない……或いはその仕草がそう見えさせるのか、昔以上の美しさと若々しさを誇る姿にただただ唖然とした。


それはアリスを含め、彼女の取り巻きとなっている皇帝や騎士団長、宮廷筆頭魔術師に宰相、果てには両親に兄弟すらもだ。


かつて、確かに拷問にかけて無残な姿にしてやったのをアリスは覚えている。だというのに、遠見の魔術によって舞台上空に映し出されたシャーリィの姿は、その美貌を羨んでいた時以上のものとなっている。


『そ、それが今日牢屋に行ったら、肌も髪も投獄前の綺麗な状態に戻ってたんでさぁ！』


拷問係だった男の言葉が脳裏に蘇る。あの時はただバカバカしい妄言だと思っていたが、今になってその言葉が真実だと理解できた。


どんな手段を使ったのか、現在三十になるはずの姉だった女は、少女時代に内心で妬んだ美しさ以上の姿で再びアリスの前に現れたが、それに対して自分はどうだろうか？


特別劣っている訳ではないという自負はある。しかし十年以上もの歳月により確かに年を刻んだと分かる貌と、映像越しでも分かる化粧もしていない十代相応の素肌を比べて、アリスは久しぶりに嫉妬の炎が内心で湧き上がるのを自覚した。


（そんなはずない……きっと、魔術か何かで誤魔化してるだけっ！　向こうには《黄金の魔女》が居るんだから……！）


しかし真実はともかく、シャーリィが自分よりも美しさで優れていることを理性で認められないアリスは現実逃避に走る。


だが深層意識では理解できていたのだ。あれはアルグレイ家の血統で再現できる若々しさと美貌ではない、それこそ神の寵愛でも受けなければ再現は不可能であると。


「…………」


「……アルベルト様っ」


「っ!?　ど、どうしたんだいアリス？」


その証拠に、あれほど自分に熱を上げていたアルベルトを代表に、自身の取り巻きである美男たちを外見だけで見惚れさせてしまっている。


『ふ、ふんっ。久しぶりに見たが、実に悍ましい髪と目だな。……まぁ、確かに顔は麗しいが』


『それに見てください……あの男好きする体。……勝利の暁には、陛下に下賜して頂けないでしょうか？』


少し離れた席からも、アルベルトやアリスを支援する有力貴族が、シャーリィを蔑みながらも獣欲に満ちた目を向けている。


彼らには見覚えがあった。美男のみならず、支援を目的として多くの貴族と閨ねやを共にしたことがあるアリスだが、中には情欲を抱かなかった者たちもいる。


会話の内容や視線から察するに、シャーリィのような豊満な胸とそれを強調するしなやかな肢体が好みなのだろう……よく言えば小柄、悪く言えば低身長で凹凸に乏しいアリスの体形とは正反対だ。


（まだ……！　十一年経ってもまだ……！）


この観客席に来る前、アリスはシャーリィの面影を強く受け継いだ双子の姿を見た事も、胸中の感情に拍車をかける。


自分に優しい家族に生活。あらゆる意味でアリスはシャーリィよりも恵まれているはずだった。しかしその姿、素質、体も使わず言葉だけで人を引き寄せる求心力、そして天使と見紛う我が子……いずれもアリスが欲しても尚、得ていないものだ。


アルベルトが座っている椅子同様、肘掛けの先にある水晶……闘技場に敷き詰められた罠を発動させる魔道具の存在を強く感じる。


普段自信に溢れたその瞳が、ヘドロのような濁った瞳になっていることを指摘する者は、この場には居なかった。










宝剣を構えて闘技場に立つ《守護の剣姫》。相対するは冒険者ギルドが誇る《白の剣鬼》……ルミリアナにとっては《剣姫》。


帝国最強……すなわち世界最強であるルミリアナを相手に、野蛮な冒険者の中で持て囃されるシャーリィが何処まで食い下がれるのかというのが、帝国側の見解だろう。


（どういう事だ？　実力がいまいち伺えない）


しかしそんな中で、当のルミリアナは困惑していた。達人ともなると、敵対者の僅かな立ち振る舞いで相手の実力を察する事が出来る。


贔屓目ひいきめ抜きに、紛れもない天才であり達人の領域に達しているルミリアナも同じ事が出来るのだが、シュルシャガナとイガリマの切っ先を石床に向けた無構むがまえで佇む姿は、単なる素人にも型のない武人にも見え、彼女は内心で得体の知れないものを感じ取っていた。


「……シャーリィ殿。貴女とこのような形で勝負をすることになるとは思わなかったけれど、私にとっては願っても無い好機でもあったわ。訳あって手加減は出来ないけれど、お互い全力で戦いましょう」


「…………」


返事はない。ただ、蒼と紅の切っ先が僅かに動いた。


「ではこれより、母たる天空の女神の代行の下、両者の武技を以って雌雄を決する。……双方、構え」


審判席に立つ枢機卿が放つ次の言葉が決戦の合図。シャーリィとルミリアナは互いに剣を握り直す。


「……始めっ！」


意外にも、手の読み合いは起きなかった。


「はああああああああああああああああっ!!」


烈気と共に石床を踏み割り、爆発的な速度で距離を詰めたルミリアナ。未熟な者にはその速度に目が追い付かず、振り抜かれた一閃がシャーリィの胴を切り裂いたように思っただろう。


「……な」


しかし血が噴き出ることは無かった。それどころか服には傷一つ付いていない。ルミリアナは何時もよりも軽くなった剣に視線を向けると、見慣れた刀身が無くなっていることに気付く。


続いて、石床に何かが突き刺さる音が静寂を破る。カナリアやアステリオスを含む一部の強者だけが、その正体が無くなった宝剣の刃であることを真っ先に認識した。


「っ!?」


ルミリアナは急いで後ろに跳び退く。


寸断されたのだ。自身の全身全霊、真っ向からの全力の一閃を、まるで立木を斬るかのように根元から宝剣を寸断された。


人の理を超えた剣技であることを認識した。先手必勝、相手の隙を突いたつもりの一閃だが、シャーリィはその気になれば全身を切り刻む事が出来たと。


（なんて速さ……！　でもっ！）


受け継がれた呪いはとにかく諦めが悪い。こと剣技において圧倒的格上だという事は理解させられたが、それでも試合に負けたわけではないと理解しているのか、ルミリアナはすかさず柄だけになった宝剣に魔力を注ぎ込む。


すると驚くべきことに、石床や突き刺さった刀身が粒子となって収束し、再び剣の形を成したのだ。


「やはり魔武器ですか」


「そう……我が家に代々伝わる宝剣よっ！」


間合いの外で一回転するかのような刃の軌跡。次の瞬間、石と砂を巻き上げる小さな竜巻がシャーリィを切り刻まんと迫る。


特に表情も変えずに直刀を下から上へと一閃。両断され、霧散する風を突き破るように、今度は縦に超圧縮された水と炎の二つの斬撃が飛来した。


「……ふん」


「くぅっ!?」


触れれば肉骨を寸断し、焼き切る斬撃を前にしてもシャーリィは怯まず、瞬時に掻い潜って間合いを詰める。


影も音も置き去りにする二刀の閃きを何とか受け止めるルミリアナ。そのまま鍔迫り合いにして押し込もうとするシャーリィだが、刀身が帯電していることを悟るや否や、瞬時に間合いを開ける。


遅れてルミリアナを中心に周囲へと振り撒かれる激しい電撃。竜王のように一瞬で脳まで炭化する雷には程遠いが、肉体的な耐久力に優れているとは言えないシャーリィがまともに喰らえば、たちまち身動きが取れなくなって敗北していただろう。


「レグナード家に伝わる剣……今思い出しましたが、そのようなものがあるとは聞いたことがありますね」


五大属性極めればあらゆる状況に対応できる。呪いが発展する古い時代にはそのような戦術論があったというが、魔術が発展した現代でも変わらず強力な戦法であるには変わらない。


そんな戦術論を具現化したのがあの宝剣……《五元の指揮権クラレント》だ。


元々は帝国の権威を象徴するものだったが、戦乱の世でそれをとある騎士に下賜し、そこからレグナード侯爵家が誕生したという。


刃は地属性の魔力で構成され、魔力を流し込んだ分だけ強く、所持者のイメージ通りの属性攻撃を放つ事が出来る破格の武器だ。


先天の才に加えて強力な魔武器……冒険者のランクで例えるならＳランクに到達してもおかしくはないだろう。肩書だけを見れば、Ｂランク冒険者のシャーリィに勝てる道理は無しと、実状を知らぬ者はそう思った。


「で？」


「ぁああっ!?」


渦巻く炎を、吹き荒れる風を、逆巻く水流を、隆起する岩剣を、迸る電撃を悉く体技一つで回避し、再び己が間合いの内に取り込む。


分裂したかのような目にも止まらぬ連続剣がルミリアナを襲う。眩いばかりに連続で飛び散る火花に目を眩ませながら、剣姫はただ宝剣を盾にすることしかできなかった。

            





    
  
  




「……は、速すぎて何も見えないんだけど？」


「ん……右に同じく」


「アタシも遠くからなら見えるかなって思ってたけど……正直何をやってるのかさっぱり」


王国側の観客席でソフィーとティオ、そして新米冒険者三人は闘技場で繰り広げられる神速の剣戟をロングレンジで見ても尚、その全容を理解できなかった。


傍目からは目まぐるしい速さで闘技場全体に五属性の攻撃や火花が散っているようにしか見えず、肝心の二人の姿が目で捉えられないのだ。　


「アステリオスさん……あの二人どんな戦いしてるか分かるか？」


「えぇ。とはいっても、二人は剣に生きる者同士……吾輩も動きは捉えられてもその術理までは分かりかねますが」


やたらめったら斬り合っているように見えるが、その実極めて高度な攻防が繰り広げられている。それもＳランク相当の剣士を防戦一方にさせる形で。


この神前試合、ルール上どうしてもシャーリィが不利になる。武器は最初に持ち込んだ得物だけ、魔術の使用は自由、勝敗条件は降参か戦闘不能になるか。


そして一番初めのルールがネックだ。シャーリィは異空間にある武器の原型を魔力で疑似創造し、剣を使い捨てるかのように戦うのを得意とする。


使用しているのは魔術、しかし武器は増える。この点を執拗に指摘されれば後々面倒になると言って、シャーリィは自ら得意な戦法の一つを封じ、万全の剣姫と相対した。


しかし、それでも尚《白の剣鬼》は圧倒的だった。ルミリアナはとにかく距離を取って遠距離攻撃で牽制しているが、それらは全て掠りもせず、すぐさま間合いを詰められて防戦を強いられる。


確かにルミリアナは強い。竜王すら単独で屠ほふるシャーリィを相手に、いずれ押し切られるとはいえ防戦を成立させているのだから。


しかし、それ以上にシャーリィの強さが化け物じみていると思わざるを得ない。


（今気付いたが、どうやら敵は姫騎士殿だけではなかった様子。魔女殿も気付いておいでのようですな）










冒険者如きに何時まで時間を掛けるつもりだと、舞台に野次を飛ばす帝国騎士団長を初めとした貴族や取り巻きたち。戦況を捉えられていない帝国側にあって、二人だけシャーリィの異常性に気付き始めた者たちが居た。


（ど、どうなっている!?　罠が発動されているにも拘らず動きが鈍る様子が無い……！　アリス、そっちは？）


（だ、駄目です！　こちらも同じようなもので……！）


ヒソヒソと小声で呟き合う皇帝夫妻。シャーリィを妨害して確実な勝利を得る為に舞台の下に隠された罠を発動させているが、その全てが何故か不発で終わるという不可思議な現象にただ漠然とシャーリィに原因があると直感で理解したのだ。


反則というのは審判に悟られては意味がない。魔力探知が叶わぬほどの隠密性に長け、眼に見える変化を起こさない魔術的な罠の数々で、有力者が有利になる多くの出来試合を彩ってきた空中闘技場。


靴の裏が一時的に床と接着する、全身が痺しびれる、摩擦係数を無くすなど効果は様々だが、それら全ては意味を成さなかった。


────見よ、シャーリィ。どうやらあの闘技場にはかなりの罠があるようじゃぞ？


────えぇ、見えていますよ。どうやら正々堂々とはいかないようです。


しかし最強の魔女と全てを視通す異能の持ち主を前にしては、そのような策謀は丸裸同然である。


事前に罠を排除することも出来た。しかしそうはしなかった理由は至って単純……別に罠だらけの闘技場でルミリアナを相手取っても問題無いからだ。


冒険者とは、常に危機を踏破していく者。シャーリィはルミリアナという一級の魔術騎士と戦いながら罠を無効化しているのだ。


その目で捉えたものであれば、本来色も形も無い概念や呪いですら一刀両断する剣鬼の絶技。足場に流れる不穏な魔力の流れを見極め、対戦相手にすら悟らせぬ神速以上の速さで剣を振るい、罠の効力を断つ。


策も技術も性能も、正面から捻じ伏せる圧倒的な力。その存在に気付いた時、アルベルトやアリス、そして対戦相手のルミリアナは初めて自分が何と戦っているのか、その影を捉える事が出来た。


（まるで山……山のような巨大な怪物……！）　


そんな幻影が見えるほど、この白い剣士は人の理から逸脱している。しかし彼女は騎士だ。呪いなどこの際関係ない、主君の為に掲げるべきは常に勝利でなければならないのだ。


「これで……どうだぁあああああああああああああっ!!」


吹き荒れる突風の助けを借りて後退し、乾坤一擲けんこんいってきの魔力は剣を通して周囲へと広がる。すると三百六十度、まるで隙間が見当たらないほどの密度で拳大の霰や礫が大気や床から生み出された。


似たような魔術で石や氷の弾丸を、岩を穿つ威力で発射する魔術がある。ルミリアナが発動したのは、その威力を保持したまま逃げ場のない一斉攻撃を放つことだった。


幾ら常識外れの体技の使い手であろうと、躱す余地さえなければどう対応しても必ず隙が出来る。確実に防ぐには無詠唱の結界術だが、発動させればその隙に最大威力の一撃を叩き込むつもりだ。


十七という若さで一国の頂点に立ってしまった少女の慢心を打ち砕いた強敵を前に、理性ではなく心が貪欲に勝利を欲しているのを自覚したルミリアナ。


（……勝ちたい！）


内心で恥じたが、この一瞬だけ、目の前の剣士以外の事を忘れた。その闘志に応えるように、ドーム状に広がる岩をも抉る弾丸が一斉に中心へと発射された。


まともに喰らえば致命の魔術。観客席から聞こえる愛娘の叫び。シャーリィは愛刀に秘められた真価、その一端を解き放つ。


「星を堕とせ、《蒼の国壁イガリマ》」


翼の無い物体が遠くへ飛ぶのは、その移動に速度があるからに他ならない。国の守りを意味する名を持つ蒼い魔剣の能力は、生物以外の飛来物の速度を強制的にゼロにすることだ。


百から零へ。突然速度を失った霰や礫は重力に従い、力無く石床へと転がった。


「そ、そんな……」


渾身の一手すら呆気なく食い破られた。その刹那にも満たない動揺を突くように、急激に動きに鋭さが増したシャーリィは瞬間移動したかのような速さでルミリアナの懐の内に入り込んだ。


「し、しまっ!?」


「遅いです」










話は突然変わるが、アルベルトにとって皇城とは自身の権威と栄光の象徴だ。あの城の玉座に座る事で帝国の頂点に位置しているのだという自負があり、愛しい妻と蜜月を過ごす家でもあったりと思い出に満ち溢れていた。


そして夫とは少し方向性が違うが、アリスにとっても城は非常に大事な場所だ。自分の為だけに作られたドレスや宝石、自分の為だけの花薫る庭園、自分の為だけの権威の象徴……皇太子妃になってから今日までの全てが詰め込まれた場所だ。


だからこそ、今の彼ら……否、帝都にいる全ての者が目の当たりにする光景を現実と容認できる者は極一部だけだった。


「くははははははは！　安心せよ、城の内部と周辺の生物は全て妾の空間魔術で退避させた！　これで人的被害云々の問題は無くなるぞ！」


魔女は呵々と大笑いする。放たれたのは、影すら残さぬ十字斬り。


皇帝の威光を知らしめる巨大な城が縦に一文字に両断されたかと思えば、更に横一文字に両断され、その際に生じた風圧で天高く浮く光景など、一体どれだけの者が受け入れられるだろうか？


そしてその神罰を連想させる大斬撃が、正体不明の自然災害などではなく、たった一人の剣士による、ただの剣技であるなど誰が想像できるだろうか？


「な、なんだこれはああああああああああああああああっ!?」


「わ、私の城が……ドレスが……宝石がぁああああああああっ!?」

            





    
  
  




シャーリィが脇構えから横薙ぎに振るった刀身は、確かにルミリアナの胴体を通過していた。しかし不可思議にも令嬢騎士に怪我一つなく、ただ異能によって視覚化された意識と、直刀が描いた軌跡上に存在する巨城のみを四つに分割したのだ。


始まりは、娘を人質にされた時はどうしようかという発想から体得した理外の技。娘を羽交い絞めしている脅迫犯が居たと仮定して、娘に傷一つ付けずに脅迫犯だけを殺害するためだけに編み出した秘剣。


類稀なる才覚と独自の理論、そして娘への愛が生み出した剣の極地。斬るべきもののみを両断する剣鬼の秘剣《絶影ぜつえい》、ここに開帳す。


「……まさか、城をバラバラに出来る剣士がいるなんて……世界って広かったのね……」


この時、ルミリアナは途切れゆく意識の中で自身が勘違いしているという事を理解した。この神技の担い手が姫などと言う可愛らしい称号を持つはずがない、立ちはだかる全てを切り裂く鬼の称号こそ相応しいと。


「《剣姫》じゃなくて《剣鬼》だったのね……色々見当違いな対抗意識燃やして……馬鹿みたい……」


「何の話をしているか知りませんが……誰がつけたかも分からない異名になど興味はありませんので、どう捉えてくれても構いません」


「……あははは……器の違いそういうところでも……何か負けた気分……」


自重を繰り返すルミリアナ。知らず内に抱いていた傲慢は打ち砕かれ、誇りに土がついた。結果的に負けて良かったのだが、こうも圧倒的な差を見せつけられて無様に負けては、守るべきフィリアに申し訳が立たない。


しかし同時に清々しくもあった。勝手に頂点に立ったものと思っていたが、私はまだ強くなれるのだと。


「それに……手加減もしてたでしょ……？」


「……」


シャーリィは答えなかったが、それは肯定と同義だった。戦いの最中でも不思議に思っていたが、シャーリィはこの止めを刺す以前に何度も勝負を決する機会があったにも拘らず、手のひらでルミリアナを踊らせていたのだ。


全ては城を両断することを邪魔されないため。ルミリアナを城の延長線上に入れ、決着と同時に城を切断するためだ。


「……私にも、断ち切るべきものがあったので」


復讐は止めた。しかし胸の奥に燻くすぶる炎は依然存在していた。カナリアの口車に乗ったのは正解だったと、シャーリィは巻き上げる力を失い落下し始めた城の上部分を見て想う。


「長年の鬱憤が晴れて、個人的にはスッキリしました」


「憂さ晴らしで城を斬るとか……」


化け物め……と、称賛と畏怖、悔しさを込めた言葉は口に出ることは無く、無傷で意識を失ったルミリアナが床に倒れるのと、落下してきた上部分に押し潰され、轟音と地響きと共に皇城が完全崩壊するのはほぼ同時だった。

            





エピローグ


突然の皇城破壊により帝都は今、混乱状態にあった。城内や敷地内に居た者は全て、突然被害領域の外へと移動したために死傷者も怪我人もいなかったが、価値の付けられない皇帝の宮殿の崩壊は財政に致命的なダメージを与えることとなる。


一方、空中闘技場では、シャーリィによる試合を決する剣閃と城の両断のタイミングが重なったことから、彼女に疑いを眼を向けるものが多数いたが、普通に考えて剣で城を両断するなど出来るはずも無いと、帝国側の貴族や重臣は口を開く事が出来なかった。


「あんたがやったんでしょ!?　空間魔術の使い手なら、城をバラバラにすることもできるわよね!?　どうしてくれるのよ！　あそこには私の宝石やドレスがあったのよ!?」


「妾は何もしておらぬぞ？　どこに証拠があるのじゃ？　んー？」


一方、普段の行いもあってカナリアに詰め寄る者がアリスを筆頭に大勢いた。唾を飛ばしながら捲し立てる帝国側を更に煽るようにニヤニヤと嗤いながら、のらりくらりと言及を逃れる。


事実、城の領地内に居た人間を空間魔術で助けた証拠なら残留魔力の調査で発覚することは出来るが、純然たる剣技による破壊の証拠など当然ある訳がない。


「それにしてもお主、本当にシャーリィの妹か？　怒り過ぎて化粧が崩れておるぞ？……実は年の離れた姉とか叔母ではあるまいな？　だがあ奴は三十路なのに十代相応の見かけだというのに、何故お主は年齢相応なのじゃ？……はっ、もしや老け面なのかのぅ？」


自身やシャーリィが半不死者イモータルである事を伏せながら、若々しいままの姉に対するコンプレックスを千年生きた見た目童女に盛大に抉られたアリスが声にならない怒号を上げて周囲を困惑させている頃、アルベルトは混濁する思考を抱えながらシャーリィたちを探していた。


（わ、私の城が……おのれ魔女め……私の城を……！　くそっ！　せ、せめて娘だけでも……！）


自身の誇りの象徴を物理的に破壊されたことによって怒りや絶望などが一体となった感情を内心でカナリアにぶつけつつ、闘技場内を早足で移動しながらソフィーとティオが居そうな場所を虱潰しに巡る。


神前試合が決し、正攻法で連れて行くことも侵略して戦利品として得る事も叶わなくなった今、残された手段は盗人のように連れ去るか、本人たちを直接説得して連れて行くしか方法はない。


（大丈夫だ……！　次期皇帝だぞ？　劣悪な庶民暮らしなどよりも、優雅な皇帝としての暮らしを選ぶに決まっている！）


一体その自信は何処から湧いて来るのか、双子が次期皇帝としての道を選ぶと信じて疑わないアルベルトは、闘技場に続く南側通路に居るソフィーとティオを見つけ出す。


母の勝利を祝福しに来たのだろう、片膝をついて視線を合わせるシャーリィを飛びつくように抱き締めるソフィーとティオを温かく見守る、カイルにアステリオス、レイアにクードの護衛を引き受けた冒険者パーティ。


「あぁ、やっと会えたね！　私の娘たち！」


そんな心温まる光景に、空気を読まずに飛び込んだアルベルトに対し、双子はビクリと肩を震わせ、シャーリィたちは一斉に彼女たちを背中に庇う。


「どの面下げて来たっていうのよこのクズこ……むぐぅううっ!?」


「お前は黙ってろ！　話がややこしくなる！」


クズ皇帝と言いかけたレイアを気に留めることも無く、瞳に宿す警戒心と嫌悪感を察することなく、シャーリィの背中からこちらを窺うソフィーとティオに熱い視線を送りながら語り掛ける。


「初めましてだね、私はアルベルト・ラグドール。君たちの父であり、帝国の長だ。気軽にパパと呼んでくれてもいいよ」


急いで来たためか、額に汗を浮かべながら明るい笑顔でフランクに接してくるアルベルトに対し、シャーリィたちはドン引きしていた。


それもそうだろう、何せこの男は遠隔呪術をかけるように指示したり、誘拐紛いの方法で帝国へ連れてくるように命じた者なのだ。いきなり現れてパパと呼べなど、不気味にもほどがある。


「今まで卑しい生活をさせてすまなかったね。でもこれには悲しいすれ違いが……そう、憎き《黄金の魔女》の罠の所為でシャーリィは君たちを連れて帝国を出る羽目になったんだ！」


（（（え？　何かギルドマスターの所為にし始めたんだけど？）））


内心で一言一句綺麗に同じことを思いながら素で驚く新米冒険者三人を余所に、シャーリィは怒涛の自己弁護と事実のすり替えにドンドン気持ちが冷めていく。昔の自分はいったいこの男の何処に惚れていたというのか。


「でももう心配はない、これからは私の元で煌びやかな生活が待っているよ。さぁ、一緒に帝国に戻って、輝かしい皇女としての生活を送ろうじゃないか」　


直接説得して帝国へ連れて行くという意図を理解したシャーリィは前へ出て抗議しようとするが、それよりも先に背後から身を乗り出したソフィーとティオは震える体を抑えながら真っ直ぐに皇帝の眼を見る。


「私たち……帝国になんて行きません」


「…………なんだって？」


何を言われたのか理解できないとばかりに、アルベルトは茫然と呟く。


「わたしたちはお母さんがいる冒険者の街で、冒険者として暮らしたい。皇女なんてメンドクサイのはゴメン」


「だからもう私たちの前に来ないでください。私たちの家族はママだけ……パパなんて最初から居ないんだから」


二人並べばシャーリィが居るようだと、カイルは想う。明確な拒絶を示され、しばらく呆然としていたアルベルトだが、急に明るい表情を浮かべたかと思いきや、とんでもないことを宣った。


「そ、そうか！　やはり幼い内には母と離れるのは嫌だよね!?　ならこうしよう、シャーリィを私の側室として迎えようじゃないか！」


言っている事が理解できないとはこの事だろう。事実、返事をされたソフィーとティオも、傍から聞いていたカイルたちも、当の本人であるシャーリィですら、彼の言葉に思考を停止させた。


これはアルベルトにとっても好機だった。遠くに位置する巨城を両断するほどとは夢にも思っていないが、事実として帝国最強の天才騎士であるルミリアナを倒せるほどの逸材なら手元に置いておきたいし、久しぶりに会ったシャーリィの美しさを見て未練が湧いた。


客観的に見てアリスとは比べ物にならない美しさ。そんな母の面影を強く受け継ぐ双子の将来にも期待できるだろうし、健全に育てる為にもかつての婚約者を手に入れたいという獣欲からなる欲望が皇帝の頭を満たす。


「アリスから聞いたことがある。君は彼女が私に近づいたことに嫉妬して激しく叱責したと。それほど想ってくれているのなら話は早い。昔は悲しいすれ違いがあったが、皇帝として君の過ちを許し、今度こそ夫婦としてやり直そう。アリスや子供たち同様、君の事を愛するよ」


シャーリィの男好きする体つきを舐め回すように見ながらアルベルトはエスコートするように手を差し伸べる。


そんな皇帝に対し、クードは烈火の如き怒りを瞳に宿し、口を押さえられているレイアはくぐもった唸り声を上げながら暴れ、冷静沈着なアステリオスですら眉間に皺を寄せる。


あまりの言い分にシャーリィは何も言えず、ソフィーとティオはただただ沈痛な表情で血縁上の父を見上げた。


どれだけ無邪気に母を侮辱すれば気が済むのか。婚約者だった母の妹と浮気した挙句、ありもしない罪を被せて耳を覆いたくなるような拷問に処しておきながら、悪びれる様子も無くもう一度結婚を申し込むなど、馬鹿にするにも程がある。


思わずシャーリィの表情を仰ぎ見る。何も言わず、ただ怒りとも悲痛ともとれない顔をしている母を見て、流れる血の情けなさに涙すら浮かんできた。


「～～～っ！　ぷはぁっ！　アンタねぇ！　いい加減に────」


クードの手を振り解いたレイアがアルベルトに噛みつくよりも先に、動いた者が居た。


身体強化魔術フィジカルブーストを初めて無詠唱で発動させ、一気に懐へと飛び込んだ一人の少年。


思いがけない行動というのは、動きを察知することに長けた達人であるほど影響力があるという。動きを正確に捉えていたアステリオスやシャーリィは、まさか少年がそのような行動に出るとは思わず呆気を取られ、偶然にも達人の虚を突いた彼の渾身の右拳は、助走の勢いを加えて皇帝の顔面に減り込む。


「ぶがあっ!?」


余りの勢いにアルベルトの両足が宙に浮く。殴られた勢いで強かに壁に頭を打ち付けた皇帝は鼻血を垂らしながら白目を剥いて気絶、その場に居合わせた者全員が加害者に視線を向けるばかりだ。


「……ど、どうしよう……？　皇帝、殴っちゃったんだけど……？」


そんな静寂の中心にいる少年……カイルは、自分のした事の重大さに情けない声を絞り出すのだった。

            





    
  
  




帝都近郊には歴代の皇族を弔う墓が存在する。風の吹く丘の上に建設された宮殿の中には歴代皇族の名が刻まれた石板と、手向けの華が添えられていた。


「ルグランド陛下……エリザベート皇妃……」


その中に二輪の白百合を混ぜたシャーリィは、瞳に哀愁あいしゅうを滲ませながらかつて父母同然に接していた二人を思い出す。


先帝夫婦であるルグランドとエリザベート。情熱的で精力的な理想家であり、常に民の為に何が出来るのかを模索しては実行する、まさに一国の長の鑑ともいえる人たちだった。


未来の義理の娘であったシャーリィにもフィリア同様実の娘のように愛してくれて、当時の彼女に初めて家族の温もりを教えてくれた優しい皇帝と皇妃。実子でありながらなぜアルベルトがあのように育ったのか分からないくらいの人格者でもあった。


その二人が、自分の知らないところで墓の下に入ってしまったと思うと、胸に穴が開いたかのような妙に気持ちになった。


「……何を躊躇ためらっているのか知りませんが、花を置きたければ置けばよいのでは？」


石板から目を離さず、シャーリィは後ろに声を掛ける。すると、柱の陰から花束を抱えたフィリアが遠慮がちに現れた。


「ご、ごめんなさい。邪魔をしない様にと思ったのですが、気を遣わせてしまったみたいで……」


「気にする必要はありません。ご両親に花を添えるのに何を気遣う必要があるのです」


花束を石板の前に置いて黙祷をささげる。そのまま横に並んだまま黙って石板に刻まれた先帝夫婦の名前を眺めるが、気まずい雰囲気を耐えかねたのか、先に口を開いたのはシャーリィだった。


「カナリアから聞きました。お二人は現皇帝と敵対していたと……自惚れでなければ、それは私が原因ですか？」


「それは…………切っ掛けはそうだったかもしれません」


アルベルトの権威の象徴である城を両断することで、帝国へ帰らないことを示したシャーリィ。しかし、十一年前に清算するべきことがまだ残っていた。


あの偽りの断罪の際、諸外国を巡っていた先帝夫婦とフィリア。もしも三人がシャーリィが知っているままの人物であれば、シャーリィは何も告げずに長年音沙汰無しの状態になり、多大な心労を掛けたことになる。


正しく前へ進むのであれば、帝国へ置き去りにしたものにも向かい合わなければならない。それがせめてものケジメと言うものだろう。


「予定通りに帰ってきてようやくシャーリィ様への仕打ちを知ったお父様とお母様は陛下に対して激昂され、皇族は皇帝派と皇太子派の二つに割れました。始めは元々の立場や地盤で勝っていたお父様が有利に進めていたのですが、いざ皇太子廃嫡へと話を進めようとした矢先に」


「暗殺されたのですね？」


「……はい」


それはフィリアから王国へ、カナリアを通じてシャーリィへと知らされた闇。世間一般では知られてはいないが、アルベルトと懇意にすることで甘い汁を啜ってきた王太子派の貴族たちは、彼が廃嫡になることを恐れ、主君である皇帝に毒を盛り、まんまと飾りである神輿を皇帝の座へ収めたのだ。


そこからは世間の知る通りの悪評三昧、ルグランドたちが築き上げてきた信頼と栄誉は地に堕ちた。


「陛下に幾ら進言しても聞く耳を持ちませんでした。陛下にとっての忠臣である彼らが父と母に毒を盛る等ある訳がない、きっと敵対勢力の差し金だと言って」


それが事実ならこれほど滑稽こっけいな話はない。どう考えても自らを傀儡にしようとする実の父母の仇を自分から懐に入れ、忠臣と懇意にしているのだから。


「……私の事について、何か言っていましたか」


全てを切り捨てたはずだったし、事実帝国になど興味の欠片も抱かなくなっていた。かつての父母代わりの人を思い返せたのは、己と離れたくないと言ってくれた愛娘の言葉があったからだ。


「……ずっと、気にかけていました。お父様もお母様もシャーリィ様への仕打ちに激怒し、それ以上に悲しんでおいででした。皇太子と敵対することも厭いとわず、国を動かす傍らで貴女の事を探していましたが、それも重荷を下ろさせて穏やかな暮らしを送って貰う為でした」


私もそう願っていた……とは言わなかった。ただ、言い訳じみた言葉であろうとも亡き父母の想いだけは何一つ偽らずに答える……それがフィリアが今示せる誠意だった。


「そう……ですか……」


シャーリィは天井を仰ぐ。実の父母から冷遇されていたシャーリィを温かく迎え、時に厳しく、時に優しく接してくれた義理の父母。


ソフィーとティオを育てる時も二人の行いを参考にしていた。壮絶な裏切りの果てに多くの者へ憎悪を抱いたが、受けた温もりが偽りなどではなかったことだけ、ただただ良かった。


「ご息女が皇位継承権を与えられることは、此度の神前試合で帝国は外交上での正当性を失いました。それに加えて、帝国に残っていたシャーリィ様に関する記録は一つ残らず破棄しましたので、血筋での正当性も書類上は失っています」


それは、シャーリィが公爵家出身であるという事実すらもみ消したフィリアのダメ押し。形だけ残っていた戸籍や出生記録などを全て破棄することで、高貴な血筋などではなく、元帝国人であるという事すら堂々と否定できる……これで幾らアルベルトが血が繋がった親子だからと言っても、それすら否定する事が出来るだろう。


「ではこれでお別れです。今まで、ご迷惑をおかけしました」


そしてそれは、かつて繋がっていたフィリアとの縁も切れるという事。最早この場にいる二人は未来の義姉妹という関係にあったという過去すら抹消された、完全な赤の他人である。


姉のように敬愛し、目標としていた人との別れ。しかし彼女を想えばこそ、この別離は必要なのだと心に言い聞かせて背を向けるフィリアに、シャーリィはポツリと呟いた。


「友達が出来たのですね」


「……っ！」


思わず、足が止まる。まだシャーリィが帝国に居た頃、皇室故に友の居ないフィリアは、その事にコンプレックスを抱えていた。


「私と試合したあの少女騎士……天賦てんぷの才以上に、意思を宿した剣に感じました。以前ギルドで見かけた時はどこか親しい雰囲気だったのでそうかと思ったのですが」


「はい……自慢の親友です」


どうして今になってそのような事を言うのだろう？　必死に涙を隠して別れを済ませようとしていたフィリアは、シャーリィが当時の事を覚えてくれていた事実にただ打ち震える。


「人見知りで知らない人の前ではすぐに私の後ろに隠れていた割には、寂しがり屋の貴女のことをずっと気に揉んでいました」


「……はい」


「素直に私を慕ってくれる貴女は、私にとって本当の妹のような存在で、いつかそうなる時を楽しみにしていました」


「……はい……！」


何時かシャーリィが本当の姉になる事を楽しみにしていたフィリアと同じ思いだった。目尻に浮かぶ涙は瞳を濡らし、震える声で単調に返す皇女の胸中が満たされていく。


血縁に味方が居なくなった、孤独な戦いだった。たった一人で味方を作り、民の為に皇室を堕とそうと躍起になっている時に支えとしていた思い出を、憧れの人が共有してくれたのだ。


「これで貴女との縁も消えましたが……今回尽力してくれたことは忘れません。何かあった時は、王国辺境のギルドを頼ってください。これでも冒険者ですから、依頼があれば駆けつけます」


「はいぃ……っ！」


悲しみではない別の涙を拭うが、後から後から溢れてくる。そんなフィリアにハンカチを渡し、シャーリィはそのまま立ち去って行った。


かつての縁は確かに断たれた。ここに紡がれたのは冒険者の縁。貸し借り損得がものをいう、シャーリィとフィリアの新しい縁である。


「ありがとう……姉様……！」


先の見えない戦いを始めたことに後悔はないと、今なら言える。無愛想に縁を新しく結んでくれた……その事実だけで救われたのだから。










「では我らはこのまま公国へと会談に向かうのでな。縁があればまた会おうぞ」


そう言ってエドワルドやアリシア、兵や文官たちは、カナリアが手配した四頭の巨大な翼竜に繋がれた巨大なゴンドラに乗り、颯爽と青空を駆けて行った。


「見て見てティオ！　おっきいドラゴン！」


「ん……！　わたしも乗ってみたい」


「そうですね。また機会があれば私が乗る翼竜に乗せても良いですよ」


「ほんと!?　約束だよ!?」


「えぇ」


帝都を出た平野では飛び去る巨竜に目を輝かせながら空に手を伸ばすソフィーとティオ、それを見守るシャーリィ。


「いやぁ、ようやく帰れる……と言っても、そんなに時間かからなかったけどな」


「いまだに信じられないって言うか、流石シャーリィさんって感じだよね。対戦相手も凄いのは分かるけど、シャーリィさんはそれ以上だったし」


「何事も経験値に勝るものは無しという事ですかな。どうでしょう、帰ったら稽古でも」


「「今日は休みます」」


青い顔でアステリオスの提案を蹴るクードとレイア。そしてカイルはというと────


「おやおや、まだ妾の靴が汚れておるぞ？　もっとワックスを駆使して輝くほどに磨くが良い！」


「くっ……！　後悔先を立たず……！」


空中に浮かぶ豪華な装飾が施された椅子に座るカナリアの靴を、頭をグリグリ踏まれながら必死に磨いていた。


幾らなんでも皇帝を殴るというのは一大事だ。当然の如く騒ぎになってカイルが御用改めと連れて行かれそうになった時、カナリアが気絶していたアルベルト以外の帝国人の記憶を魔術で書き換えて事なきを得たのだが、その代償は割と高かった。


「妾は記憶操作で疲れた。その上帰りの空間転移もあるからのぉ～、何か見返りが欲しいなぁ～……主に人間一人分の労働力とか」


「せ、誠心誠意雑用を務めさせていただきます……！」


実に屈辱的である。しかし助かったのも事実なので見返りに応じなければ筋が通らない。カイルは仕方なく奴隷のように働くが、そこに救いの手を差し伸べたのが、意外にもカナリアである。


「そう言えばシャーリィよ、この小僧への返礼はどうするのじゃ？」


「む？　そうですね」


「えー、何々？　何の話」


当事者以外が興味を示し、集まり始める。以前、ルドルフに誘拐されそうになった双子を助けたお礼がまだだったと説明すると、レイアとクードはニンマリと深い笑みを浮かべてカイルの腕を引き、少し離れた場所で頭を引き寄せながら背伸びをして耳元で語りかける。


（どーせなら付き合ってくださいって言っちゃいなよ！　昔の男で傷ついた心を癒すのは新しい男っていうのは相場でしょ？）


（え、えぇえええええっ!?　む、無理無理っ！）


（バッカお前、そんなんじゃ何時まで経っても男女の関係になれねえぞ？）


シャーリィ以外のパーティメンバーは、カイルがシャーリィに対して憧れ以上の感情を持っていることに気が付いている。当の本人からすれば極めて遺憾だが、単にカイルが分かりやすいだけで、気付かないのはシャーリィだけだ。


そんな関係を深めるように促す言葉にカイルは思わず横目でシャーリィを見る。当の本人は頭に疑問符を浮かべて首を傾げるが、その両隣りに居た彼女の愛娘たちは何やら不穏なものを感じ取った。


「ソフィー？　それにティオも……急にどうしたのですか？」


「な、何となく？」


「ん……こうしたくなったから」


それは幼くとも女としての直感か。普段から割と男子に告白される回数が多いせいか。少年の瞳に宿る感情を見抜いた双子は、母の細腰に抱きついたり目の前で両手を広げて立ち塞がったりして牽制する。


どうやら警戒されたらしい。アステリオスは微笑ましそうにしているが、実際カイルとしてはそんな事を願い出るつもりはなかったし、クードとレイアもシャーリィが聞いていないと思ってこその悪ノリだ。


この話は決して表ざたにならず、仲間内だけで終わるはずだったのだが────、


「何と!?　シャーリィとお付き合いをしたいとな!?」


「嘘だろ!?　俺ら超小声で喋ってたのに!?」


「ていうか何大声で叫んでるですかぁっ!?」


そうは問屋が卸おろさないのがカナリアという魔女である。　


秘めたる少年の心をシャーリィにまで聞こえるほど大きな声で叫び、母が奪われると一層警戒を強くした双子と羞恥と絶望に染まるカイルの表情を見ながら性悪な笑顔を浮かべるカナリア。


「さぁ、どうするシャーリィ。歳は大分下じゃが……お主って幼気な少年とかに興味あったかのぅ？」


「待って！　本当に待ってギルドマスター！　僕は別にシャーリィさんと付き合いたいわけじゃ────！」


「だ、駄目ー！　マ、ママには男の人と付き合うなんて早すぎるから！」


「そういう事はまずわたしたちに認めさせてからするべき……！」


喧々諤々けんけんがくがくと言いたいことをぶつけ合い、悲鳴にも似た喧騒が平野の空に木霊する中、シャーリィのケロリと答えた。


「良いですよ、そのくらい」


『『『えぇええええええええええええええええっ！？！？』』』


まさかの返答にアステリオスは瞠目し、それ以外は皆絶叫する。カイルからすれば大進展、ソフィーとティオからすれば未来の継父けいふの登場だ。


「ちょっ!?　お、お主マジか!?　まさか本気でこの小僧と付き合うつもりか!?」


「えぇ、勿論。お礼しなければなりませんし」


焚きつけた本人であるカナリアの困惑した言葉にも平然とし、シャーリィはカイルの瞳を真っ直ぐ見据えながら告げた。


「それで……何処に行きたいのですか？　武器屋？　それとも訓練？」


一行の間に一陣の風が吹く。返事が無い事に困惑し、首を傾げるシャーリィの言葉に困惑していたカイルたち。


（嘘だろ……？　今時こんな返しをする奴いる……？）


（鈍感だったりするのかなって思ってたけど、これは想像以上なんだけど）


（これだけ好意を宿した熱視線を受けておきながらまるで気付いておられないようですな）


男女関係の付き合うではなく、用事に付き合うという意味で捉える三十路の美女。仮にも婚約者がいて、子供まで生んでいるというのにこの対応……今までどんな男女関係を送ってきたのかが気になるところだ。


「ちなみにお主……この小僧の事をどういう風に評価しておる？」


しばらく呆れていたが、次に陰湿な笑みを浮かべながらカイルの肩に手を置くカナリア。カイルにはその手が、鼠ねずみを掴んだ猛禽の脚に見えてならなかった。


「何ですかいきなり」


「良いから良いから。お世辞抜きで、どう思っておる？」


「……そうですね」


蒼と紅、二色の眼でじっと見据えられ、カイルは想わず後退る。


「温厚で努力家。少し甘く臆病なところもありますが誠実で、真っ直ぐに慕ってくれている後輩……といったところでしょうか？」


「思ったよりも高評価じゃん！　よかったね！」


「い、いやぁ……そんな、そう言ってもらえると……えへへ」


「それに不思議と得難い気分になります。私の家族は娘しかいませんが……〝息子〟がいればこのような気分だったのかもしれませんね」


「ごふっ」


血を吐いて倒れるカイル。思いの外高く評価してくれているかと思いきや、息子という言葉で遠回しの脈なし宣言。上げて落とすとは正にこの事か。


「……ほっ。良かった」


「？　どうかしましたか？」


「ううん、何でも。……これからも三人一緒に居ようね、お母さん」


「えぇ……それは勿論」


誤解を招かぬように言っておくが、ソフィーもティオもカイルが嫌という訳ではない。数える程度しか喋ったこともないが、言動から滲み出る誠実さや善良性は察しているし、助けれてくれた恩は決して忘れていない。


恩返しが出来るのなら何でもするつもりだったが、それが母を嫁に出せという事なら待ったをかけざるを得ないのが年頃の子供の心情というもの。　


（カイルさんへの恩返しは他の事にしてもらわなきゃね）


（ん……お母さんが結婚とかだいぶ早い）


母は綺麗な人だ。カイルかどうかは分からないが、いずれそういう相手が現れる日が来るかもしれない。しかし今はまだこの強く美しく優しい母を二人占めしたい、マザコンな二人であった。










そんな光景を、遥か上空から見守る者たちが居た。


それぞれ輝くような青い羽毛の隼と、赤い羽毛の鷹。まるで比翼のように並んで飛ぶその鳥たちは、眼下の尊いまでに平穏なやり取りの全容を、まるで理解しているかのように目を細める。


────約束の時が来た。


青の隼と赤の鷹は互いに頷き合い、遥か蒼穹へと舞い上がる。その姿を、地上に居る《黄金の魔女》だけが意味ありげに見つめていた。










一先ずの大団円を迎えた帝国との戦い。しかし、悪意というものはどこまでも粘着質で、どこまでも執念深かった。


「くそっ！　あの小僧め……！　未来の名君である私を殴るなど……！　これほどの大罪は無いぞ！」


未だに痛む鼻を抑えながら、アルベルトは強かにテーブルを拳で打つ。城を破壊されて住居を別荘へと移された挙句、生粋の庶民に殴られる、皇位継承者は手に入らず、その為の口実も失い、その上どれだけ周囲に当たり散らしてもカナリアが介入したせいでどうにもならない苛立ちがアルベルトの端正な顔を醜く歪める。


「見ていろ……必ず手に入れて見せる……！　私の娘も、シャーリィも、大陸歴代最高の名君の座も……！」


強欲は留まる事を知らず、傲慢は折れることは無い。その瞳をドブのように濁らせながら、アルベルトは王国がある南方を睨むのであった。

            





    
  
  




しゃーこー、しゃーこー。


子供たちが寝静まった夜。そんな音を立てながら、シャーリィは《勇者の道具箱》の中で、収められている刀剣を丁寧に研いでいく。


その表情は鬼気迫る真顔。輝くような白髪は怒気と共に噴き出る魔力によって炎のように舞い上がり、灯によって伸びる影は鬼神を彷彿とさせた。


伝承には、山に住まう鬼女きじょは旅人を誘惑し、寝入ったところを丹念に研いだ包丁で捌いて食らうという。今のシャーリィはまさにその怪物と勘違いされてもおかしくない姿だった。


「絶対に……絶対に成功などさせません……」


しゃーこー、しゃーこー。


ブツブツと呟くシャーリィの眼には、狂気にも似た暗い感情が宿る。水に濡れた湾曲剣の、霞のように仕上げられた刃文をじっくりと確認し、次の一振りを研いでいく。


「ソフィーとティオにお見合い……？　そんなこと、私が成功させるわけ無いでしょう……！」


しかし鬼は鬼でも鬼子母神きしもじん。事情を知る者が見れば、今の彼女はただの大袈裟な親バカにしか見えないだろう。


一体なぜ、どうしてこんな事をしているのか……事は今日の昼に遡る。










簡単に言えば、冒険者への個人的な礼という建前を持った見合い話に気付かずに乗ってしまった……ということである。


帝国を除けばどの国の貴族や有力商人は、冒険者との個人的な繋がりを欲する者が多い。


危険地帯に行かなければ手に入らない希少素材の採取や単純な護衛。更には子供への武術教育や、少し道を外れれば賭け試合の戦力など、自身の要望を優先的に叶えてくれる強い冒険者は、有力者から見れば実に魅力的な人材なのだ。


そんな彼らから見て、竜王殺しにして玲瓏で秀麗なシャーリィは是非とも欲しい。単なる冒険者としては勿論、愛人として、果てには妻としても。


そう考えた有力者たちの中で、先の竜王戦役が終結してから一番最初に動いたのは、まだ三十半を過ぎた程度の年齢の商人だ。昔からの老舗商会の後を継ぎ、経営も安定して商会を更に強く、大きく育てたいと思っていた真っ最中である。


近頃依頼を通じてシャーリィと面識を持ち、流石に妻がいる身なので愛人などにとは考えてはいないものの、何らかの強固な繋がりが欲しいと考えた。


しかし情報収集をしてみれば、シャーリィは有力者との繋がりには一切興味を持っていないとのこと。辺境で自分のペースで仕事をするのが性に合っているというプロファイルが届けられた時、商人が狙いをつけたのは彼女の娘二人だった。


政略結婚よろしく、娘たちと息子たち同士で血縁を結んでしまえばいい。幸いにも、商人にはソフィーとティオと同じ年代の双子の息子たちがいる。その上、少女たちは母親に似て極上の美少女ときた。


『いいか？　これは向こうにはこちらの意図を伏せた見合いだ。彼女はご息女にとてつもなく甘いと聞く……娘から先に仕留めてしまえば、容易くシャーリィ氏をこちら側に引き込めるだろう。お前たちは何としても、彼女の娘を口説き落とすのだぞ』


『はい！　勿論です、父さん！』


『僕たちも彼女たちが将来の妻となるなら、文句はありません！』


顔写真を見せれば、狙い通りに長男はティオに、次男はソフィーに即座に一目惚れ。長期戦覚悟で親交を持たせ、数年後には許嫁という関係にまでこぎつければ、目出度くシャーリィは自分たちの親族。こちらの依頼を優先的に受理する義理が発生するという訳だ。


個人的な礼と言われても首を縦には振らなかったシャーリィが、「ご家族と一緒に庭園でお茶会に招待したいのですが」と言えば、意見を変え始めたのが良い証拠だろう。事実、シャーリィは娘たちに何らかの形で益になるものに弱い。


商国の諺、将を射んとする者はまず馬を射よ、というやつだ。娘たちが自分の息子たちとの婚姻に是と答えれば、シャーリィは否とは答えられまい。まさに囲い込みは完璧、後は息子たちが二人を口説き落とせるか否かという勝負だ。


『…………なるほど。そういう事ですか』


その会話を、シャーリィが陰で聞いていなければの話だが。


娘二人に茶会の誘いを受けたことを話し、二人から了承の意を得たので、「二人が良いなら、まぁ」といった具合に、辺境まで来ていた彼ら親子に直接返事をした後、シャーリィの優れた聴覚が商人の陰謀を見過ごさなかった。　


『なんて悪逆な陰謀……許せない』


本来ならすぐさま扉を蹴破って、招待状を叩き返したいところ。しかし、困ったことに娘たち……特にソフィーの方が、この話に乗り気だ。


見合い云々の事では勿論ない。茶会が元々社交の場で、落ち着いた優雅な一時を堪能する催しであると聞いて、いわゆる大人の女に憧れる長女が並々ならぬ興味を持ったのである。


幾ら娘たちが人生経験を重ねるのに良さそうだからと、安請け合いするんじゃなかったと後悔しても遅い。ソフィーが乗り気になった以上、心情的にこの話を反故するのは不可能だと、シャーリィは確信する。


しかし、このまま娘二人を飢えた子狼二匹の元に連れて行くわけにはいかない。……ならば、やることは決まっている。


「私の全てを以てして、この見合いの邪魔をしてみせます」










そして茶会の皮を被った見合い当日。やる気を見せるソフィーと、やや面倒臭そうというか、どこか眠たそうですらあるティオに茶会のマナーを指導し、母娘三人は商人が辺境の街に建設した館に訪れていた。


商人はこの街の冒険者ギルドにも出資する裕福な資産家だ。そしてこの街は王国の開拓最前線……新たな素材を求めて多くの人々が滞在しており、商人もその内の一人という訳である。


本館ではなく別荘という形だが、貴族を相手にすることもある有力商人の館は中々に広く、立派な佇まい。季節の花に囲まれた庭の中、白いテーブルにティーセットを配置して行われた茶会は、商人とその息子たちにとって、相手側に自覚のない結婚活動の場であるはずだった。


「あの……シャーリィ氏？　その装備は一体……？」


「私の一張羅に何か文句でも？」


「いえ……別にそのような事は……」


他所行の服を身に纏ったソフィーとティオ。その間を陣取るのは、空間が歪曲するほどの魔力が迸るシュルシャガナ。大気を振動させるほどの魔力を放出するイガリマを腰に差し、背中には帯電する剣に鞘口から炎が漏れる剣。目に見えるほどの冷気が噴き出る剣に、怨嗟の声が視覚化されたような黒い靄が溢れる剣。


《白の剣鬼》の完全装備だ。凄まじい眼光はまるで百万の魔物の軍勢を見据えるかのようで、まかり間違っても茶会に出席している者の眼ではない。


「？　こういうところに、剣なんて持ってきてもよかったの？」


「護衛の役目を持つ者なら、マナー違反にはなりませんから。気にしなくても良いんですよ、ティオ」


そしてあながち嘘を言っていないあたりが実に厄介であると、商人は内心で歯噛みする。


もっとも、流石の彼の情報網でも、シャーリィの空想錬金術による戦法までは把握していないからだが。


「それでは、お茶の用意を」


かくして、商人夫人の言葉によって茶会は開かれる。


元々貴族が開くような厳格なものではなく、貴族に強い繋がりを持つ平民が平民に対して開かれる、砕け気味の茶会だ。ドレスを着なければならないという訳ではなく、商人一家も他所行の服でシャーリィたちを出迎えているのがその証拠。


なので彼らはソフィーやティオに茶会の所作など特に期待はしていなかったのだが────


「……ほぅ……」


「……平民……とは思えないですね」


ティーカップ一つ持ち上げる動作だけでも育ちが分かるという。今では大貴族を屋敷に招き、相手にすることのある商人や夫人の眼から見ても、ソフィーもティオの所作は同年代の公爵家の令嬢と比較しても遜色が無いほどだった。


母親の教育の賜物なら実に大したものだ。貴族のパーティに招き、招かれる大商会の未来の婦人としては将来有望と言える。これは何としてもモノにするのだぞと、商人は長男と次男に視線を送ると、彼らは一様に頷き返した。


「ねぇ、君！」


「はい？」


「……なに？」


「……えっと……その……」


しかし意気込んだのは良いものの、十歳の少年に、幼いとはいえ女性を口説き落とせなどというのは些かハードルが高すぎた。しかも相手はこれまで見た事の無いほど美しい少女たちである。ついでに言えば、直に見て改めて一目惚れした相手でもある。


二人の蒼と紅に光る瞳で見つめられるだけで恥ずかしさが先走り、委縮してしまう。どこぞの民間学校のクラスメイトのように、気になる相手に悪態を付くほど彼らは粗暴ではないが、育ちの良さが逆に仇となっている。　


（くっ……流石に子供にはハードルが高すぎたか……ん？）


これはやはり徐々に親交を持たせていくしかないか……そう考えていると、何やら紙に何かを力強く書き込むような音が聞こえてきた。


（話しかけるだけ話しかけておいて、無言ですか。二人が困惑しているではありませんか。これではダメですね、マイナス七千点です）


「っ!?」


不意に商人と長男、次男の頭の中に、念話の魔術が入り込んでくる。ギョッとしながらガリガリと書き込む音がする方を向いてみると　何やらシャーリィが息子二人を採点していた。


「あー……えぇっと……い、いい天気だねっ！」


「……ちょっと曇ってる気がするけど」


（言うに事欠いて、出てきたセリフがそれですか。話題を広げるのなら、趣味の話からするべきでしたね。話術で娘を楽しませる技術に欠けている……マイナス一万点っと）


「うぅ……っ」


息子たちもそれが分かっているのだろう。ソフィーとティオがシャーリィの方に向いた時には、彼女は神速とも言うべき速さで紙とペンを仕舞い込んでいるので気付いていないが、こうも威圧的な視線で採点をされては余計に委縮してしまうだろう。しかも減点の仕方が半端じゃない。


早くも不穏な空気が流れ始め、それでも茶会は進んでいくが、同性である夫人とは普通に紅茶の茶葉やら平民の間で流行の衣装やら、女性間で共通しやすい話題で盛り上がるものの、長男と次男が話しかけようものなら────


「こ、今度地元に戻ったら馬で遠乗りに行くんだけどっ！　ソフィーも一緒にどうかな？」


「え？　うーん……興味はあるけど学校があるし、あまり遠くに行くとママに心配かけちゃうから」


（おかしいですね、貴方のお父様からは幼いながらも気遣いの出来る息子と聞いていたのですが、相手の事情も考慮せずに遠くの街へ連れ出そうとするとは……聞いていた話と大分違うように思います。後、何を気安く呼び捨てにしているんですか？……マイナス一億点）


呼び捨てにしただけで一億も減点された次男の笑顔が凍り付く。


「き、君は運動が得意なんだ！　僕も結構得意なんだけど、今度一緒に遊んでみない？」


「いいけど」


「ほ、本当!?」


「ん。……でも勝負するなら、五十人くらい用意しないと、歯応えが無いかも。うちの学校で流行ってる玉遊びで三十人を一人で相手にしたけど、結構簡単に勝っちゃったし」


「……え？　三十人……？」


しかも娘は娘で手強い。少し良いところを見せようと目論んだが、ナチュラルに上をいかれてアピールする余地すら残っていないのだ。


（今、娘の長所に正当性もなく引きましたね……？　マイナス十兆点といったところでしょうか）


「いや!?　その!?」


「？　どうしたの？」


「な、何でもないよ!?　それよりその……えぇっとぉ……き、君みたいに凄い子がいるなんでビックリするなぁ！　なんだか尊敬するよ！」


（フォローはそれだけですか？　しかも中身が伴っているように聞こえない……私なら、楽しませるために決して危害を加えない遊び相手として調教、使役したゴブリンを五十匹でも五千匹でも用意してみせますが。そのくらいの甲斐性もないとは……気遣いも期待できませんね、これでは。マイナス六千点）


そしてシャーリィはどんなに些細なマイナス評価点も見逃さず、時にはとんでもない大人気の無さで無理矢理に、凄まじい勢いで点数を下げていく。ちなみにここまでの会話で点数が加算された回数は皆無だ。


「ところで夫人、辺境に王都でも有数の服飾店の品を卸すと、風の噂で聞いたのですが……」


「流石冒険者ね。どこから聞きつけてくるのやら……お礼として、ここだけの話を聞かせてあげる。実は来月にはこの街のバザーに出品することが決まっててね。丁度娘さんくらいの年齢向けの服もたくさん用意してあるから」


「え？　本当!?　可愛いのあるかな？」


「……むぅ。子供向けの剣とか鎧とかは無いの？」


「ティオ……それはあったとしても買いませんよ？　貴女も年頃なのですから、普段着にも気を配らなければ」


「……ん。善処する」


しかもシャーリィは頻繁に夫人に話を振り、ソフィーとティオを巻き込んで女同士の会話に花を咲かせては、男の入る余地を潰してくる。


その上、夫人がこの場において中立派なのも都合が悪かった。息子の恋路の邪魔はしたくないが、客人を陰謀に巻き込むのも良しとしない。それを察しているのか、シャーリィは夫人を利用して娘たちを息子たちから遠ざけようとしているし、夫人もそれを止める気はないようだ。


これは流石に目に余る。せめて念話で幼い息子たちを委縮させるのだけでも止めてもらわなければ話にならない。そう思って一言言ってやろうとしたのだが、それよりも先にシャーリィは二色の瞳で商人を睨み、腰に差した直刀の鯉口を切る。


「……なにか？」


「いえ……何でもないです……」


しかし、それを実行に移すには、シャーリィがあまりに怖すぎる。


完全武装はこのためか……確かに丸腰なら相手が冒険者でも突っかかれたが、こうも魔剣の類を装備されるとどうしても気後れしてしまう。


一体どうすればいいのか。この状況を打開しようとする彼らの頭の中に、再びシャーリィの声が響き渡る。


（長男はマイナス百五十三兆七千七百六十一万二千点。次男はマイナス百五十二兆九千九百万八千点……コレでは私の娘たちと親交を持つなど夢のまた夢ですね……その上、少し睨んだ程度で怯む輩が、ソフィーとティオの何になりたいと？）


「「「っ!?」」」


こちらの目的がバレている……そう確信させるだけの言葉と、今までの行動だった。しかし、引けと言われて簡単に引いていては、商いなど出来はしないのだ。　


「ど、どうだろうかシャーリィ氏!?　そろそろ大人同士、子供同士で談笑に花を咲かせるというのは！　年代が違う者が何時までも同じテーブルに座っていては、気兼ねなく会話も出来まい！」


このままではいけないと、商人はやや強引ではあるがシャーリィと双子の娘たちを引き離そうとする。そうすれば、耳障りな念話など届くまい。


「……もりですか？」


「え？」


しかし、それは気付きようもない、特大の地雷だった。


「私の娘を男性と二人だけにして、一体どんな不埒な真似をさせるつもりですかぁーっ!!」


「ぎゃあああああああああああああああああああっ！？！？」


親バカ火山が盛大に噴火する。溜まりに溜まった鬱憤が、猛烈な殺気と共に解き放たれた。










その日の夜、借り部屋のリビングにて。


「えー!?　そんな事になってたの!?」


「……ちょっと、驚いた」


その後、無事に……と言うには語弊があるが……何はともあれ見合いを切り抜けたシャーリィは、事の顛末をソフィーたちに説明すると、二人は心底驚いたと言わんばかりに目を見開いた。


「ええ……正直、不明の至りでした。貴族社会から長らく離れていたとはいえ、今思えばあんな露骨な話に引っかかるとは……」


「ふぇ～……いきなり結婚の話になるとか、凄い世界だね」


「本当に……平民の観点からは、考えられないですね。まぁ、この話は既に潰しておきましたので、もう気にする必要もありませんが」


とはいえ、今回みたいな話が今後も襲い掛かる（誤字ではなく）ことがあるかもしれない。十分に対策を練らなければならないと考えていると、ティオはポツリと呟いた。


「でも結婚か……今は全然想像もできないけど、わたしたちもいつか結婚したりするのかな？」


「んー……そう、なるんじゃない？　夫婦で冒険者って、結構多いみたいだし。ママはどう思う？」


「…………そこまで先の話になると、流石に何とも」


途端に、心がズンと重くなる。


いつの日か、本当にその日が来る予感があるからだ。子は親元から自立するもの……己の生きる糧を己自身の手で得るようになり、やがて自分がそうされたように、誰かを養うようになる。


その中で欠かせない要素の一つが結婚だ。何時か一人の男を愛するようになり、子を儲け、育てる。娘たちが幸せになり、新しい命が生まれたのなら素直に祝福すべきなのだが────


（……うぅ……寂しい）


まだ当分先の話になるはず。しかし、いつか二人がシャーリィの元を離れると考えるだけでも、かなり堪えるものがある。


それが現実になった時、果たして素直に祝福することが出来るだろうか？　ドラゴンなどとは比較にならない、強大にして絶望的な未来を眺めながら途方に暮れるシャーリィ。


「でも、もし結婚することになるんだったら、絶対に外せない条件はあるかな」


「なに？」


「お母さんと同居しても良いっていう人だけ」


……現金なシャーリィの心が、パッと明るくなり始めた。


「幾ら結婚したからって言っても、お母さんと離れて暮らすなんて寂しいし」


「やっぱりそうだよね！　家族皆で賑やかな方が絶対良いよね！　未来の旦那様と、子供と一緒にママと暮らせていけたら、きっと絶対にそっちの方が良いに決まってるし！」


「お母さん一人残していくなんてありえないしね。……？　お母さん、どうしたの？」


「……いえ、一身上の都合なので、どうかお気になさらず」


うちの娘たちが天使過ぎる……そして多分絶対に、今の自分は威厳の欠片もないくらいにだらしのない顔をしているという自覚がある。


未来は不確か極まりないもの。だからこそ人は希望も絶望も併せて抱くのだが、この未来に関しては案外楽観視しても大丈夫なのかもしれない。


（尤も……未来の旦那様とやらを受け入れられるかどうかは話は別ですが）


もし連れてきたその日が来れば、今日みたいに最強の壁として君臨してやろう。


そう心に誓ったシャーリィは、とりあえず娘の為、未来の孫の為、増える家族の為に大きな一戸建てを買う算段を頭の中で付け始めるのだった。

            





    
  
  





あとがき

	




トカゲを飼育するために準備し始めた、結構考え無しな大小判たいこばんです。この度は、タイトル略して『元むす』第二巻を手に取ってくださった皆様に最大の感謝を！


第一巻でもそうだったのですが、後書きと言っても色々書く内容に困ったので、作者の近況と作品を作り出された過程を少し誤魔化しながらお話ししようと思います。


実は前々から「あぁ、何かを育てたい」……そんな感情に囚われていました。それというのも、作者の兄と姉が二人とも結婚して子供がいるのに対し、完全に趣味人の作者は若くして生涯独身を決め込むような人種です。


しかし何も育まない人生というのはどこか寂しいもの。流石に子供や結婚相手に使う金はない作者でも、ペットくらいには手を出しても良いんじゃなかろうか？


そんな想いをきっかけに、とあるゲームから着想を得て生まれたのが、第一巻の後書きでも記したシャーリィの原型、そしてなろうによって完成された今のシャーリィなのです。


ペットが欲しいという欲求からどうして親バカになったのだろう……？　最初は我が事ながらそんな自問自答をしてしまいましたが、よくよく考えたらペットが主題の漫画って、飼い主は親バカばっかりですしね！


で、シャーリィという親バカによって生まれたソフィーとティオ。最初は一人でもいいかなって思ったんですけど、二人だと二度美味しいという発想に至ってそちらに。


初めはもっと幼い年齢にしようと思ったのですが、やっぱり個性はいるなぁと思って、性格がより特徴的になってくる十歳に変更しました。双子という設定でも、外見の違いには少し悩みましたね。でもそこはまろ様がとても良い仕事をしてくれたおかげで、顔立ちや髪色が同じでも一目で違いが分かるようになったかと。


で、そんな三人を書いている内に、作者もシャーリィの影響を受け、「育てたい欲求」が頂点に達してしまいました。それが後書き冒頭で書いたトカゲ云々です。


犬猫買うと抜け毛とか散歩とか大変ですし、そもそも毛皮のある動物ってどうも匂いが強い上に高額って事でペットは控えていたんですが、その点トカゲなら費用総額は猫一匹買うより安く済む場合も多く、臭いもしないって事で魅了されちゃったんですよね。


この後書きを書いている時は書籍作業の都合でまだトカゲはいないのですが、自分の中で飼うことは決定していたのでケージだけは購入……したものの、何故魚用ガラスケージと爬虫類用ガラスケージとではこんなに値段が違うのか……魚用の二倍くらいの値段がしましたよ？　まぁ、犬猫用品総額よりかはマシですが。


改めて、『元むす』第二巻を購入していただき、本当にありがとうございます！


この物語の続きも鋭意執筆中。次の巻でまたお会いしましょう！

	


            





電子版特典SS


とあるソフィーの一日







タオレ荘一階の窓に朝日が差し込み、ソフィーの白いかんばせを照らす。瞼まぶたを通過した光が眼球を刺激すると、彼女はゆっくりと眼を開けて、身を起こしながら背筋を伸ばした。


「ん……ん～～～～～～っ。良く寝た」


ソフィーの寝起きは良い。布団に残った温もりや朝の肌寒い気温に抵抗を感じることもなくベッドから立ち上がると、彼女はそのまま洗面台へと向かい、顔を洗う。


「冷たっ。……う～、最近の朝は冷えるなぁ」


しかし目は完全に醒さめた。続いて歯を磨いてから部屋に戻ると、ソフィーは着替えのためにパジャマを脱ぎ始めた。髪同様に白い肌が光を反射し、幼くも神々こうごうしさすら感じる細い肢体を晒さらしていくと、下着に包まれた自分の胸に目がいった。


ソフィーは無言で自分の胸を掴もうとする。


「あるような……ないような……やっぱりないような……うぅ」


しかし掴めない。腕や腹とは違い柔らかさがあるのは確かなのだが、掴めるほどのものが無いのも事実。……以前触れた妹の胸は、僅かな膨らみがあったというのに。


漠然ばくぜんとした不安が襲い掛かってきた。もしかして自分は、母のようにはなれないのでは、と。ソフィーは頭を振ってそんな考えを振り払う。


「大丈夫！　大きくなる体操みたいなのもあるって聞いたし！　頑張れ、私の可能性！」


そう自分の未来を鼓舞こぶしながら、ソフィーは気を取り直してクローゼットの中を吟味ぎんみし始める。


「今日はどのお洋服にしようかな？　こっちは昨日着てたのとデザインが似てるし……」


近年のソフィーは自身の身繕いに余念がない。金銭感覚はそれなりにしっかりしているので散財するというほどではないが、彼女のお小遣いである月に一枚の金貨は洋服代や小物類に消えるのだ。


本当は冒険者になるのに役立ちそうな装備やら魔導書にも興味があるのだが、そう言ったものは得てして危険である。十歳の子供に売ってくれる店はないし、シャーリィに頼んでも買ってくれるとは思えない。


「よし！　今日はこっちのリボンにしよっと！」


藍色の布地に紋様が縫い付けられたリボンを手にし、スカートの裾を翻ひるがえして鏡台の前に座る。今ではすっかり慣れた手つきで髪を一房編み始めたソフィーは、ふと懐かしそうに表情を緩ませた。


（昔はママに編んでもらってたなぁ）


こうして髪を編むようになってからもう五年は経つだろうか。歳を重ねるごとに髪型も変化していったが、最初は何の飾りっ気もなくただ伸ばしただけの髪を編むようになったきっかけは、街で大人の女性がそうしていたのを羨ましがったからだったように思う。


それでシャーリィに髪を編んでもらうように強請ねだり、母はそれに応えるべく髪を編むのを練習し始めたのだ。そして月日は流れ、今では自分一人の力で自由に髪形を綺麗に整えることが出来るようになった。


……ちなみに、ソフィーが自分で髪を編めるようになった時、シャーリィは嬉しいような寂しいような、そんなとんでもなく複雑な感情を味わう羽目になったのは余談である。


「うん、こんなものかな」


髪を梳とかし、編んだ髪をリボンで留めて前に垂らし、ソフィーは姿鏡の前で今日の身なりの出来栄えを確認する。クルリと一回転しておかしなところが無いかを確認すると、満足気に頷いてから、再び寝室に視線を送った。


「さて、と」


朝の準備で音を立てても、全く起きる気配のない妹……ティオの前まで立つと、被っている布団の上から少し強めに揺する。


「ほらティオ！　もう朝だよ！　早く起きて準備しないと遅刻しちゃう！」


「ん～……あと、五日……」


「『あと五分』……みたいに凄い時間寝ようとしないでよ……。いいからおーきーてーっ！」


「……分かった……」


布団まで捲られて渋々起き上がったティオ。しかし瞼は開いておらず、ベッドから立ち上がる気配もない。


「……くー……」


「ちょっとぉっ!?　折角起こしたのに寝ないでよぉっ!?」


こうして毎朝世話の焼ける妹を起こすところから始まるソフィーの朝。いざティオが完全に覚醒した後も苦労は続き────


「待って待って！　ちゃんと寝癖を直していかないと！」


あちらこちらに跳ねた髪をそのままに食堂へ向かうとするティオの襟首えりくびを掴んで鏡台の前に座らせたり。


「パジャマのまま出てっちゃダメだってば！」


それが終われば着替えもせずに食堂へ向かおうとするティオの襟首を掴んでクローゼットの前まで連れて行ったり。


「ほら、ヘアピン忘れてる。せめてこういう身嗜みだけは整えないと」


「むぅ……これでいい？」


「うんっ、バッチリ！　さ、朝ごはん食べに行こ」


ものぐさな妹はしっかりした姉がいないとダメだなぁ……と、そうした世話を満更でもないと思っているあたり、この親にしてこの子あり、といったところだろう。


どこか生き生きとしたソフィーの後姿をティオが「色々と口煩いような気がするけど、付き合ってあげるか」と言わんばかりの眼をしている事にも気付かずに食堂へやってくると、その厨房にはシャーリィがエプロンを着用してベーコンを焼いていた。


「おはようございます、二人とも」


「おはよう、ママ！」


「おはよ、お母さん」


ソフィーの朝はこうして始まる。










学校に着けばティオと一緒に友人であるリーシャたちと楽しく談笑しながら過ごす。そして授業中は優等生の名に恥じない態度と理解力で挑んでいた。


「ではこの計算だが……答えが分かった者は手を上げて────」


「はい」


「相変わらず早いなソフィー!?」


自慢話になるかもしれないが、ソフィーはこれまで授業で教わる内容を理解できなかったことはない。それどころか、一度聞けばその先にある応用にまで理解を広げられるほどだ。


その事が尊敬を集めたり、嫉妬しっとを集めたりするわけだが、その事を気にしていては学校生活など送れはしない。ソフィーはその辺りの事を気にせず過ごしているわけだが────


「ちょっと勉強が出来るからって生意気なんだよ！　このガリ勉白髪しらが！」


「んなぁっ!?　な、何よー！　勉強が出来るのは良いことでしょー!?　どうしてマルコはいっつもそう言うこと言うの!?」


それが気に食わないガキ大将と喧嘩をする時もある。大抵向こうから謂れの無い難癖ばかり付けられてくるものだから、ソフィーとしては堪ったものではない。


「ちょっとマルコ！　またソフィーちゃんにいちゃもん付けてるの!?」


「幾ら自分の頭が悪いからって八つ当たりするのは止めてあげてよね！　ソフィーが可哀そうじゃん！」


「う、うっせー！　お前らには関係ねーだろ！　あっち行けブス！」


幸いにして女子は味方してくれるので勢力は拮抗し、大事にはならないが不幸中の幸いというものだろう。


こうしてティオが介入して止めるか、授業に来た教師が止めるかまで喧嘩を続け、次の休み時間にはマルコを避けるように友人たちを伴って教室から移動する。


しかし、ソフィーの男子関連の苦労は程度の低いものだけに止まらない。


「ず、ずっと好きでした！　付き合ってください！」


王国男子は情熱的……そんな他国からの評価は、冒険者が寝泊まりする宿に住まうソフィーも聞いたことがある。こうして特に知りもしない男子から放課後に呼び出されて想いを告げられることなど、入学してから何度もあったのだ。


「……ええっと……ご、ごめんなさい！」


そしてその答えは何時だって決まって失恋を男子に付きつける。ソフィーにとっての一番は母や妹であって、今は恋愛など考えられないのだ。


こうして断り続けてもう何人になるかは数えていないが、いつしかソフィーはティオと並んで鉄壁と称されるようになった。……それでもたまにラブレターが届くので、その度に断りに行く本人は辟易へきえきとしているが。


「はぁ～……何か疲れた。今日は練習休みたいけど……継続は力っていうもんね」


仲の良い姉妹であるソフィーとティオだが、四六時中一緒に居るわけではない。日直の日や呼び出された日は勿論、何でもない日でも別々に行動する時くらいはある。


そして今日はその内の二つが重なった。まだ門限まで時間のある。ティオはこっそりと辺境の街中央に流れる河、それを跨ぐ橋の下へ行くと、河の水に向けて手を伸ばして詠唱を唱える。


「んーと……《水》に……《形成・浮遊》」


すると水が渦うずを巻きながらソフィーの手元に吸い上げられ、猫の姿を形作る。


ソフィーは時々こうして、冒険者になるための秘密の特訓をすることがある。今は簡単な魔術しか出来ないが、いつか大きな魔物を倒せるだけの力を手にし、母娘三人で旅をする……そんな目標を胸に掲げて、今日も少女は己の魔力を練り上げ、将来に備えるのであった。










夜が来れば特に何事もなく一日が終わる。


「それじゃあ明かり消すね」


「ん。おやすみ」


「おやすみなさーい」


夕食を食べて、シャーリィやマーサと談笑して、ティオと一緒に冒険者たちの武勇伝に胸を躍らせ、風呂に入って眠るだけ。


そんなどこにでもある何でもない一日が今日も過ぎていく。しかしそれはこの過酷な世界ではとても尊い一日だ。明日はどうやって過ごそうかと思い浮かべながら眠りに落ちるソフィーとティオだったが、深夜に二人同時にトイレに起きて、その帰りに二人揃って寝ぼけて間違ってシャーリィの寝室へと入った。


「ソフィー？　ティオ？……また寝ぼけているのですね」


母はそうやって布団に入り込もうとした二人を優しく迎え入れて、自身の両側に寝かせる。


再び眠りに落ちるまでに感じた、日常的でありながらもどこまでも懐かしい温かさに包まれながら、ソフィーの一日は終わるのであった。
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